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『陛下。あなたに差し上げるものがあります』

　急にベネットがそんなことを言い出したので、女王は少し驚おどろいた。

　それは今から十二年前のこと。

　ベネットはまだ大学生で、女王は婚こん約やく者を亡なくしたばかりだった。

　宮きゆう殿でんの礼拝堂にたたずんだ女王は、真っ黒な喪も服ふく姿で力なく微笑ほほえんだものだ。

『突とつ然ぜんやってきてどうしたのだ、ベネット。見てのとおり、私は忙いそがしい。セシルの葬そう式しきをしてやらねばならんのでな』

『アルフォンス・セシル卿きよう──陛下のお母様の従い兄と弟こ君でしたね』

　ベネットはまぶしそうに女王を見つめて言った。

　その穏おだやかな声に、女王は小さく震ふるえる。今まで張り詰つめていた心が、幼なじみの姿を見たせいでゆるんでしまいそうだった。

　涙なみだが零こぼれそうになるのをぐっとこらえて、女王は微笑む。

　威い厳げんに満ちた、女王らしい顔で。

『ああ。私の大事なセシル。ふたつ年下の、少し気は弱いが聡そう明めいで、馬が大好きだったセシル。……彼はきっと、私のいい助言者になってくれたであろう。私の苛か烈れつさを、あの繊せん細さいな優やさしさで補ってくれるはずだった。なのに、私を置いて死んでしまった』

『自殺だった、と聞いております』

　ベネットに言われ、女王の胸にくすぶっていた怒いかりが燃え上がる。

　女王は目に涙をためたまま、真っ黒なドレスの裾すそをつかんで鋭するどく叫さけんだ。

『ただの自殺であるものか！　彼の部屋からは、我がサウスランド連合王国が植民地で行ったことをあしざまに書きたてた密告書が見つかったと聞いておる！　何者かが企たくらんだのだ！　そして、セシルは……私と、私の王国のしたことに絶望して死んだ！』

　彼女の言いようは苛烈だったが、ベネットは退ひかない。

　眼鏡めがねの奥の知的な瞳ひとみで、じっと女王の目を見つめて言う。

『陛下がなされたことではありません。君臨すれども統治せず──この国の政治を動かしているのは、民たみです。ならばこの国の犯おかしたいかなる罪も、民のひとりひとりが背負うべきでしょう。陛下がおひとりで悩むことではありません』

『ばかを言え、私はこの国の女王だぞ！　何も知らなかった私が阿あ呆ほうだったのだ。セシルを死なせたのは私だ。しかもセシルの生まれたザクソニア国は、古めかしい神教会派が仕切っておる。自殺した者には葬そう儀ぎはせぬという！　ならば死体を渡わたせと申しても、まだ結けつ婚こんしたわけではないから、と断ってきた！　それではセシルの魂たましいはどこへ行くのだ!?　地じ獄ごくか？　あんなに美しかった魂が、なぜそのようなところへ行くのだ！　呪のろわれるべき者は彼ではなかろう！』

　叫んでいるうちに、女王の視界はにじんできた。

　にじんだ視界の真ん中で、不意にベネットが強く言い放つ。

『セシル卿を地獄へなど、僕が行かせません。むしろ、ないのです。地獄など』

『ベネット。そなた……？』

　相手の勢いに少し驚き、女王は息を吞のんだ。いつもはにこにこと笑ってばかりいるベネットが、灰色の瞳に凍こおりつくような冷気を宿してこちらを見ている。

　決意を秘ひめた目でベネットは囁ささやく。

『地獄など、僕がこの手で壊こわしてさしあげます。そして本当の天国を作り上げる。僕は新しい国を──ひと同士が争わずとも富むサウスランド連合王国を、あなたに差し上げます』

　驚いた。愕がく然ぜんとした。

　女王は呆あつ気けにとられてベネットを見つめる。

　戦わないで富む国。しあわせだけが満ちる美しい国。それは確かに、自分が今一番欲しいものだった。そして、どうあっても手に入らないと思っていたものだった。

　ベネットはそっと無む邪じや気きな笑え顔がおに戻もどって言う。

『あなたにお会いしてから、僕はずっと探してたんです。この汚きたない手で、魂のない身体からだで、どうやったらあなたに差し上げるべきものを作れるのか、悩なやんで、のたうって、のたうって、やっと用意ができたんです。──僕の命ごと、受け取っていただけますか』

　……あまりに劇的で陳ちん腐ぷな台詞せりふだった。普ふ通つうなら笑い飛ばした。

　しかしベネットは今まで、一度も女王に嘘うそを吐ついたことがない男だった。

　初対面のときに女王に本ほん性しようを見み抜ぬかれて以来、彼は無条件に女王のものだった。

　そのベネットが、改めて命を捧ささげると言っている。

　ならば、本当なのだろう。

　そう思った途と端たんに奇き妙みような寒気で全身が震えた。寒い──いや、熱いのか。全身が熱を持ち、頭がふらついた。ひどい目眩めまいでうずくまりそうになるのをどうにかねじ伏ふせ、女王は笑った。笑って、頷うなずいた。

　嬉うれしくて、泣けそうで、余計な言葉が零れないよう、必死で奥歯を噛かみしめていた。




「あれから十二年、か」

「何かおっしゃいましたか、女王陛下？」

　秘書官が怪け訝げんそうに訊きいてくる。女王は回想を終えて、うっすらと微笑んだ。

「──いや。こちらの話だ」

　あれから十二年。

　現在の女王は、陰かげからぬけめなく王国の内政と外交をコントロールしている。

　民からはいつまでも喪服を脱ぬがない変人、議会からは出しゃばりすぎの小こ娘むすめと評されることも多いが、そんな言葉など女王には痛くもかゆくもなかった。

（私には手に入れるべきものがあるからな。新しい国──もうすぐ手に入る、理想の王国が）

「物思いにふけられるのも結構ですが、もう出ませんと閲えつ兵ぺいに間に合いませんぞ。さあ、お急ぎになってください。それと──その喪も章しようはどうにかなりませんか。兵の士気に関かかわります」

　秘書官の言葉に女王はうっすらと微笑み、真しん紅くの軍服の胸に下げた喪章を直した。

「これは外さぬ。すべて終わるまではな」

　静かに囁いて、女王はマントを翻ひるがえして豪ごう奢しやな馬車のほうへと向かう。

　長くまっすぐな金きん髪ぱつがきらめき、その場にいる誰だれもが美しい男装の女王に視線を奪うばわれた。彼女が本当に何を望んでいるかなど、知らないままに。

　時は聖教会暦れき十九世紀後半、危あやうい均きん衡こうのもとで栄えるサウスランド連合王国。

　──ベネットは監かん獄ごくで、女王はきらびやかな世界の中で、今日も同じ夢をみている。
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　女王が閲兵に向かったのと同じころ、ノースランドの首都、エルズバラの新市街。

　石いし畳だたみの通り沿いに整然と並ぶ邸てい宅たくのひとつで、ひとりの貴族が途と方ほうに暮れている。

「信じられん……まったくもって信じられん！　どうしてわたしにこんなことが起こるのだ」

　深刻な顔でうめいているのは、邸宅の主であるノースランドの貴族だ。

　つるりと禿はげた頭の、四十代後半の男。彼は華か美びな家具をそろえた居間にたたずみ、さっきからやたらと難しい顔で腕うでを組んでいる。

　そこへ執しつ事じのノックの音が響ひびいた。

「──旦だん那な様。お客様でございます」

「客だと？　そんなものはすべて断れと言ってあったはずだ！」

「はい。しかし……」

「しかしも何もない、断れ！　わたしは誰にも会わん！」

　貴族は扉とびらに向かって怒ど鳴なり散らし、不ふ機き嫌げんそのものの顔で居間に向き直る。

　すると、不意に辺りが暗くなっているのに気づいた。

「……なんだ？　雨でも降り出したのか」

　急なことに戸と惑まどっていると、妙みような寒気が這はい上がってくる。

　寒い……いや、むしろ怖い。

　雨が降り出したにしては雨音ひとつしないし、窓の外は晴れている。なのに室内ばかりがどんどん暗くなる。いつしかねっとりとした暗くら闇やみが部屋の隅すみにうずくまっている。

　何かが笑っている。くすくす、くすくすと押し殺した笑い声が辺りに響く。

（なんだ？　なんなんだ？　何かいるのか!?）

　冷や汗あせがたらりと貴族のこめかみを這った。声は喉のどに貼はりついてしまって外に出てこない。

　そんな彼の鼻先に、ふわりと甘い香かおりが漂ただよう。

　いぶかしく思った途端、闇やみに真紅の欠片かけらがぱっと散った。

「……っ……！　何……!?」

　貴族は思わず顔をかばう。その腕にひらりと落ちたのは、真紅のバラの花びらだった。

　花びらは幾いく枚まいも幾枚も、はらはらと絨じゆう毯たんの上に舞まい落ちていく。

　そしてその花びらを踏ふみ、ふたつの人ひと影かげが闇からにじみ出る！

「なっ……な、な、き、貴様ら、いつからそこに……！」

　貴族はどうにかかすれ声で叫んだが、その後が続かなかった。

（なんだ、この──綺き麗れいなものは）

　思わずぽかんと口を開けてたちすくんでしまう。

　貴族の前に現れたのは、ぞっとするほどの白い肌はだと長い黒くろ髪かみを持つ完かん璧ぺきな紳しん士し装束の男と、彼に手を取られて立つ天使のような美少女だった。

　少女は凝こった細工もののようなプラチナ・ブロンドを肩かたに垂らし、薄うす黄色と灰緑のストライプ・スーツをまとって背を正している。柔やわらかな容よう貌ぼうの中で春を思わせる緑の瞳が強く輝かがやき、この禍まが々まがしい薄うす闇やみの中でも、どこか真昼の光を感じさせていた。

　不思議にすがすがしい気持ちになって傍かたわらの男性のほうを見れば、こちらは一転して、夜である。彼の髪かみ、彼の服に宿る黒はどれも恐おそろしく深く、濃こい闇の気配がする。

　切れ長の赤い瞳は完璧に美しいのに、のぞきこめばその赤がひどく深いのがわかった。まるでその中にひとつの世界が広がっているかのような、得体の知れない静かな赤。

　見つめているうちにふっと魂を吸いこまれてしまいそうな、なんとも魔的な美び貌ぼうであった。

　貴族がぼうっとしているうちに、少女のほうが快活に口を開く。

「いきなりでごめんなさい、オルコット子し爵しやく。急ぐ用だったもので、勝手に入らせていただきました」

　女の喋しやべり方はずいぶん現実的で、子爵は少しだけ我に返った。

　何が何やらわけはわからないが、とりあえずこの少女は話ができる相手のようだ。

「急ぐ用、というのは一体なんのことだね。大体、きみたちは何者だ？」

　オルコット卿がどうにか訊くと、少女はにっこり笑って自分の胸に片手をあてる。

　もう一方の手には何やら重そうな赤い本と、小さな鞄かばんを持っていた。

「よくぞ訊いてくださいました！　私はジャスティン・カーライル。こちらはレクス。私たちは『エルズバラ心しん霊れい研究所』の研究員で、心霊事件専門の《探偵デイテクテイブ》です」

「探偵？　心霊事件の……!?」

　ぽんぽん出てくる怪あやしい単語に、子爵はどんどん引きつっていく。

　確かに一部の貴族連中は降こう霊れい会だのオカルトだのが大好きだし、新聞には日常的に猟りよう奇き事件の記事が躍おどる昨今だ。しかし子爵はそんなものは大だい嫌きらいだし、そもそもジャスティンには緊きん張ちよう感かんがなさすぎる。

　子爵が戸惑う目の前で、ジャスティンはお茶会にでも来たみたいな笑顔でにこにこと言う。

「はい！　子爵、最近身の回りに何か面おも白しろ……もとい、おかしなことはありませんでした？　記念写真を撮とったら頭の上に見知らぬ女のひとが写ったとか、戸と棚だなの中から話し声がしたとか、買った壺の中から夜な夜な怪しいご老人が出てくるとか。そういう心ときめく事件がありましたら、是ぜ非ひ私たちにお申し付けください！　安心丁てい寧ねいに対応いたしますから」
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　──変だ。

　どう考えても、この女はおかしい。

　彼女が子爵をだますつもりなら、もっとそれらしく思わせぶりな態度をとるはずだ。そうでないのだから、彼女は本気だ。その、つまり、本気で危ないとしか思えない。

　子爵はこっそりと青ざめながら、ごほん、とわざとらしく咳せき払ばらいして言った。

「あー……わたしの身の回りでそんなことは一いつ切さい起こってはおらん。そもそもきみたち、入ってくる方法が無礼だろう。常識の持ち合わせがあるのなら、まともに取り次ぎを……っ、ちょっと待て、何をやっているのだ、こら！」

　喋っているうちにジャスティンが子爵の上着をつかもうとしたので、子爵はぎょっとして後ずさる。

　ジャスティンはきょとんとしたかと思うと、まじめに言った。

「いえ、ちょっとお話が長そうだったので。ご本人が異常に気づいていらっしゃらないなら、こっちが調べようかと思ったんです。ということで、脱ぎましょう」

「っ！　きみは頭がおかしい！　ええい、とにかく、わたしにはきみたちに用などない！　帰れ、帰れ！」

「大だい丈じよう夫ぶです、よく変人だって言われますけど、多分意外とそうでもないですから。とにかく、きっと何かあるはずなんですよ。邸内には特に異常はなさそうでしたが、身体に謎なぞのアザとか、謎のお札とかくっついてたら困るし……ね、まどろっこしいから全部脱ぎましょう。で、一気に服とか身体とか全部調べちゃいましょう。それが一番早いです」

「阿あ呆ほうか！　勝手に脱がせるなと言っている、この変態が！」

　子爵が悲鳴のように叫さけんでジャスティンを振ふり払はらおうとすると、不意にレクスが彼の手首をつかんだ。

　上等な手て袋ぶくろごしにひんやり冷気がしみてきて、子爵はぞくりと震ふるえる。

　再び冷や汗を噴ふき出させながらおそるおそる顔を上げると、レクスの冷たい赤い目と視線があった。彼の彫ちよう刻こくじみた美貌がゆるりと笑えみの形に変わり、甘い囁ささやきが唇くちびるから零こぼれる。

「我が主に触ふれるな、人間」

「……しか、し」

　逆らおうとしてみるものの、舌は痺しびれ、頭はぼうっとしてきてしまう。

　子爵のもうろうとした頭の中に、レクスの声だけが満ちてくる。

「お前を翡ひ翠すい色の小さなカエルに変えるのなど簡単なのだ。それをわざわざ対等に扱あつかってやったあげく、救ってやろうとまでいうのだぞ。お前が不満など感じるわけはない。むしろ、喜びの涙なみだを零すべきだ──そうだろう？」

　──そう言われてみれば、礼れい儀ぎ知しらずは自分のほうなのかもしれない。なんだか心がむずむずして、立っているのが落ち着かなくて、今すぐひざまずきたくなってくる。

　そうだ、ひざまずこう──などと子爵が思い始めたころ、いきなり、ぼふっ！　と音がしてレクスが横によろめいた。

（何……!?　この方がよろめく、だと……？　なぜだ？　まさか……まさか、今わたしが見たものが確かならば、この女が、はたいたのか？　本で、彼の横っ面つらをはたいたのか!?　あの顔を!?）

　すっかりレクスに吞のまれて呆ぼう然ぜんとする子爵の眼前で、重そうな赤い本を振り抜ぬいたジャスティンがひきつった笑顔を浮うかべる。

「レクス……あんた、私にはたかれるのが趣しゆ味みなの？　その気持ち悪い顔は老ろう若にやく男なん女によに対する凶きよう器きなんだって何回言ったらわかるわけ!?」

　一方のレクスは、ゆらりと体勢を立て直してジャスティンに向き直った。

「今日も健康そうな打だ撃げきで何よりだ、ジャスティン。ちなみに重心はやや左に傾かたむき気味だな。筋肉のつきかたに偏かたよりがある証しよう拠こだ」

「どつき方でひとの健康を測るばかがどこにいるのよ！」

「ここだ」

「ばかは肯こう定ていしなくていい！　大体あんた、気軽に誘ゆう惑わくしたって責任とれないでしょ！　責任とれないことはやっちゃ駄だ目め！」

「……ふむ。とはいえ悪あく魔まは誘惑するものだ。長年繰くり返してきたことなので、ほとんど反射的にこういう言動をするようになっている。魚がえらで呼吸するようなものだ。しかしわたしが本気で誘惑するのはお前だけだぞ。お前については責任もとる気だ、安心するといい」

　レクスが綺麗な笑みを浮かべて言うと、ジャスティンはちょっと赤くなって叫んだ。

「だ、か、ら！　本気だろうが冗じよう談だんだろうが、誘惑されるのは迷めい惑わくだって言ってるの！　とにかく、調査するよ！」

　レクスはそんなジャスティンを眺ながめて少し不思議そうに考えこみ、ぽん、と軽く手を打つ。

「つまり、お前はこの男に嫉しつ妬としているのか」

「一体どうしてそうなるのっ!!」

　ジャスティンが再び本を持ちあげたので、子爵は慌あわててふたりの間に割って入ろうとする。

「ま、まあ、きみもそのへんにしたま……っ！」

（し、しまったっ！　今は、けして動いてはいけなかったのだ！）

　子爵はすぐさま気づいて元いた位置に戻もどろうとする。──しかし、遅おそかった。

　彼の短い右足は、ひらりと華か麗れいに高くあがった。

　まるで踊り子このよう、だが、子爵は小こ柄がらで恰かつ幅ぷくがよく、ついでに頭とう髪はつが心こころ許もとない。

　……不自然だった。とても妙みようだ。

　しん、と一いつ瞬しゆん室内は静まりかえり、すぐにジャスティンが指をさして叫んだ。

「それですよ！　やっぱりあなた、呪のろわれてるんだ！」

「呪いだと!?　まさか、これがそうなのか……って、ああっ、いかん、身体からだが勝手にっ！」

　悲痛な叫びをあげたかと思うと、子爵はいきなりひらりと飛び上がった。

　でっぷりと太った腹をそらして華麗な三回転半のターンを決めて着地したかと思うと、優美に両手を広げて踊り出す。技わざの鮮あざやかさはほとんどプロ顔負け、ただし、表情だけは泣きそうだ。何しろ身体を鍛きたえているわけではないので、本人は全身がものすごく痛いのだ。

「いいかっ、わたしは踊りたくて踊っているわけではないのだぞっ！　い、いたたた、その、信じてくれ、勝手に身体が動くのだ！　断じて、わたしに変な趣味があるわけではない！」

「安心しろ、割合面白い出し物だ」

「こら、レクス！　そういうこと言わないの！　えーっと、子爵！　それ、今、エルズバラで流行はやってる呪いなんですよ！　最近何か、身の回りにおかしなこととかなかったですか!?」

　ジャスティンは子爵に向かって叫ぶが、子爵の身体は止まらない。

　涙目で踊おどり続けながら、子し爵しやくはどうにか答えた。

「そんなことを悠ゆう長ちように話していられる状態に見えるか!?　ちょっと歩こうと思っただけでこんな状態のうえ、疲つかれ果てて倒たおれるまで止まらんのだぞ！　前に進もうとしても斜ななめにしか動けんし、正直、身体が保もたな……っ、痛っ、舌、舌を噛かんだ！」

「うーん。とりあえず動きを止めるのが先だな。わかりました。ちょっと待ってて！」

　部屋中をぽんぽん飛び回る子爵を真しん剣けんに見つめ、ジャスティンは鞄かばんから白はく墨ぼくを取り出す。次に細ほそ腕うでで思いきりよく東方風の円えん卓たくを横に除よけ、分厚い絨じゆう毯たんをめくって、床ゆかに直接白墨で魔ま法ほう文字を書き始めた。文字が完成すると、顔を上げて子爵を呼ぶ。

「すみません、こっちに来られますか？　この、文字の上辺りです！」

「文字だ？……やってはみるが、それでどうなる!?」

　子爵は叫び、藁わらにもすがる思いでくるくる回転しながら斜めに移動し、どうにかジャスティンが書いた文字の上に乗る。

　すると、足の動きがぴたりと止まった。

「なんと──止まった……？」

　信じられない気持ちで子爵が足あし下もとを見下ろしていると、ジャスティンはさらに白墨の白い線で彼の周りに円を描えがいた。円の中には逆三角を描かき、さらに幾いくつか不思議な文字を書きこむ。

　どれも子爵には読めない不思議な文字だ。

　全部書き終わると、ジャスティンは真顔で子爵を見上げた。

「いいですか、今、あなたの足を止めたのは応急処置です。その文字を踏ふみ外はずしたら、多分また動いちゃいますから気をつけて。絶対にこの円から出ないでくださいね！　これからちょっとだけ危ないことをしますけど、そこにいれば絶対安全ですから」

　ジャスティンの真しん摯しな緑色の瞳ひとみに気け圧おされ、子爵は汗あせを垂らしつつどうにか頷うなずく。

「う、うむ。わかったが、具体的には何をする気なのだ？」

「あなたの呪いを解くんです。それが私の仕事ですから」

　真剣な中にもかすかな微笑ほほえみを見せ、ジャスティンはずっと抱かかえていた真しん紅くの表紙の本を開いた。古い羊皮紙のページがばらばらと勝手にめくれ、ジャスティンはその上にそっと白い手のひらをかざす。

「天の光すらもお前の目、風はお前の耳となる。だが、たったひとつ、犯おかしてはならない罪がある。智者に逆らうことなかれ。魔法書の契けい約やくに従い、レクス──あなたの見たものを、私に教えて」

　よく通る声が不思議な詩の一節を読み上げる。

　同時にレクスを包む空気が変わった。

　じわり、と部屋全体が薄うす暗ぐらくなり、レクスの身体をぼんやりとした赤い光が覆おおう。

　レクスの赤い瞳が不思議なほど冷たく透すき通とおり、子爵を見み据すえる。

　ぞくぞくする快感と凄すさまじい寒気が同時に子爵を襲おそい、ふわりと気が遠くなりかける。子爵が片足立ちのままどうにか踏みとどまったのは、ジャスティンの言葉を思い出したからだ。

　──絶対にこの円から出ないでくださいね！

　ジャスティンの声が頭の中でぐるぐる回る。

（……そうか、この円、呪いや心しん霊れいではなく、この男からわたしを守るためのものなのか）

　子爵は本能的に理解し、倒れないよう懸けん命めいに足に力をこめた。

　レクスはそっと目を細めて囁く。

「なるほど、かすかな魔ま界かいの腐ふ臭しゆうがするな。《魔界の王》たるわたしが相手をするにはあまりにも微び弱じやくで、醜みにくいが──まあいい。我が主の命だ。わたしがこの指で触れてやろう」

　そう言って白い手袋を脱ぬぎ捨てると、露あらわになったレクスの指が子爵の胸に触れた。

　指はそのまま、するりと子爵の胸の中に沈しずんでしまう。

　胸に生まれた奇き妙みような快感に驚おどろいた子爵が見下ろすと、レクスの手が、手首まで胸に埋うまっているのが見えてしまった。あり得ない光景にひどい眩暈めまいを覚え、子爵はがたがたと震え出す。

　レクスは気にせず子爵の胸の中を優やさしくかき回すと、不意に何かを引きずり出した！

　ずるり、と猫ねこくらいの塊かたまりが子爵の胸から出現し、軽い音を立てて床へと落ちる。

「な、なんだ……今の、は……！」

　子爵が気絶寸前で叫んだ途と端たん、床に転がった『何か』も情けない悲鳴をあげた。

「駄目っ、耐たえきれない！　怖こわいよう、殺気怖いようー！」

　嗄しわがれた声で、子供みたいに泣きわめく小さな生き物。

　ジャスティンがすかさず手を伸のばし、その襟えり首くびを捕つかまえた。

「やっぱりこんなのが憑ついてたんだね」

　ジャスティンが難しい顔でそれをぶらぶらさせると、それはかん高だかい泣き声をあげる。

「きゃあ、嫌いやぁっ！　ごめんなさい、ごめんなさい！　ちょっと居い心地ごこちがよかったから、悪戯いたずらしてただけなの！」

　子爵から出てきたそれは、よくよく見れば小さな人間のようだった。

　不格好に頭は大きいものの、顔の造作や身体は大人の人間によく似ている。ただし、全体が小さい上にバランスが寸すん詰づまりで、耳が尖とがっていて目も大きくて真っ赤。

　……喋しやべりかたに緊きん張ちよう感かんはないが、明らかにこの世界の生き物ではない。

　ジャスティンは小さく安あん堵どのため息を吐ついてから、子爵に言った。

「あなたに憑いて悪さをしてたの、この小こ鬼おにです。超ちよう低級の悪魔ですね」

「悪魔、だと……！」

　子爵は大きく目を瞠みはる。この科学の時代に悪魔？

　普ふ段だんなら笑い飛ばすが、さっきからの異常体験に子爵の常識は麻ま痺ひしかかっている。一体何を信じればいいのだろう。これが本当に悪魔だというのなら、それをためらわずにつかんでいるジャスティンは何者なのだ？

　子爵がぼうっとしている前で、レクスがジャスティンに物もの憂うげに訊きいた。

「その小鬼、どうする？　滅ほろぼすのは簡単だが──」

「滅ぼしはしないよ。いつもそう言ってるでしょ？」

　ジャスティンがきっぱりと言い切って見上げると、レクスはかすかに微笑む。

「そうだったな。お前は変わっている」

「……何？　何？　助けてくれるの？　俺、信じられないくらい、とっても幸運？」

　きょろきょろする小鬼を目の前にぶら下げ、ジャスティンは真剣に言い聞かせる。

「いい、あなた。あなたのお家うちは魔界だよね？」

「はい、はーい。魔界に住んでます。でも人間で遊ぶの、楽しくて」

「でも、それって人間側からしたら、とっても迷めい惑わくなの。わかる？」

「わかんない！」

「じゃあ、今覚えて。人間は、あなたたちに遊ばれるのはとっても迷惑。だからもっと迷惑にならないようにしてほしい。こっちに来るなら、人間も自分も楽しくなることをしようよ」

　根気強く言い聞かせるジャスティンに、小鬼はむむむ、と眉まゆ根ねを寄せた。

　見ている子爵は段々とあきれてきて、自然に口が開いてしまう。

（この少女、悪魔を教育でもしているつもりか？）

　無理だ。どう考えても無理だろう。そんなことが可能なら、悪魔など何もおそろしくない。

　そんな子爵の考えを肯こう定ていするように、小鬼がぽそりと言う。

「……とても難しいです」

　ところがジャスティンはちっともひるまず、またレクスのほうを見た。

　レクスは彼女の視線に応こたえるように穏おだやかに瞬まばたく。そこにはさっきのような恐おそろしい雰ふん囲い気きなどなくて、温かくて静かな信しん頼らいの空気だけが漂ただよっている。

　ジャスティンは優しい笑え顔がおになって小鬼に向き直り、なおも言い聞かせた。

「確かに難しいことだけど、このレクスだってそうしてるんだよ」

「──ほんと？　魔界の王様が？　人間が楽しいことを、探してるの？」

　限界まで目を見開いて、小鬼はきょろきょろとレクスとジャスティンを見比べた。

　レクスは長い指で自分の髪かみを背に流し、深みのある声で言う。

「わたしはジャスティンのものだ。それゆえジャスティンが禁じたことはしない。彼女が悲しむのは嫌だからな。わたしも昔はひとが泣なき叫さけぶのを見るのが好きだったが、今思えばあれは単調だ──少なくともジャスティンに関しては、笑顔を見るほうがずっといい」

「はあああ……不思議ー」

　小鬼は言い、首を傾かたむけて何やら考えこんでいる様子だ。

　ジャスティンはそんな小鬼と目をあわせて、ゆっくり告げた。

「約束、してくれるかな。契約じゃなくて、約束。私たちのことを忘れないで、ちゃんと魔界に戻もどること。もしこっちに出てくるなら、人間も楽しいことを探して、実行すること。ね？」

「約束って、どうやるんです？　やったことないです」

　小鬼に訊かれると、ジャスティンは小鬼を自分が抱えていた本の上へちょこんと乗せて答えた。

「私が言ったことを必ず守ります、って言って、本当にそうするの。それが、約束」

「──やくそく。約束」

　口の中でぶつぶつつぶやいている小鬼を眺ながめて微笑み、ジャスティンはそっとその頬ほおに唇くちびるをあてる。小鬼は限界まで目をまん丸にして、じっとジャスティンを見た。

　ジャスティンは変わらない笑顔で囁ささやく。

「お願いね。……次に会うことがあったら、仲良くしよう」

　ジャスティンの声を合図に、レクスが手のひらを小鬼の頭の上にかざす。

「約束……」

　小鬼がほんの小さくつぶやいた途端にレクスの手のひらが淡あわい光をまとい、小鬼の姿はまるで紙が折りたたまれるように歪ゆがんだ。そして最後には一本の線になって、ふっと消え去る。

（ばかばかしい。約束だと？　そんなものが悪魔だのなんだのに通じるものか）

　けれど、ここにはやけに優しい空気が満ちている。

　これは一体、なんだろう？

　子し爵しやくがまだ片足立ちの妙みようなポーズで呆ぼう然ぜんとしていると、ジャスティンがほっと一息吐いてこちらを向く。

「お疲つかれ様さまでした、これで全部終わりです。小鬼は元いたところに帰りましたし、あなたの呪のろいも解けるはずです。もしも解けなかったときには、このカードの住所まで問い合わせてくださいね」

「あ、ああ……」

　まだぼんやりとしながら、子爵はようやく足を下ろしてジャスティンからカードを受け取った。カードに記されていたのは、『エルズバラ心霊研究所』の文字と、首都の住所だ。

「しかしこれは……名称にしても仕事の内容にしても、探偵事務所ではないのでは……？」

　子爵が戸と惑まどいながらも、ごく真っ当な疑問を口に出して辺りを見み渡わたしたときには、すでにそこにジャスティンたちの姿は影かげも形もなかったのだった。
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「さーて、これで一件落着だね！　初仕事にしては、結構うまくいった気がしない？」

　貴族の邸てい宅たくを出たジャスティンは、石いし畳だたみの路上で思いきりのびをする。

　今は春の早い時期だ。少し肌はだ寒ざむくはあるが、昼間ならもう外がい套とうはいらない。

　煙けむりで灰色になった都会の空の下、春らしい色のスーツ姿のジャスティンに、レクスは目を細めて言う。

「手早く片付いたのは確かだな。しかし、《探偵》というのは一体なんだ？」

「あれ、知らないの？　最近サウスランドの首都で流行はやってるんだよ。都市犯罪の複雑化に警察機構がついていけなくって、代わりに民間人の探偵が事件解決に乗り出す、ってやつ。小説にもなっててね、うさんくさくて格好いいんだ、これが！」

　使用人部屋でこっそり読んだタブロイド紙の怪あやしげな記事を思い出し、ジャスティンは目をきらきらさせる。最近の労働者向けの新聞には、面おも白しろおかしくてちょっと怪かい奇き風味の探偵の活かつ躍やくが載のらない日はない。

　本来伯爵家のひとり娘むすめであるジャスティンが読むべき新聞ではないのだが、彼女はいささか──いや、大分変わり者だった。

「また妙なものに目をつけたな。伯爵家の令れい嬢じようでありながら普段は城のメイド、そして裏では城を改造した男子校の学校長、さらには魔界の王たるわたしの主。これだけでは飽あきたらず、さらに探偵業か？」

「うん。レクスは反対？　まあ、探偵っていうほうがロマンだからそう言ってるけど、実際やってるのは『退魔庁』の指示で、あの変な呪いを解いて回るだけの仕事だよ。こつこつやっていけば色々勉強になりそうだし、ちょっとずつでも他ほかの悪魔たちと信頼関係が築けるかもしれないし、いいことだらけかと思ったんだけど」

　ジャスティンは首をひねってレクスを見やる。

　そう、今回の『探偵業』──もとい、退魔の仕事は、元はといえば退魔庁から依い頼らいされたものなのだ。……しかも、無報ほう酬しゆうで。

　すべての発ほつ端たんは数日前、ジャスティンのもとに舞まいこんできたベネットからの手紙だった。

　ベネットはジャスティンのように悪魔に対して人間優位の契けい約やくを結んだ者が集まり、人間に敵対する悪魔を狩かる組織、退魔庁の長官である。

　とはいえジャスティン自身は退魔庁所属ではなく、個人的に女王から退魔を許された身だ。そんな彼女に退魔庁長官が一体なんの話だろう、と思って開いた手紙の内容は、




『そっちは元気にやってる？　こっちもまあまあ元気だけど、人手不足でね。きみ、悪魔退治の修しゆ行ぎようがてら首都に出てきて、僕らの手伝いをしないかい？　退魔の賃仕事っていうわけだ。もちろん、この仕事を快く受けてくれたら、今まで僕たちがきみに資料を貸し出したり、悪魔退治を助けたりしたときの貸しは全部なしにしてあげるつもりだよ！』




　──という、とっても気さくなものだった。正直、上流階級のひとの書く手紙とは思えないくらい形式は砕くだけていた。しかし、内容を考えると結構恐ろしい。

（今までのことが全部『貸し』っていうことになってたのは、本当にびっくりだったなあ。でも、一度ちゃんと退魔庁のやり方は知りたいと思ってたし……いい機会だとは思うんだよね）

　ジャスティンも自分なりに考えて、数日間のことなら、と学校や城のことは秘書に任せて首都に出てきたのだ。

　そのときは賛成とも反対とも言わなかったくせに、レクスは今さらじっとジャスティンを見下ろして言う。

「とはいえ、いきなりここまで実戦に放りこまれるのは異常だろう。悪魔との関かかわりは遊びではすまん。いかにくだらない事件とはいえ、無む駄だに関わるのは感心せんな」

（……？　こ、これ、本気で言ってるのかな？）

　ジャスティンはたじろいでレクスの目をのぞきこむが、相手は大まじめだ。

　真顔すぎて妙な色気が抜ぬけているので、美形が苦手なジャスティンでも普ふ通つうに見られる顔だ。いや、それはいいけれど、なんだか言っていることが変なような……？

「……レクス、あんた、自分が誰だれだか覚えてる？」

　ジャスティンが神しん妙みような顔で訊きくと、レクスも真しん剣けんに返す。

「悪魔だな。ついでに言えば魔界では最高位の《王》位だ」

「……うん。覚えてるならいいんだ」

　よかった、ボケてない！　ジャスティンはまずは胸をなで下ろした。しかし、この後どう言えばいいんだろう？　密ひそかに悩なやんでいるうちに、レクスが続ける。

「確かにわたしは悪魔としては最強の部類だが、あそこまで細かい悪魔相手では気配を見み逃のがすこともしばしばだ。さっきはうまくいったが、何度も繰くり返せばお前が傷つくかもしれん」

（あれ、本当に私のこと、心配してくれてるんだ）

　わかってしまうと、急にぽんっと顔が赤くなってしまった。

　ジャスティンは慌あわてて呼吸をゆっくりにして、顔を冷まそうとする。レクスは本当に不意打ちばっかりだ。ジャスティンがせっせと𠮟しかり続けた結果、急に抱だきついてキス、とかいうことはしなくなったけれど、いきなり飾かざらない言葉を投げてくる率は上がったと思う。

「怪け我がはしないように気をつけるよ。まあ、ちょっとした怪我くらいなら掃そう除じとか料理してたってすることはあるし、ほら、レクスにすぐ治してもらえるしね！」

　ジャスティンがなるべく屈くつ託たくなく笑って言うと、レクスはそっと目を伏ふせて思案顔になる。

「確かにそうだな。しかし、わたしはこの状じよう況きようはとても嫌いやなのだ。……なぜだろう」

（なぜ、って……それは……ええっと、いや、駄だ目めだ。なんだかこの先は考えちゃ駄目な気がする！）

　ジャスティンはふと嫌な予感を覚え、ぶんぶんと首を横に振ふった。

　そうしてどうにか気持ちを切り替かえて、ひたすら明るい笑え顔がおでレクスの腕うでを叩たたく。

「あんたにも思いやりの精神が芽生えたってことじゃない？　愛だよ、愛。博愛！　おめでとう、レクス！　着々と一歩ずつ天国に近づいてるね！」

「何かをごまかそうとしていないか？　ジャスティン。ものすごく目が虚うつろだが」

「そう？　気のせい、気のせい！　とにかく一回ホテルに行こうよ。女王陛下がわざわざ用意するよう言ってくださったみたいだし、荷物も全部そっちに送っちゃってるし。で、その後に時間があったら、エルズバラの怪しい場所巡めぐりでも……」

　一気にまくしたてながら、ジャスティンはレクスから視線をそらして大通りを歩いていこうとする。

　そこへ不意にレクスが手を伸のべたかと思うと、ジャスティンを両手に抱かかえ上げてしまった。

　ふわりとバラの香かおりに包まれ、ジャスティンの胸は痛いほどどきりとする。

「ちょっ……!?　何やってんの、レクス！」

　どうにかジャスティンが叫さけぶと、レクスは静かに彼女を見下ろして言った。

「お前が頑がん固こなのがいけない。そうして危険に突つっこんでいくのなら、わたしはわたしができる範はん囲いでお前を守るしかあるまい？」

　どきどきするジャスティンの胸に、少しの不安が忍しのびこむ。

　ジャスティンは声を潜ひそめてレクスに訊いた。

「どこかに敵の悪魔でもいたの？」

「いや、足あし下もとに水たまりがあった」

「……強酸とかの？」

　つい、ジャスティンは真顔で聞き返す。

　レクスは淡く笑って、その耳元に囁ささやいた。

「ただの泥どろ水みずだ。だが、お前が汚よごれてはわたしが悲しいからな」

「かっ、悲しいって！　そんな、すぐ壊こわれちゃう呪いの泥人形とかじゃないんだから……」

　赤くなって言葉を濁にごすジャスティンに、レクスはくすくすと笑いながら水たまりを越こえる。周囲の人々は絵になるジャスティンたちを眺ながめてぼうっとしているが、レクスはもちろん気にせず、ジャスティンに言う。

「比ひ喩ゆが変だぞ、ジャスティン」

「レクスだって変だよ！　大体ちょっと過保護すぎ。私はそんなにか弱くないって」

「……確かに、変は変かもしれん。このところ、やけに胸がもやもやするうえ、自分の欲よつ求きゆうがわかりにくい。だが別に、それが嫌ではないのだ。むしろ──」

　そこまで言って、レクスは考えこむように言葉を切った。

　ジャスティンはふと、そんなレクスの顔に見入っていた自分に気づいて、ますます真っ赤になって目をそらす。

（ほんっとに、レクスって変わったなあ。細かい表情が出るようになったし、かえって綺き麗れいになった気がする。あんまり気持ち悪くない、不思議な綺麗さになったみたいな）

　ジャスティンが考えこんでいると、不意に至し近きん距きよ離りで悲痛な叫びがあがった。

「──レクス様……っ！」

「あ、あれ？　ルーナエ？　ど、ど、どうしたの、いきなり」

　聞き覚えのある声がレクスの背後から聞こえて、ジャスティンはレクスの肩かた越ごしに声の主を見た。レクスの腰こし辺りに、後ろからがっしとすがっている人ひと影かげがある。

　その美しい青みがかった銀ぎん髪ぱつの持ち主は、どう見てもレクスの部下のルーナエだ。

　一見完かん璧ぺきな美少年のルーナエも、正体は当然高位の悪魔、なのだが──今はほとんど涙なみだ目めになって取り乱している。

　レクスはジャスティンを地面に下ろすと、物もの憂うげにルーナエを振り返った。

「一体何があった、ルーナエ。魔界のわたしの城が誰かに取られでもしたか？　あんなものはもう、どうでもいいのだ。誰にでもくれてやれ」

「魔界は無事です！　それよりもレクス様、お願いですから、もうそれ以上人間に触ふれないでください！　どうか、人間のようなことをおっしゃらないでください！」

「どうしたというのだ。……怯おびえているのか、お前は」

　レクスはわずかに首をかしげ、まだ自分の腰にくっついているルーナエの頭をなでてやる。

（光景としては微笑ほほえましいけど……ルーナエ、大だい丈じよう夫ぶかな？）

　ジャスティンがレクスの後ろからのぞいていると、なでられているほうのルーナエはますます衝しよう撃げきを受けてしまった様子で、悲痛な表情で叫んだ。

「やめてください！　僕のことなど気き遣づかわないでくださっていいんです。昔のように無む茶ちやを言っていただければ、僕はそれで──！」

「あー、はいはいはいはい。ルーナエ坊ぼつちゃん、そのへんにしとこうぜー」

　またも新たな声が響ひびいたかと思うと、今度は朱金の髪の青年がレクスの陰から陽気な顔を出した。もうひとりのレクスの部下、エルデンだ。

　エルデンはひょい、とルーナエの襟えり首くびをつかんで引き寄せ、にこにこと言う。

「ま、レクス様もねー、あんまり嬢じようさんといちゃいちゃしてるところを見せつけすぎると、こいつが本当に泣いちゃうんで。適当にしといてくださいよ、ね？　嬢さんとはこの俺も契約してますし、俺だけでもいざってときの護衛は万全っスから、そこまでレクス様が過保護にしなくても大丈夫ですって！」

　エルデンが格好をつけて自分の胸を親指で示すと、レクスは薄うすい唇くちびるに妖よう艶えんな笑みを浮うかべた。

「なるほど？　お前の取り柄えは火力だけかと思っていたのだが、最近は多少の嫌いや味みも覚えたようだな。せいぜいそれが命取りにならないことでも祈いのっておくがいい」

「あっはっは、嫌だなあ、レクス様。俺、悪魔っスよ？　祈るわけないじゃないっスか。そんな暇ひまがあったら、あんたを返り討うちにするための修しゆ行ぎようでもしますって！」

　エルデンが朗ほがらかに言うと、レクスからあからさまな殺気がにじむ。

　エルデンとレクスの間にばちばちと音がしそうな緊きん張ちようが漂ただようのを感じ取り、ジャスティンは困り顔で首をひねった。

「あんたたち……喧けん嘩かするのは仲がいい証しよう拠こだと思ってたけど、最近なんだか殺さつ伐ばつとしすぎじゃない？　とにかくこんな道ばたで喧嘩するのはやめたほうがいいよ。あんたたちの顔って気持ち悪……じゃなくて、綺麗すぎて目立つし。大道芸と間ま違ちがわれるよ？」

　一行が目立っているのは最初からだが、ものには限度というものがある。

　ジャスティンがぐるりと見み渡わたすと、あっちこっちにぽかんと口を開けてこっちを見ているひとや、レクスたちから目を離はなせなくてガス灯の柱にぶつかるひとたちが出ているのが見えた。

「……うん、迷めい惑わくだわ、やっぱり。とりあえず私、馬車停とめてくる」

「待て待て、そんなん俺が行くって！　嬢さんはそこにいなよ」

「というか、わたしなら馬車くらいならいくらでも出してやるぞ」

「レクス様……！　お願いですから、そんなことはなさらないでください！」

　三者三様に騒さわぐ悪魔を軽く無視して、ジャスティンは新市街の路上を見やった。

　舗ほ装そうされた大通りには、せわしなく人々や馬車が行き交かう。蒸気機関華はなやかなりし時代でも、自在に街を走り回れる馬車の需じゆ要ようは大きかった。

　ジャスティンが辻つじ馬車を探してきょろついていると、ちょうど近くに一台の馬車が停まる。

（ここで誰だれか降りるのかな？　ちょうどいいや、その後に乗せてもらおう）

　そう思ってジャスティンが待っていると、馬車の扉とびらが開き、少し変わった格好の男が身を乗り出したのが見えた。儀ぎ礼れい用みたいに真っ白な軍服を着た、アッシュ・ブロンドの好青年だ。

　彼の顔を見た途と端たん、ジャスティンはびっくりして目を見開く。

「あれ、ユリアンだ！　こんなところでどうしたの？」

「ああ？　ユリアンだぁ？　あの退魔庁のかよ？」

　すかさず、ジャスティンの背後でエルデンがものすごく不ふ機き嫌げんそうな声を出した。

　そう、この馬車でやってきた青年はユリアン・オールブライト。退魔庁の退魔官で、ジャスティンたちの監かん視し役なのだ。性格は実に禁きん欲よく的で、自分にも他人にも厳しく、悪魔にはさらに厳しい。というわけで、悪魔受けは大変悪かった。

　ユリアンは今日も穏おだやかな無表情でジャスティンたちを見渡し、淡たん々たんと言う。

「どうしたのもこうしたのもない。きみたちの監視をしていたに決まっているだろう。とにかくきみたちは目立ちすぎる。早く乗れ」

「えーっと、うん、わかった」

　どっちにしろ退魔庁には退魔の結果を報告しなくてはならなかったので、ちょうどいいといえばちょうどいい。ジャスティンは小さく頷うなずいた。

「じゃあ、みんなは姿を消してついてきてね」

　ジャスティンがレクスに言うと、レクスはエルデンたちを振り返って言う。

「ということだ。お前たちは我が主の命に従え。下手へたな騒ぎは起こすなよ」

「……ん？　それで、レクスはその格好のままでついてくるつもりだったりする？」

　何度か瞬またたいてジャスティンが訊きくと、レクスはしごく当然、とばかりに答える。

「当たり前だろう。わたしはお前を守らねばならん」

　そんなものなんだろうか、と内心首をひねりつつも、ジャスティンはとにかく馬車へと乗りこんだ。レクスも自然に隣となりに収まり、馬車の扉を閉める。

　ふたりと向かい合ったユリアンは、少しばかり不快げに片かた眉まゆを上あげた。

（な、なんか空気が冷たくなってきた気がする……。なんだろ、この感じ）

　柄がらにもなく固まるジャスティンの傍かたわらで、今度はレクスとユリアンの間にばちばちと視線の火花が散る。やがてユリアンが形だけの笑えみを浮かべて言った。

「お前はこの馬車の中で何から彼女を守ろうというのだ？　俺が彼女に何かするとでも？　忘れているのかもしれんが、俺の役目はジャスティンときみたちを監視し、援えん護ごすることだ」

「悪魔と同様、人間も嘘うそを吐つく。そんなことまでわたしの口から言わせるな。そもそもお前などとは喋しやべるのも面めん倒どうなのだ」

　レクスが優やさしく囁くと、場の空気は冷たいどころかびりびりと緊張感をはらみ始めた。

　ジャスティンはたらりと冷や汗あせを垂らし、とにかく声をあげる。

「あっ、あの！　それで、ユリアン。この馬車どこに行くの？」

「行き先はきみのホテルだ。先ほどのきみたちの退魔の様子は、俺の悪魔の力を使って見させてもらった。ホテルに送るついでに、退魔についての話ができるかと思ってな」

　ユリアンはジャスティンに言ってから、天てん井じようを軽く拳こぶしで叩たたいた。

　あらかじめ行き先は言ってあったのだろう、馬車は鈍にぶい衝撃と共に動き始める。窓の外をエルズバラの風景が流れ始めたのを感じながら、ジャスティンは緊張でちょっと身を硬くする。

「それって、悪魔退治について駄だ目め出だしされるってことだよね。……その、正直なところ、どうだった？」

「最悪だ」

「ええっ、ど、どのへんが!?」

　思っていたより厳しい答えに、ジャスティンは焦あせって聞き返す。

　ユリアンは腕うでを組むと、ジャスティンをじっと見み据すえて一息に喋り出した。

「何もかもがなっていない。なぜ室内への出入り程度で使い魔の力を使う？　きみに渡わたしたカードに書いてある住所には、我々が用意した事務所が実在してるとあらかじめ言ってあっただろう。問い合わせられても平気なのだから、きみはきちんとカードを執しつ事じに渡して言づけてもらい、一度帰るべきだった。裏工作をするなら、それこそ帰ったふりをした後に怪かい異いらしきものでも起こして怯えさせ、向こうからこちらに頼たよってくるようしむければいい」

「なるほど！　あれ……ひょっとして私、結構おおざっぱ？」

「かなり、だ」

　ユリアンに力強く言われ、ジャスティンはうっと黙だまりこむ。

（そ、そっか。そんなにおおざっぱなのか。レクスが変に心配するのもそのせいかな？）

「──とにかく、きみたちは今、俺たち『退魔庁』の一部として動いていることを忘れるな。ここはきみたちの慣れ親しんだ田舎いなか城ではないし、周りにどんな人間、悪あく魔まがいるかもわからん。退魔という仕事には、きみたちが思う以上に慎しん重ちようさが求められる」

　ユリアンの言葉に、ジャスティンは大きく頷いて自分に気合いを入れ直した。

「はい。今までは降りかかる火の粉を払はらうだけだったけど、今回は賃仕事パートタイムとはいえ、他ほかのひとに起こった悪魔関係事件を受け持つんだもんね。色々気をつけないと！」

　ユリアンはジャスティンとレクスを見比べ、少し皮肉げに言う。

「まあ、そういうことだ。今回の後処理は我々が手伝っておくので、以降は気をつけること。それと、見たところきみたちの信しん頼らい関係は前より多少ましになっているようだが、ややなれ合いがすぎるようだな。緊張感が足らん。一いつ般ぱん的な悪魔契けい約やく者を思えば、少々異常なほどだ。いいか、ジャスティン。きみはレクスの主だ。もっときっぱり命令しろ。魔法書の契約を持ち出せば、いくらレクスとて簡単には逆らえまい」

「うーん、それはもちろん、そうなんだけど」

　少し言葉を濁にごしてジャスティンが傍らのレクスを見ると、自然にレクスの赤い目と視線があった。最近はこうやってレクスと目があうことが多い。こういうときはなんとなく、ふたりで同じことを考えているのかな、と思える。少しだけ、安心できる。

　ジャスティンは落ち着いてユリアンに向き直ると、彼の目をしっかり見て話し出す。

「そこは一応、私の考えもあるんだ。私は確かに魔法書を通じてレクスたちと契約してるよ。でも、私の目的はレクスを使って他の悪魔を滅ほろぼすことじゃない。悪魔と関かかわっていく中で、ひとと悪魔が共存する道を見つけること。だから闘たたかいのときはレクスたちに命令するけど、他のときはもう少し、人間同士みたいな関係でいたいんだ。私たちを見て、『あれ？　悪魔と人間って、意外と仲良くなれるのかも？』って思ってくれるひとがひとりでもいたらいいな、って思うから」

　言い終えてちょっとほっとした。

　ちゃんと思っていることが言えた気がする。

　ユリアンはじっとジャスティンを見つめていたかと思うと、ふと視線をそらして言った。

「きみを見ていると、実にいらいらする」

「え……」

　吐き捨てる、というほうが正しいくらいの勢いで言われ、さすがのジャスティンもびっくりした。

（変なこと言ったかな、私。あ、違ちがう、か。多分、甘いんだ。また、ユリアンから見たらすっごく甘いことを言ったんだ。ユリアンは──そう、悪魔にひどい目にあわされたって言ってたもんね。私も悪魔には殺されかけたことがあるけど、ずっとレクスが傍そばにいてくれたし）

　ひょっとしなくても、自分はユリアンに対してすごく無神経なことを言ったのだ。そう思うと胸がじくじく痛み始めて、ジャスティンは膝ひざの上でぐっと拳を握にぎる。

　ジャスティンはユリアンのことが好きなのに、どうしても感覚がずれすぎている。

　生おい立ちも性別も立場も違うのだから当たり前のことではあるけれど、ユリアンに会うたび、話すたびに自分の無神経を思い知らされるのはつらいし、恥はずかしい。

（ほんと、私のばか！　少しは成長しなさいってば！　ああもう、どうやったらこの甘っちょろいところが直るんだろ。やっぱりもっと、退魔師の訓練をびしばしやってもらうべき？）

　ジャスティンが途と方ほうに暮れかけたとき。

　不意に馬車が止まり、乗っていた三人がそろって同じ方向へ傾かたむいた。

　やけに唐とう突とつな止まり方に、ユリアンがすばやく御ぎよ者しや席に声をかける。

「おい、何があった！」

　しばらく外で怒ど鳴なり合う声が聞こえた後、やがて小窓から御者が顔を出して告げた。

「すみません、女王陛下が閲えつ兵ぺい式に行くのに、ここを通るそうで！　通行止めでさ。急いでるんなら、ご自分で歩いてったほうが早そうだねえ」

「──なるほど。降りるぞ」

　ユリアンは険しい顔のままつぶやき、とっとと馬車を降りてしまう。

　ジャスティンも慌あわててレクスの手を借りて道に降り立ち、ユリアンの後を追った。

「ちょっと待って、ユリアン！　今日のブーツ、結構ヒールが高くって……！」

　辺りはひどい人ひと混ごみだ。ジャスティンはユリアンを見失わないよう、小走りで横道に入ろうとする。そこへ、いきなり人混みの中から小さな人ひと影かげが飛び出してきた。

「ちょっと、どけよ、お嬢ちゃん！」

「え、何？……あ！」

　ジャスティンは慌てて声の主を避よけようとしたが、相手はわざと彼女にぶつかる。

　そのひょうしに、ジャスティンが手にしていたビーズ細工の小さな鞄かばんが奪うばい取られた！

（スリだ！）

　そうとわかれば、ジャスティンの判断は早かった。伊達だてに今まで、治安の悪い国を幾いくつも旅してきたわけではない。

「レクス、動かないでね！」

　まずは言葉でレクスの動うごきを封ふうじ、すばやく一歩踏ふみこむ。

　ぎりぎりでスリの手首をつかんだかと思うと、軽く手をひねった。ドレス姿でもできる最小限の動きだが、力は最大限相手に伝わる。スリの身体からだは魔法みたいに地面へ転がり、ジャスティンはその上に覆おおい被かぶさって声をあげた。

「捕つかまえた！　鞄、返して。お金なんか大して入ってないけど、お祖ば母あさまのなんだから！」

「な、なんなんだよ、お前っ！　くそ、変なことしやがって！　こら、放はなせっ！」

　スリの子供は呆あつ気けにとられつつ叫さけぶが、ジャスティンは相手が起き上がれないようにしっかり組み敷しいている。

　騒さわぎを聞きつけて戻もどってきたユリアンが、眉をひそめて路上に転がった鞄を拾い上げた。

　彼は奇き妙みようなものを見る目でジャスティンを見下ろし、助けるわけでもなく訊きいてくる。

「そんな技わざ、どこで覚えた？」

「父様が教えてくれたの。東方の技だって。ブジュツだっけ？　それともバリツかな。そんな名前なんだけど、それよりこの子だよ。……どうしよう？」

　半はん端ぱな技だ、なんて怒おこられるかな、とジャスティンは身構えたが、ユリアンはそれ以上追及してこなかった。そこはほっとしたものの、目もつ下かの問題はスリをどうするかだ。

　ジャスティンが改めて見下ろしてみると、取り押さえた子供はまだ八歳くらいの少年だった。ぼさぼさの赤い髪かみ、瘦やせて汚よごれた顔の中で大きな青い目がぎらぎらと光り、ジャスティンを見つめてくる。かと思うと、少年はいきなり大声で叫び始めた。

「い、いたたたた！　肩かた、肩が外れたっ！　あんた、俺のこと投げ飛ばすなんてひどいよ！　面倒なことにしたくなかったら治ち療りよう費ひくれよ、治療費！」

「元気だなあ。さらにゆする気？　私、そんなにお金持ちに見え……って、あんた、これ、本当に脱だつ臼きゆうしてるよ!?　誰だれにやられたの！」

　ジャスティンが険しい顔で訊くと、少年はかたくなに言い返す。

「だからお前にやられたんだって言ってるんだよ！　ばかかよ、お前！」

「本当？　そんな感かん触しよくなかったけどなあ。こっち、さっき私が取った手とは逆の肩だし。……わかった、とにかくこれ、治すから。ちょっとおとなしくしてて！」

　十中八九言いがかりだとは思うが、肩の脱臼なら治すのは比ひ較かく的てき簡単だ。放っておいたらこの子はまともな治療など受けないだろうし、ここは自分がやるしかない。

　本気のにじむジャスティンの顔に何を思ったのか、少年は真っ青になって引きつった。

「ま、マジ？　よせよ、触さわるな！　誰か助けて、人殺しっ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、殺さないって。東洋のブジュツはひとを生かすためにあるんだって、父様も言ってたし。肩が外れたのが私のせいなら、せめてもの罪つみ滅ほろぼし。ちょっと痛いと思うから、気をつけてね。何か噛かむものあるかな……間ま違ちがって舌した噛んじゃうと、後々大変だもんね」

「わっ、わっ、止よせ、真顔で寄ってくんな、この変人！　嘘うそ、嘘だって！　さっき自分で外したんだよ、この肩！　俺、自分で治せるから！」

「……え？　ほんと？」

　意外な言葉にジャスティンはきょとんとして瞬またたく。少年は慌てて頷うなずいた。

「ほんとだって。なんだかんだ言ってあんたから治療費をせしめようとしたんだけど──もう、諦あきらめる。逃にげないから、手、放してくれよ。このままじゃ、肩が治せない」

　ジャスティンは少し迷ったが、ここにはレクスとユリアンもいる。少年が逃げるのは難しいだろうと判断し、ゆっくりと手を放した。

　すると、少年はこきっ、と簡単に自分の肩をはめてしまう。

「な？　平気だろ？」

「うん。──でも、その肩の脱臼、癖くせになってない？　誰かに乱暴されたの？」

　ジャスティンが少し顔を曇くもらせて言うと、少年は顔を歪ゆがめて笑い飛ばした。

「別に。こんくらい、なんでもないよ。──それより姉ちゃん、変なひとだな。お嬢じよう様さまに見えるけど、さっきの技、すごかった。俺さ、あんたみたいな淑しゆく女じよ、初めて見たよ」

「それはそうかもね。多分私、淑女になる才能は全っ然ない。ブジュツを極きわめて霞かすみを食べて生きる人間になるほうが、まだ向いてる気がするよ」

　こくりと頷くジャスティンに、少年はびっくりしたように目を瞠みはった。

　そうしてまじまじとジャスティンを見つめていたかと思うと、いきなり切り出す。

「……な、ねーちゃん。俺のこと、弟で子しにしない？」

「弟子!?　一体なんの弟子？　変人の？」

　ジャスティンが何度か瞬いて聞き返すと、少年は真しん剣けんな顔で身を乗り出してくる。

「んなわけねーだろ！　そうじゃなくて、さっきの投げ技とか、ああいうやつだよ。ああいうのを教えてもらって強くなったら、俺、きっとスリなんかしなくても生きていける。誰にも頭を下げないで生きていける！　そうなりたいんだ、だから頼たのむ、弟子にしてくれ！」

「うーん、弟子かあ。私、まだ弟子がとれるほど強くないんだよね」

　困って首をひねるジャスティンに、レクスは優美な立ち姿をさらして言った。

「何を迷うことがある。子供のひとりやふたり、気に入ったのなら拾えばいいではないか。下働きひとりくらいは雇やとえる身分なのだろう？」

「猫ねこじゃないんだから、そんな言い方ないでしょ。うちも言うほど楽じゃないし」

　でも、レクスが言うとおり、使用人としてならいけるだろうか？

　ジャスティンが本気で家計について考え始めたところに、ユリアンの鋭するどい声がつき刺ささる。

「やめておけ、ジャスティン。そんな子供はこの街にはいくらでもいる。ひとり救ったつもりで、自己満足にひたるのは感心せん。その子供だとて、どんな悪党と繋つながっているかもわからないしな。半端に手を出すくらいなら、放っておけ。それか、警察に突つき出せ。それが筋だ」

（ううっ、なんて正論。ユリアンに言われると、なおさら刺さるなあ）

　さっき傷ついた胸がまたずきずきと痛んで、ジャスティンはしょんぼりしてしまう。

　確かに自己満足なんてみっともないし、自分は悪魔契けい約やく者なのだ。自分の身を守ることすらおぼつかないのに、ひとを拾うなんて百年早い気がする。

　一方スリの少年は、雲行きが怪あやしいのを感じ取ったらしい。急にユリアンのほうに視線を移し、しばらくじっとユリアンを見上げた後、ふと目をうるませて彼を指さす。

「あんた……どっかで見たことあると思ったら、俺の父ちゃんじゃんか！」

「は!?」

　あまりに意外な言葉に、ユリアンが珍めずらしく素すっ頓とん狂きような声を出す。

「へ？」

　ジャスティンは少年の言葉の意味がわからず、やっぱり変な声を出した。

　ひとりで冷静なレクスがぽつりと言う。

「なるほど。この男、年ねん齢れいにしては異常なまでに禁きん欲よく的な人間だとは思っていたが──昔遊びすぎた反動だったか。ならば多少は納なつ得とくがいく」

（遊びすぎた？　お父さん？　ユリアンがこの子のお父さん？　ってことは、つまり、その）

　一気に顔が真っ赤になって、ジャスティンの頭の中で何かがはじける。

　ジャスティンはふるふると震ふるえながらユリアンのほうを向き、思いきり叫んだ。

「ユリアン……！　不潔だよ！　信じられない……一体幾つのときの子供なの!?」

「ば、ばかな！　いいか、俺には一いつ切さい、まったく、何ひとつ覚えがな……」

　ユリアンが動どう揺ようしながらそこまで言ったところで、少年が、がしっ！　とユリアンの腰こしに抱だきついてわめいた。

「間違いないよ、父ちゃん！　ずっと探してたんだ、俺！　そのいかにもいいひとっぽい目元とか、何があってもにやけない口元とか、すっごいよく覚えてる！　お願い、もう俺のこと捨てないで。ずっと、寂さびしかったんだから……っ！」

　少年の大声にユリアンはさっと血の気を失い、懸けん命めいに少年をふりほどこうとする。

「よせ、大声で叫ぶな！　周りが人間のクズを見る目で俺を見てるぞ！　根も葉もないいいかげんなことばかり言って、警察にでも突き出されたいのか！」

「父ちゃん……俺を捨てただけじゃなく、犯罪者にしようっていうのっ？」

　少年はうるうるした目でユリアンを見上げ、ユリアンは青くなって叫んだ。

「スリは立派な犯罪だ！」

　ジャスティンはそんなやりとりを視線で追って、ひく、と顔を引きつらせる。

（ユリアン……尊敬してたのに！　すごくまじめで、筋を通すひとだと思ってたのに！）

　尊敬が大きかったぶん、それがひっくり返った衝しよう撃げきも大きい。

　正直なところ、かなり大きすぎる。

「──ユリアン」

　ジャスティンが低く名前を呼ぶと、ユリアンがぎょっとして振ふり返った。

「な、なんだ？」

　ユリアンの顔は相変わらず『好青年』としか言いようがないもので、どう見てもまじめな善人そうで、でも、顔はただの顔だ。レクスが超ちよう絶ぜつ美形なのに怠たい惰だなのと変わらない。

　ジャスティンは怒いかりと悲しみとを半々に感じつつ、にっこり笑う。

「責任って言葉、知ってるよね？」

「まさか、きみはこいつの言うことを信じたのか!?　どうしてこの状じよう況きようで、俺よりこの子供を信じられる！　俺は分別ある人間だし、教育されていない子供など獣けものにも等しいものだ！」

　柄がらにもなく大おお慌あわてのユリアンに、ジャスティンも勢いよく言い返す。

「そんなこと言ったって、最初から教育の機会が与あたえられなかったらどうしようもないし！　大体子供に何か教えるときは、大人が手本を見せるのが基本でしょ！　責任とらないと！」

「ジャスティン……！」

　ユリアンはもう言葉が見つからない様子で、呆ぼう然ぜんとして黙りこむ。

（これだけ動揺するんだから、やっぱり、本当は心当たりがあるんだろうな）

　裏切られた悲しさにぐっと唇くちびるを噛み、ジャスティンはユリアンから視線をそらした。

　代わりにしゃがんで少年と視線をあわせ、ジャスティンは力強く言う。

「よーし、こうなったらお姉さんがあんたの味方になる。どうにかして、お父さんに責任とってもらおう！」

「ほんと？　やったあ！　ありがと、姉ちゃん。俺、トビーって言うんだ」

　トビーと名乗った少年は、してやったり、とにやりと笑ってジャスティンの首にすがりつく。ジャスティンは力強く彼を抱き返した。

「私はジャスティン。よろしくね、頑がん張ばろう、トビー！」

　がっしりと抱だき合うジャスティンとトビーをレクスは面おも白しろそうに見つめ、ユリアンは片手で顔を覆おおってかすかにうめくだけだった。
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「このお菓か子し、ほんとに全部俺が食べていいの!?」

「もちろん。せっかくお父さんが見つかったんだし、お祝いってことで！」

　首都のおしゃれなティーサロンに、激しく場ば違ちがいな明るい声が響ひびき渡わたる。

　壁かべとソファーは薄うす水色に金の刺し繍しゆうが入ったおそろいの柄、円えん卓たくはすべてなめらかで上等な木製。ここはそもそも品のいい女性客が集まってお茶を飲む店なのだが、ジャスティンたちがいる一角だけ雰ふん囲い気きが異様だった。

　ジャスティンだけはまあいいとして、しあわせそうにケーキをほおばっているトビーと、恐おそろしく苦い顔をした軍服姿のユリアンというのがやけに目立つ。そのうえ隣となりの卓に陣じん取どったレクスとふたりの部下悪魔が醸かもし出す雰囲気は──なんというか、大変いかがわしかった。

　座っているだけで、なんとなく不健全な空気が漂ただよう美形が三人、大きな窓から注ぐ陽光を受けているのが悪い冗じよう談だんみたいだ。

　客や店員が呆然と見とれたり、必死で目をそらす中、トビーは無む邪じや気きに叫さけぶ。

「すっごい、美味おいしいよ！　ありがとう、ジャスティン！」

「お礼はお父さんに言ったらいいよ。ね、お父さん！」

　ジャスティンは妙みようにぎこちない笑え顔がおで言い、傍かたわらのユリアンを見やる。

　ユリアンはジャスティンに負まけず劣おとらず引きつった顔で、声を潜ひそめた。

「なぜそこで俺に話をふるんだ！」

「だって、ここはユリアンの奢おごりってことにしといたほうが、長らく離はなれてた親子の絆きずな回復に役立つよ！　大だい丈じよう夫ぶ、私もお代は半分くらいは出すから」

　ジャスティンも小声で言うと、ユリアンはいらいらと囁ささやき返してくる。

「そういう問題ではない！　そもそもどうしてよりによってこんな店を選んだ！　貴族の女しかこないような場所だぞ」

「私が一応貴族の女だから大丈夫だって。大体ユリアン、幽ゆう霊れいが出るので有名なお店に行こうとしたら、駄だ目めだって言うし」

「当たり前だ、そんなところ、教育に悪いだろう！　どうするんだ、こいつがきみのように美意識の壊こわれた不気味なもの大好き人間に育ったら！」

「それの何がいけないの!?　単なる好すき嫌きらいだよ。ユリアン、あなたまさか……悪魔契約者のくせにオカルトとかミイラの解包ショーとか幽霊とかが嫌いだとか言わないよね？」

　念のため訊きいてみるが、ユリアンは即答した。

「全部大嫌いだ。というか、悪魔も嫌いだと言っているだろう！　悪魔など邪じや悪あくで、ひとをいたぶること以外にまったく楽しみを持てない獣同然の生き物だ！」

「……そうかなあ」

　ジャスティンは複雑な顔をして首をひねり、隣の卓を見る。

　そこではレクスたちが、銀ぎん盆ぼんに載のったものすごく凝こったケーキを囲んでいた。

「で、レクス様。この新作はどこから食えばいいんスか？」

「これが食べるようなものに見えるか、エルデン」

　レクスが遊ゆう惰だな風ふ情ぜいでソファーに身を任せて言えば、ルーナエは熱心に身を乗り出す。

「そうです、こんなにも美しく芸術的なものを食べようという発想が、まずおかしい！」

「いやいやいやいや、待とうぜ！　ケーキはそもそも食うもんだろ。他ほかになんの役に立つってゆーの？　投げて武器にでもすんの？」

　論争の的となっているケーキはほとんど円卓いっぱいの大きさで、うずたかく積まれた土台のうえにバタークリームを塗ぬり、さまざまなドライフルーツで芸術的な装飾が施ほどこされた結果、『中世に建てられた冬の山城』を恐ろしく精密に再現していた。

　……もちろん店が用意したものではなく、レクスがお手製のものを転送したらしい。

　ちらちらと向けられる客の驚きよう愕がくの視線を受けつつ、レクスは優美にケーキを指さした。

「これの設定は人間の住む雪の山城だ。時代は今から二、三百年ほど前か。山が険しすぎるため、攻城兵器は持ちこみ不可、材料のみ現地調達可。人間だけで七日で城を落とすのにどのような人間が何人必要だ？」

「うわー、俺が一番苦手な類たぐいの遊びだ！　人間同士で戦わせるの、面めん倒どうで嫌いなんスけど……」

「お前はまだそんなことを言っているんですか、エルデン。それが一番趣おもむきがあって面白いんじゃないですか！　レクス様、籠ろう城じよう側は何人いるのですか？」

　ぐったりするエルデンとは対照的に、ルーナエは目をきらきらさせている。

　レクスがケーキの城の天てつ辺ぺんをつっつくと、クリームを割ってもこもこと小さな兵隊が生えてきた。どれも砂糖と粉を練って作った人形だが、小さな弓や、蜂はち蜜みつを入れた器うつわを持ってうろうろと動き回っている。

「外から見えるのはこの程度だな。ちなみにこの蜂蜜は、煮にえたぎった油の表現だ」

「さすが、すばらしい発想力です、レクス様！」

　恐ろしいまでの魔ま力りよくの無む駄だ遣づかいだが、ジャスティンはしあわせにほんのり微笑ほほえむ。

「ちょっとの間に、お料理大分上達したよね、レクス。でも、魔法はもうちょっとこっそりやって、こっそり。そのケーキを売ってくれとか言われても困るし」

「すげー！　あれ、どんな玩具おもちや？　っていうか、あの兄ちゃんたちさっきまでいなかったよな。どこから出てきたの？」

　トビーは思いきり目を見開いて叫ぶが、すかさず青い顔をしたユリアンに頭をつかまれ、卓のほうに向かされてしまう。

「見るな、見ると目から毒が入るぞ」

「どうして？　だって、すっごい面白そうだよ！」

　不満そうにトビーが言うのを聞いて、レクスは横から淡たん々たんと説明を加えた。

「面白いぞ。この人形も、殺されるときはちゃんとクランベリーソースが出る仕様で……」

「そこまで凝ってるの!?　今見られる？」

　ついジャスティンも反応してしまい、ユリアンが必死に割ってはいる。

「ときめくな、そこで！　きみは本当に趣味がおかしい！　もう出るぞ！」

「ユリアン？　でも、責任の話がまだなんじゃ……」

　ジャスティンが慌あわてて言うと、ユリアンは厳しく眉まゆを寄せて言う。

「何度も言っただろう、俺には一いつ切さい身に覚えがない！　見たとおりこいつとは容姿だってまったく似ていないし、八年前の俺は陸軍に入りたてだ。遊んでいる暇ひまなどなかった。それより何より、きみたちは子供の教育に悪すぎる！　行くぞ、トビー」

　初めてユリアンに名前を呼ばれたトビーは、びくりと肩かたを震ふるわせた。

（──怯おびえてる）

「……ここは、私が……」

　私が手を繋つないでいくよ、とジャスティンが言いかけたとき。

　トビーは妙に真剣な顔でこくりと頷うなずき、ユリアンの手を取ってしまった。

（あれ？　思ったより従順だなあ。怖こわいわけじゃなかったのかな？）

　ジャスティンはまだ少し心配に思うが、ユリアンは案外自然にトビーの手を引いていく。

　ユリアンはいつもみたいに足音を立てなかったが、歩ほ幅はばはちゃんとトビーのことを意識しているようだった。
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　ジャスティンが自分たちのぶんの支し払はらいをすませて外に出ると、ユリアンとトビーは随ずい分ぶん先を歩いていた。

　ジャスティンは慌ててふたりを追いかける。

「ちょっと待って！　どこ行くの、ユリアン！」

　人通りの多い大通り沿いでどうにか追いついたものの、ユリアンは振ふり返りもせずに冷たく言った。

「近くの孤こ児じ院いんを端はしからあたる。こんなことに長々時間をかけているわけにはいかん」

（うーん、これはかなり強敵の予感）

　ジャスティンは冷や汗あせをかきつつ、ちょっと疑問にも思う。

（やっぱりここまで強気なんだから、ユリアンは本当のことを言ってるのかな？　それとも、しらばっくれるのに必死？……うう、こういうところではさっぱり勘かんが働かないや）

　トビーもこれはまずいと思ったらしく、懸けん命めいにユリアンに訴うつたえかける。

「俺、やだよ、孤児院なんか行ったら殺される！　あそこの奴やつら、いつも腹減らしてるから新入りなんか歓かん迎げいしないんだ。ぼっこぼこにされちゃうよ！」

　しかしユリアンはきっぱり言った。

「ならばやり返せ。どこでも同じだ、殺されたくなければ相手を殺す気でかかっていくしかあるまい。それでお前が負けたなら、それはお前が弱かったからだ。お前が強くなるか、人間らしく生きることを諦あきらめるしかない」

「父ちゃん……」

「っ、だから！　そう呼ぶな！　俺はお前の父親ではないと、何度言ったらわかるんだ！」

　ユリアンがふるふる震えて叫さけんだ途と端たん、トビーはぱっとジャスティンの後ろに隠かくれる。

「母ちゃん、父ちゃんがいじめるよー！」

（わ、こんな風に頼たよられるのって初めて。意外と嬉うれしいもんだなあ）

　何しろジャスティンはひとり娘むすめだったし、小さいころは子供部屋にこもりっぱなし、後は旅から旅への人生だったのだ。

　弟ができたみたいな新しん鮮せんな気持ちでジャスティンがトビーの頭をなでてみると、藁わらみたいな固い感かん触しよくが返ってくる。可愛かわいいな、と思った。

「困ったね。ユリアンはいいひとなんだけど、曲がったことが嫌いすぎるんだよね。女性関係以外では」

　優しくトビーをかまうジャスティンに、レクスがのぞきこむようにして声をかけた。

「待て、ジャスティン。わたしというものがありながら、さらりと母親呼ばわりを許容するのはどうなのだ」

「……？　レクスは髪かみは長いけど、さすがに母親役をやるのは無理だと思うよ。料理の腕うでからしても」

　ジャスティンがきょとんとして答えると、レクスは真顔でジャスティンを見み据すえる。

「……わたしの料理は下手へただったのか？」

「むしろ、なんていうの、独創的？　小さすぎる子供は泣くっていうか、大人は避さけるっていうか。あ、でも私はわりと好きだよ。私、不気味なもののほうが面おも白しろいから！」

　というか、レクスは自分で料理がうまいと思っていたんだろうか。

　ジャスティンと見つめ合ったレクスは、絵になる姿で腕を組んで何やら考えこんだ。

　かと思うと、女性をエスコートするかのようにトビーに片手を伸のべる。

　いちいち背景にバラが飛びそうな所作なのは、本当に癖くせみたいなものなんだろう。

「ふむ。ではもう少し努力してみるか。そこの子供、こっちへ来い」

「う、うん？　っつーか兄ちゃん、ほんとに何者？　この姉ちゃんの彼氏なの？」

　トビーはおそるおそるレクスを見上げて訊きいてきた。

「いや、下僕だな。それはともかく、子供というのは何をやったら楽しいものなのだ？」

　さらりと衝しよう撃げき発言をしたレクスに、トビーは目を見開き、ルーナエは顔色を変え、エルデンは引きつる。

「まさか……レクス様手ずから、その人間の子供をあやそうというのですか!?　この僕でさえ、そんなことはしていただいたことがないのに！」

「レクス様が子守り！　はー、魔界じゃ考えられねーなあ。そもそも子供、滅めつ多たにいねーし。ま、あれじゃないっスか？　高い高いとかしてやると笑いますよねぇ、人間の子供は」

「なるほど。それなら得意だ」

　レクスは大まじめに頷いてトビーを抱だき上げ、軽く地を蹴けって飛び上がる。

　そのまま一度百貨店のひさしに着地し、次に隣となりの建物の屋根へと飛び移って、すぐにジャスティンたちの視界から消えてしまった。

　ジャスティンたちはしばしぽかんと空を見上げていたが、やがて我に返って叫ぶ。

「消えたっ!?　っていうか高すぎ！」

「そんなことを言っている場合か！　ジャスティン、奴を止めろ！」

　血相を変えたユリアンの叫びに、ジャスティンも大おお慌あわてで抱かかえていた魔法書をめくる。

「ええっと、どうしよう！　いつもレクスってそのへんにいるから、あんまり改めて呼んだことはないんだけど。レクスの紋もん章しようを扉とびらに描えがいて名前を呼ぶのが一番？」

「そんなんより、直接追っかけたほうが早はえーだろ。よっしゃ、乗りな、嬢じようさん」

　エルデンが言い、ひらりと身を翻ひるがえしたかと思うと巨きよ大だいな金色の狼おおかみへと変化した。

　ちょうど百貨店から出てきた客が狼姿のエルデンに出くわして、ぽかんと口を開けてよろめく。無理はない、エルデンは狼と言っても、大きな牛ほどの大きさがあった。

　ジャスティンは少しためらったものの、すぐに決心してエルデンの背によじ登る。

「わかった。追いかけよう！──ちなみに、ユリアンも乗せられる？」

「ばーっか!!　あんないけすかねー奴、死んでも乗せねーっつの！　じゃ、行くぜ！　ルーナエ、周りの奴らはどうにかしとけよ！」

　エルデンは喉のどの奥でうなりながら言い、わずかに身をたわめて跳とび上がった。

　ジャスティンはエルデンの金色の毛にしがみつき、反射的に身を伏ふせる。すぐにふわり、と浮ふ遊ゆう感かんに襲おそわれ、腹の底がむずがゆくなった。人や馬や食べ物の入り混じった匂においの間をすり抜ぬけたかと思うと、ジャスティンを乗せたエルデンは軽かろやかに建物の屋根に着地する。

　ジャスティンがおそるおそる温かな毛の間から身体からだを起こすと、目の前にはさっきまでとは一転、すばらしく広い世界が広がっていた。

「わあ……すごい！」

　五階建ての建物の上から見み渡わたす新市街は、整然とした赤い屋根の連なる石の海だ。

　丘おかの上のエルズバラ城に繋がる雑然とした灰色の一区画が旧市街で、城の反対を見れば天てつ辺ぺんに金の飾かざりをつけた宮殿までもが見渡せる。灰色の空の下、旧市街からは大通り沿いの大聖堂、旧市街と新市街の境からは偉い大だいな作家を称たたえるゴシック式の尖せん塔とうが飛び出して、高く空を突つき刺さすようにそびえ立っていた。

（これ、全部人間が作ったんだ。すごいよなあ……って、見とれてる場合じゃないか）

　ジャスティンは真下を見ないように気をつけながら、エルデンに訊く。

「それで、レクスがどっちに行ったかわかる？　エルデン」

「任せときな、嬢さん。面めん倒どうくさいことは苦手だけど、鼻は結構利きくんでね！」

　エルデンは楽しげに言って、軽やかに建物の屋根を駆かけていく。

　そこへ、ひらりと銀色の人ひと影かげが合流した。

「お前は本当にばかですね、エルデン！　今のレクス様はちっとも気配を消してなんかいらっしゃらない。着いてこいと言わんばかりです。これでレクス様を追えなかったら、お前はもう悪魔でもなんでもありませんよ！」

「ルーナエ！　ついてきてくれたんだ……って、どうしたの、その格好！」

　ジャスティンが目を丸くしたのも無理はない。屋根の上に降りたルーナエはいつもの濃のう紺こんの軍服姿だったが、背には大きな銀色の羽が生えていたのだ。ルーナエはジャスティンをちらりと見やり、手て袋ぶくろをした指で自分の青みがかった銀ぎん髪ぱつを梳すいた。

「どうしたも何も、完かん璧ぺきに美しいでしょう？」

「うん、綺き麗れいだけど──綺麗すぎて、なんだか天使みたいだよ？」

「当たり前ですよ。この人間界に干かん渉しようしている異界は、我々の住む魔界くらいのもの。ひとがかつて神と呼んだものも、天使と呼んだものも、すべて僕たちのことです。ある程度まとまった力を得た途端、きみたちは神と神話をねつ造して、我々を排はい除じよしようとし始めましたけれどね。いかにも愚おろかしい人間らしい所行です。さ、行きますよ」

　ルーナエは澄すまして言い、建物の屋根を蹴って宙を滑かつ空くうしていく。

　ジャスティンを乗せたエルデンもそれを追い、あっという間に街の果てまでやってきた。都会の喧けん噪そうが遠ざかるのと同時に、前方からにぎやかな気配とかすかな音色が近づいてくる。

「なんだろう、この音楽。こっちって宮きゆう殿でんの他ほかに何かあったっけ？」

「さあねえ、お祭りでもやってるんじゃねえのか？　にぎやかでいいや」

　エルデンは浮うかれた口調で言い、東あずま屋やを模した記き念ねん塔とうの屋根に降り立った。

　記念塔から見える小高い丘には、古代の神しん殿でん風の記念碑ひがいくつも見える。そして緑の中には色とりどりの天幕が並んで、たくさんのひとが笑いさざめいて行き交かっているようだ。

　色とりどりの貴婦人のドレスと、くるくる回るレースのパラソル。黒っぽいシルエットの紳しん士したち。色とりどりの天幕の下では、綿わた菓が子しや砂さ糖とう漬づけの果くだ物ものや、紙の造花が売られているに違ちがいない。子供たちが囲んでいるあの円い屋根の下は、きっと回転木馬だ。

　そして回転木馬の隣には、小さな観覧車！

「移動遊園地が来てるんだ！」

　ジャスティンは思わず身を乗り出して歓かん声せいをあげ、ルーナエは鋭するどい視線を人ひと混ごみに向けた。

「人間どもに交じってレクス様がいらっしゃいます。きみたちの姿は着地するまで周りの人間には見えないようにしてあげますが、今回だけですよ。では、降ります」

　素そっ気なく言い置き、ルーナエは大きな翼つばさを畳たたんでひらりと広場へ飛び降りる。

　エルデンも後へ続き、ジャスティンは慌あわてて彼の首筋につかまり直した。肌が粟あわ立だつような落下の感覚に襲われたのは一いつ瞬しゆんで、すぐに穏おだやかな着地の衝撃があり、周囲がにぎやかな空気に包まれる。

　ジャスティンが身軽にエルデンの背から滑すべり降りて周囲を見渡すと、すぐに漆しつ黒こくの髪の男が目についた。

「レクス！」

　笑いさざめいて行き交う人々の間をすり抜け、ジャスティンはレクスのもとに駆け寄よる。

「いきなり消えるからびっくりしたよ！　移動するときはちゃんと言って！　で、トビーはどこ？」

「そこにいる」

「そこ……って」

　ジャスティンがレクスの指の先を見ると、ちょっと離はなれたところで人々が遠巻きにしている真ん中に、巨大で透とう明めいでぷるぷるしている──つまり、巨大クラゲのようなものがぺしゃりと落ちていた。その下に、うっすらとトビーが倒たおれているのが見える。

　……正直、何がなんだかわからない。が、とにかくレクスがやったことには違いない。

「あんた一体何やったの!!　トビー、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ジャスティンは大慌てで巨大クラゲに駆け寄ると、わっしとクラゲをつかんで横に除よけた。

　天使じみた美少女の大だい胆たんな行動に、辺りからはなぜか拍はく手しゆが起こる。ジャスティンは気にせず、とにかくトビーを引きずり出した。

　助けられたトビーはのろのろと目を開け、何度か瞬またたいてからジャスティンを見上げる。

「あ……姉ちゃん。あれ？　れ？　何、ここ。見晴らしの丘？　俺、さっきまで空を飛んでたような気がしてたんだけど、なんでこんなとこにいんの？」

「私にもさっぱりわかんないけど、とりあえずあんたが無事でよかった！」

　ほっとして崩くずれ落ちそうになりながら、ジャスティンはとにかくトビーを抱だきしめた。

　そんなふたりの後ろで、レクスはいちいち優美な立ち姿で説明する。

「子供をあやすには高い高いがいいというので、一番高い記念塔の天辺まで上がってみたのだが、少々高すぎたようでな。その子供が気絶したので、平地に寝ねかせて冷やしていた。治ち療りよう法としては間ま違ちがっていないはずだぞ」

「台詞せりふだけ聞いてると真っ当だけど、実際見たら大間違いだよ！　どうして冷やすのに巨大クラゲを使おうっていう発想になるわけ!?」

　ジャスティンがトビーをかばって叫さけぶと、レクスは少し怪け訝げんそうに首をひねった。

「まさか、クラゲなど使うわけがないだろう。それはわたしの特製ゼリーだ」

「ますます謎なぞが深まったし！　ああああ、食べ物がこれ以上ないくらい無む駄だに消費されてる……！」

　ものすごい脱だつ力りよく感かんで、ジャスティンはがっくりと地面に膝ひざを突く。何にがっくりしていいのかわからないほど、がっくりする所だらけだ。

　レクスの料理は下手へたを通とおり越こして、怪あやしい錬れん金きん術じゆつの類たぐいになりかけている。

　とはいえ制作者たるレクスは飄ひよう々ひようとしたもので、優やさしい声こわ音ねで言ってきた。

「心配するな、きっと部下が美味おいしく食べるはずだ」

「レクス、あんたね……！　自分で作ったものは責任とって自分で食べなさい！」

「味見はしたが、普ふ通つうに美味うまかったぞ」

「本当!?　レクスって、味覚も壊こわれてるの？」

　ジャスティンが思わず本気で訊きくと、腕うでの中でトビーがくすくすと笑った。

「なんだか姉ちゃんたち、ふたりともおっかしいなあ！　かみ合ってないのに、気はあってんじゃないの？」

　ジャスティンはきょとんとして瞬き、次に真っ赤になって反論しようと口を開ける。

　そこへ、もふ、とエルデンが狼のままの顔を出した。

「おおっ、ガキのくせに、むつかしーこと言うじゃねーの！　しかしまあ、単なる『気があう』が恋こいに変わるかどうかは意外と別ものなんだよなあ、これが」

「うわっ、すごい！　何これ、ぬいぐるみ？」

　トビーはすぐさま目をきらめかせ、ジャスティンが止める前にエルデンに突とつ進しんする。

　狼姿のエルデンはぎょっとして身を引きかけたが、それより早くトビーがエルデンにはりついてよじ登り始めた。

「ううううわ、首筋、そこ、顔埋うずめちゃ駄だ目めっ！　俺、そこ弱いのっ！　で、なんで背中に登ってくるのかなあこのガキは。もう、これだから人間のガキはうっとうしいんだよなあ！」

「とか言いつつ、思いっきりしっぽを振ふらないでください、エルデン！　同じレクス様の部下として、実に恥はずかしい！」

　エルデンの傍かたわらで、ルーナエが顔を引きつらせて叫ぶ。

　トビーはエルデンの背中からルーナエを見下ろし、その羽を見つけて口をぽかんと開けた。

「兄ちゃん、天使！」

「すばらしく美しく格好いいお兄ちゃん、と呼びなさい」

「すばらしくきれいでかっこよくって天使みたいな兄ちゃん……すっげえ！」

　トビーが素す直なおに叫ぶと、ルーナエは美しい指を自分の顎あごに当て、ゆるやかに微笑ほほえんだ。

「よろしい。きみは人間にしては見所があります。少しお話ししてあげてもいいですよ」

「やったあ！　じゃあその羽、触さわらせてよ！」

「それは駄目です。子供はなんでもかんでもむしりたがりますからね」

　意外とまじめに答えるルーナエに、ジャスティンはちょっと安心する。

　この調子なら、気をつけてさえいれば危ないことはなさそうだ。周囲はどうだろう、ときょろついてみると、人々はこの巨きよ大だいクラゲ形ゼリーと悪魔たちも出し物のひとつだと思ってくれているらしい。指をさしたり、見とれたりしながら楽しげに通り過ぎていく。

（うーん、ある意味すごく平和な光景だなあ。何か間違ってる気もするけど）

　ジャスティンが思っているところへ、レクスがぽつりと言った。

「それにしても、ひとというのは少し見ない間にひどく変わるものだ。これはすべて、『遊ぶ』ためだけに作られたものなのだろう？」

「うん、そうだよ。レクスはあんまり見たことなかった？」

「ああ。お前に会うまでは怠なまけていたからな。わたしが生きている間に、ひとと、ひとの世界は大きく変わった。──だがわたしは、あまりにも長いこと変わらなかったようだ」

　静かなレクスの言葉に何かを感じ、ジャスティンはふとレクスを見上げた。

　レクスは穏やかな無表情でトビーを見つめている。

　なんだろう……どこか懐なつかしむように？

　それとも、まさか、慈いつくしむように？

　まじまじ見つめ直すが、やっぱりレクスの表情は穏やかなままだ。信じ難がたいけれど、もう信じるしかないかもしれない。ジャスティンは少し呆ぼう然ぜんと考える。

（レクス、変わってきてる。私以外の人間にも、興味を持ち始めてるみたい。ううん、それだけじゃない。なんていうのかな。……ひとへの愛着みたいなものが生まれてる気がする。この調子なら、私以外の人間とも友達になれるのかも）

　すごい。それって理想的なことじゃないだろうか？

　そうやってレクスが人間自体に親しみを感じてくれたら、悪魔と人間との関係改善にももっと力になってくれるかもしれない。

　ふわふわと心が浮き立ってきて、ジャスティンは自然に笑え顔がおになってしまった。

　ところが、ふと、心の隅すみっこにちくりと雑念が湧わく。

（でもレクスってばこの顔だから、交友関係が広がったら女のひとに惚ほれられまくって修しゆ羅ら場ばになるかな。ん？　そういえば、レクス自身も、私以外の人間にも興味が出たら……恋れん愛あいする可能性とか、あるのか）

　初めてそこに思い至り、ジャスティンの心はずっしりと重くなった。

（な、何、これ。なんで私がこんなふうになるの？　もしもレクスが誰だれかとしあわせになれるなら、それはそれでいいわけで。喜んで、祝福してあげればいいんだよ。私はレクスの主なんだから、好きとか嫌きらいとかは……ううん、それ以前に私、レクスの顔、嫌いだよね？）

　言い訳みたいに考えれば考えるほど苦しさは増して、喉のどに何かつっかえたみたいになってくる。どんなに頑がん張ばっても飲み下せない何かが引っかかっている。なんなんだろう、これ？

　本当に苦しくて、どうしたらいいかわからなくて、ジャスティンはレクスから視線をそらす。すると、ふとルーナエと視線があった。

　ルーナエはまた、ひどく心配そうな目でこちらを見ている。

　こちらを──いや、レクスを見ている。

（私とレクスが一いつ緒しよにいるのが嫌いやなのかな。それとも──この間、船でルーナエが言ってたことと関係あるの？　悪魔が愛を覚えるのは『滅ほろび』の前兆だ、って……）

　思い出すとますます不安がのしかかってきて、ジャスティンはいてもたってもいられなくなってしまった。黙だまっているのが苦しくて、思いきって声に出して訊いてみる。

「ね、レクス。……最近、調子どう？」

　急な質問に、レクスはジャスティンを見下ろして小さく首をひねった。

「漠ばく然ぜんとした問いだな。調子とは、身体からだの具合か？　それとも気分か？」

「えーっと、その、両方かなあ。レクスってそういうの、顔に出にくいんだもん」

　なるべくいつもどおりに笑いながら言うと、レクスも微笑んでジャスティンの髪かみを一筋、白い手にすくいあげた。

「お前の傍らにいれば、いつでも気分は悪くない。身体のほうはいつものとおりだ。お前が命ずるのなら、この国を丸ごとお前の手に捧ささげてみせよう」

「ほんと、相変わらずだねえ」

　ジャスティンは苦く笑しようしながら、せっせと自分に言い聞かせる。

（大丈夫。大丈夫だよね、レクスはいつもどおりだよ。むしろ前より元気なくらい）

　何度も胸の中で繰くり返すものの、湧いてきた不安は完全には消えなかった。

　レクスはそんなジャスティンを見つめ、何かを言おうと口を開きかける。

　そこに、トビーの嬉うれしそうな声が響ひびいた。

「あっ！　父ちゃん！　ここだよ、ここ、ここ！」

「父ちゃんって──ユリアン？」

　ジャスティンが我に返って目をこらすと、人ひと混ごみをかき分けてユリアンがまっすぐこちらにやってくる。ユリアンは、ジャスティンと悪魔たち、そしてトビーをぐるりと見み渡わたすと、険しい顔で告げた。

「まったく……きみたちにはあきれ果てる。これは誘ゆう拐かいだぞ！」

「はあ？　んなこと言うなら、俺たちのこと捕つかまえてみりゃいいじゃねーの。俺はいつだって受けて立つぜ？」

　エルデンが金の瞳ひとみをきらめかせて喉の奥でうなる。

　ジャスティンはそんなエルデンを手で制しながら、一歩前に出て言った。

「待って。ユリアン、わかりにくいとは思うけど、みんなトビーと遊びたかっただけなんだ。危害を加えようなんて、少しも思ってないよ」

「ばかな。奴やつらが本気で子守をするか？　なんの訓練もしていないきみに、レクスたちの本心など読めるわけがないだろう」

　冷れい徹てつに言われても、ジャスティンはあえて言い張る。

「心は読めないけど、気持ちはわかるよ。少なくとも──人間同士程度には。ユリアンにもわからない？　なんとなく、楽しそうな雰ふん囲い気きじゃない？　それこそレクスたちは大物だし、子供ひとり手に入れるのに、わざわざ遊んであげたりしないよ。ほんとに面おも白しろがってるだけなんだって」

「きみはすっかり奴らに取りこまれているな。ひとよりもレクスたちを信じるのか？　ならば魂たましいを売うり渡わたしたのと何も変わらん。冷静になれ。俺は奴らについては充じゆう分ぶん知っている。……さあトビー、こっちへ来い。お前の家に帰るんだ」

　感情のない声で言い、ユリアンはトビーに向かって手を伸のべた。

　今まで様子をうかがっていたトビーは、少し青ざめてエルデンの毛を握にぎりしめる。

「あーっと……でも、俺には家が──」

「家はあるんだろう？」

　きっぱり言われ、トビーはびくりと震ふるえる。ジャスティンは驚おどろいて目を瞠みはり、ユリアンとトビーを交こう互ごに見やって訊きいた。

「え？　え？　どういうこと？　トビー、あんたって孤こ児じじゃないの？」

「うーん、と、ね……」

　口ごもりつつ、トビーは頭を掻かいた。その着衣は汚よごれていて、見た目は路上で暮らす孤児そのものだ。しかしユリアンは淡たん々たんと言う。

「ケーキを食べているときに気づかなかったか？　孤児なら、目の前に出された食い物はすぐにかっさらって口に入れる。盗とられるのが嫌だからな。だがこいつはそうじゃない。一応マナーも知っていた。この年齢にしては語ご彙いも多い。たとえ貧しかろうとも、それなりにまともな家庭に育っている子供だ」

「そうなの？　全然わからなかった……。私、本当に、そういうところがお嬢じよう様さまだ……」

　ジャスティンが呆然と瞬まばたいている間に、トビーは無言でエルデンの背から滑すべり降りた。

　かと思うといきなり走り出し、あっという間に人混みの中にまぎれてしまう。

「ちょ、ちょっと待って、トビー！」

　ジャスティンが叫さけんでも、トビーの小さな身体はどこにも見あたらない。

　ただ、遠くから声だけが聞こえてくる。

「ごめんな！　そのひと、本当は俺の父ちゃんじゃないんだ！　からかって、遊んでただけ。ケーキ美味うまかった……遊んでくれてありがとう！　じゃあな！」

「トビー……」

　後に残されたジャスティンはぼんやりと立ち尽つくす。

　なんだかあんまりにもいきなりの幕切れで、すぐには気持ちの整理がつかない。

（っ、と、でも、ユリアンには謝らなくちゃ。なんだか色々言っちゃった）

　ジャスティンは慌あわてて振ふり向むき、ためらいがちにユリアンを見上げる。

　トビーを追っていたユリアンの視線がこちらを向くのを待って、ジャスティンはとにかく謝罪した。

「……ユリアン……その、私、なんだか的外れな暴走してたみたいで……疑って、ごめん」

「気にするな。きみは経験不足のお嬢さんだし、あれは子供だ。──ただ、今後は気をつけろ。きみは悪魔契けい約やく者だ。一いつ般ぱん人を巻きこんでから泣いても遅おそいぞ。俺は他人と個人的には関かかわらない。家族など作ろうとも思わん。友人もだ。それが俺の誠実だからな。比べてきみは他人との接せつ触しよくが多い。ならばなおさら、慎しん重ちようになるべきだろう」

　ユリアンの答えはあまりに揺ゆるぎなく、いかにも言い慣れたものだった。

　彼はきっと、ずっとこうやって他人を拒きよ絶ぜつして生きているのだろう。

　それは多分、ユリアンにとってはとても正しくて、当たり前のこと。

　……でも、寂さびしいことだな、と思った。

　ジャスティンは少しためらいながらも、結局問いを投げてしまう。

「……そうやって、ユリアンはずっとひとりで生きるの？」

「そうだ」

　即そく答とうする声はすっかり落ち着きを取り戻もどしている。

　ユリアンは大人だ、と思う。そして、強い。

「──ユリアンは、強いのに。誰かを守って、一緒に生きることはないの？」

　ジャスティンが問いを重ねると、ユリアンはじっとジャスティンを見下ろしてきた。

「俺が強い？　どんな根こん拠きよでそんなことを言う」

「ユリアンは私とは違ちがう。訓練を受けているし、闘たたかい方も知ってる。強いと思うよ。強いっていうのは、そのぶん自由だってことだよね。……私も、強くなりたい。勉強して、強くなって、長生きして──大事なひとを作りながら生きていきたい」

　なんだか大それたことを言っている気がする。

　でも、嘘うそは吐ついていなかった。ジャスティンはひとが好きだ。ひとりでいるのも嫌いではないけれど、好きなひとと一緒にいるのが大好きだ。そんなふうに思わないひともいるのかもしれないけれど、それでも、まったくの孤こ独どくが好きなひとはいないんじゃないだろうか。

（ユリアンが私のこと、嫌いなのは知ってる……けど）

　なんなら、嫌われたままでもいい。ユリアンを本当にひとりにするより、嫌われても、生きて傍そばでうろうろしているほうがましだ、と思った。

　えい、と思いきってジャスティンは口に出す。

「私が自分を守れるくらい、充分強くなったら、そのときには──友達になってくれる？」

「……」

　おそるおそる見上げると、ユリアンは表情を消して黙っていた。ユリアンの茶ちや色いろの瞳がジャスティンを通して、どこか遠くを見つめている。彼はどこか淡々と言った。

「きみは、自分が死なないとでも思っているのか？　だとしたら大きな間ま違ちがいだ。ひとは死ぬ。至し極ごくあっさりとだ」

「……それは、知ってる……と思う、けど」

　ジャスティンが懸けん命めいに言うと、急にユリアンの表情が険しくなった。

　ユリアンは唇くちびるをわずかに震わせて、珍めずらしく声を荒あらげる。

「いいや、きみは知らない！　ジャスティン、きみはどうしてそこまで純じゆん粋すいでいられる？　俺が強いだと？　何かを守れるだと？　どんな根拠でそんなことを言う。純粋に信じ続ければ、世界はすべて善良で正しくなるとでも思っているのか？　ばかを言え！」

　ユリアンの剣けん幕まくに、周りの人々がぎょっとして視線を投げてきた。

　意外なほどの反応に、ジャスティンも思わず息を吞のむ。

　ユリアンはジャスティンに手を伸べかけて、触ふれるぎりぎりで止める。痛みを感じたように眉まゆ根ねを寄せ、彼は絞しぼり出すように続けた。

「──逃にげてしまえ、ジャスティン。こんな悪魔どもからも、この世界の理り不ふ尽じんすべてからも、きみを守ってくれる人間のところに逃げこんでしまえ！」

（え？　何？　どういう意味？　なんだか、前もこんなこと、言われたような……？）

　忍しのびこむ違い和わ感かんに戸と惑まどいながら、ジャスティンは言う。

「どうしたの、ユリアン。……そんな、都合のいいひとなんて、どこにもいないよ」

　すると、ふっとユリアンの顔から表情が消えた。みるみるうちに元の仮面じみた穏おだやかな無表情がユリアンを覆おおい尽くし、彼はすっと身を退ひいて言う。

「……そうかもしれんな。だが逃げでもしなくては、その善良さは守れん。生き続けたいのなら、すべてを疑うことだ。──今日はもうホテルに帰れ、ジャスティン。退魔についてまともに知りたいなら、明日あした以降、退魔庁に来い」

　淡々と言い置いて、ユリアンは身を翻ひるがえした。あとはまっすぐに去って行く。

　その背中にははっきりと拒絶の意志があった。

　追いかけることはできなくて、ジャスティンは立ち尽くしたままユリアンの後ろ姿を見送っていた。いつの間にか日は傾かたむいて、辺りを穏やかなオレンジ色に染めている。

　穏やかな夕暮れの中、人々の笑いさざめく声は響ひびき続け、しあわせな遊園地の風景が美しい影かげ絵えと化していく。

　そんな中、遠くなるユリアンの後ろ姿だけがやけに冷え冷えとして見えた。

　なかなかユリアンから目を離はなせないジャスティンの傍らで、ぽつりとレクスが言う。

「──あの男のことが気になるのか、ジャスティン」

「気になるよ。好きなんだけど……なんだか、見てると悲しくて」

　ジャスティンの囁ささやきに、レクスは目を伏ふせる。

「そうだな。あれは、心に闇やみのある男だ」
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　ジャスティンたちと別れたユリアンは、ひとり首都の大通りを歩いていた。

　辺りはすっかり日も落ちて、大通り沿いにはぽつぽつとガスの灯がともる。都会ならではの光景だが、ユリアンはガス灯が好きではなかった。どうしても冷たい光のように思えるからだ。

　ガス灯で照らされた街はどこか生気がなく、他人行儀で、居心地が悪い。

　無機質なガスの光の下をがらがらと音を立てて馬車が通り過ぎ、ユリアンは道の脇に身を避よけた。全身に嫌いやなだるさを感じ、肩のライフルケースを背負い直す。

　今夜はライフルがやけに重かった。

　原因はわかっている。さっき言われた、ジャスティンの言葉のせいだ。

（俺が強いだと？　ばかばかしい。俺はただ、生き残っただけだ。ただの運だ。悪魔の気まぐれで、見み逃のがされただけだ）

　ジャスティンがユリアンの過去を知らないのは当たり前だ。何しろ話していないのだから。これからも話すつもりはない。悪魔と関わった人間にはありがちな、面おも白しろくもない話だ。

　──悪いのはジャスティンではない。囚とらわれているのは、自分だ。知っている。

（本当に俺が強ければ、死ななくてすんだ人間がいる。山ほどいる）

　血をぶちまけて動かなくなったかつての戦友たちを思い起こせば、ユリアンの左目の奥が鋭するどく痛む。

　悪魔との契約時に供物として捧ささげたユリアンの左目は、戦せん闘とう時には悪魔と同じ視界を持つ。だが、そうでなくともユリアンが邪じや悪あくな思いに身を任せたり、冷静さを失ったときには鈍にぶくうずくのだ。

　戦友たちのことを思えばいつでも、そしてここしばらくは、ジャスティンのことを思うとどうにもうずきが大きくなる。

　あの異常なほどの善良さを目にするたび、何か抑えきれない衝しよう動どうを感じる。

（──逃げろ）

　ユリアンは心の中で、血を吐くように囁いた。

（逃げろ、ジャスティン。きみはまだ逃げられる。まだひどい思い出もない、愛するものがある、何も諦あきらめていない。今なら逃げられる、今でなくては駄だ目めだ！　あんな悪魔どもからも、この世界の理不尽すべてからも、お前を守ってくれる人間のところに逃げこんでしまえ！）

　こんなことを考えても無む駄だなのはよくわかっている。

　ジャスティンはきっと報むくいを受けるだろう。度を超こした純粋さは、いつかたたきつぶされる運命だ。知ってはいるが、目の前で見たくはない。そんなのはもう、たくさんだ。

（……結局は、俺のわがままか。自ら手を伸のべることもできないのに、すべてを見届けるのも嫌いやがっている）

　いっそこんな惰だ弱じやくな心など、なくしてしまえばいいのかもしれない。自分には心がない、と公言している退魔庁長官ベネットのように、ただ己おのれの目的だけ見つめて軽かろやかに生きていければどんなに楽か。

　ユリアンが重い心を抱えて歩いていくと、ふと道ばたに座りこんでいる小さな影かげが視界に飛びこんできた。なんだろう、と何気なく視線をやり、ユリアンは思わず目を瞠みはる。

「お前は……」

「……ユリアン」

　おそるおそる顔を上げたのは、見間違いようもない。トビーだ。

　苛いら立だちと安あん堵どを同時に覚え、ユリアンはわずかに眉根を寄せて訊きく。

「なぜ家に帰らなかった」

　厳しい問いに、トビーは唇を噛かんでうつむいた。

「──あのね。……ごめん。俺、また嘘吐いちゃった。あんたは確かに俺の父ちゃんじゃないけど……ほんとに、父ちゃんに似てるんだよ。あんたは、本当の父ちゃんより、優やさしい。怖こわいことも言うけど、絶対手は上げないし」

　か細いトビーの声がちくちくと胸に刺ささり、ユリアンはあえて冷れい徹てつな声を作って言った。

「それで、その父親はどこにいる。ねぐらまでなら送ってやる」

「本当の父ちゃんは、三日前に死んじゃった。その後すぐに、部屋は追い出されちゃって。俺、これからどうしようか、考えてたとこだった。でも、見よう見まねのスリなんて、うまくいかないもんだね」

　気き丈じように言うトビーの声は、段々と鼻声になってくる。

（最悪だ）

　ユリアンは絶望的な気分になって夜空を見上げる。

　ガス灯のせいか、煤ばい煙えんの名残なごりのせいか、星ひとつ見えない暗い夜空だ。

　親も家も持たない子供に、これから襲おそいかかる運命を象しよう徴ちようするかのような空。

　ジャスティンにはきっと、トビーの不幸の本当のところは想像できないに違いない。

　彼女はどうあっても貴族の娘むすめだ。変わっているとはいえ、恵めぐまれていたからこそあんな性格に育ったのだろう。しかしユリアンは違う。中流階級の教師の家に生まれたはいいが、父は職に似合わず酒さけ癖ぐせが悪い男だった。

　母親をかばって父親に殴なぐられるのにもいいかげん嫌いや気けが差したころ、両親は離り婚こんし、ユリアンは家を出て軍隊に入ったのだ。

　軍では色々な人間と会い、まともに信じられる友達も増えた。誰だれもがそれなりにうんざりするような過去を持っていたが、そこそこいい人間だった。多分、みんなひとつふたつはいい思い出も持っていたからだと思う。

　たったの一度や二度、誰かに優しくしてもらった──ただそれだけの思い出。

　ユリアンがちらと見下ろしてみると、トビーの大きな目からはぼろぼろ涙なみだが零こぼれていた。

　ユリアンは深いため息を吐つき、トビーの前にかがみこんだ。

「……一日だけなら、俺の部屋にくるか」

「……ほんと？　いいの？」

　信じられない、とでもいうようにトビーの声が震ふるえる。震えながら微笑ほほえむ。

　現金なものだ、と思いつつも、ユリアンの唇にも少しだけ笑えみが浮うかんだ。

「一日だけならな。明日になったら、お前の行き所を探してやる。だが、どこの孤こ児じ院いんもいっぱいだ。俺の力ではろくなところへはやれないから、最初から覚かく悟ごしておけ」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺丈夫だし、結構頭もいいし！　大丈夫、だよ」

　トビーは大喜びで跳はね起きたが、言っているうちに声に嗚お咽えつが混じってきた。

　肩を震わせて泣き出したトビーに、ユリアンは少し困って頭をなでてやる。

「どうして泣く。まだ何か不満か」

「ごめ……ん。あのね。俺、本当の父ちゃんに、こんなふうにしてほしかったなあ、って思って、さ」

　ユリアンは苦く笑しようして、しばらくトビーが落ち着くのを待った。

　段々と嗚咽が小さくなってきたのを確かめ、彼の小さな手をとる。

「行くぞ」

「うん。よっ、と……っと？」

　トビーはまだ涙に濡ぬれた顔を上げ、にっこり笑って一歩踏ふみ出した。

　ところがその足は不意に跳ね上がり、妙みように華か麗れいなダンスのステップを刻む。

　──まるで、ジャスティンたちが呪のろいを解いた子し爵しやくのように。

　ひやりと嫌な予感が背筋を走り、ユリアンはすぐに顔を険しくしてトビーに声をかける。

「──トビー、それは……」

「あは、ごめん。さっきから、ちょっと変で。なんだろうなあ、ひょこひょこってしか歩けないの。足、ひねったかな？　でも大丈夫。きっとすぐに治るから。俺、すごく丈夫だし」

（間ま違ちがいない。あの呪いだ！）

　確信したユリアンは、もう一度すばやく地面に膝ひざをついた。

「……トビー、手を見せろ」

「う……うん？」

　ユリアンの迫はく力りよくに押されて固まったトビーの手をとり、露ろ出しゆつした肌はだを調べ始める。

　ちょうどそのとき、背後から声がかかった。

「ユリアン・オールブライト」

　急に自分のフルネームを呼ばれ、ユリアンはすばやく振ふり返った。

　反射的にトビーを背にかばい、ベルトにつけているナイフに手をかける。

　数メートルの距離を置き、闇の中にたたずんでいたのは白い服の男だ。そう、ユリアンと同じ、退魔庁所属を示す真っ白な軍服をつけた男。

「お前は……」

　見知った退魔師の姿に、ユリアンはぎょっとして声をあげる。

　対する退魔師は、まっすぐユリアンを見つめて言った。

「そこまでにしてくれないか。その子は選ばれたんでね。ここで呪いを解かれては困る」

　選ばれた。その一言でユリアンの体温がふっと下がる。

（そうか。このばかばかしい偶ぐう然ぜんも、すべては計画の内か。──いや、それとも、偶然だからこそ、計画を隠かくすために組みこまれたのか？）

　無表情で考えこむユリアンに何を感じたのか、背後のトビーが不安そうに訊いてくる。

「何？　ユリアンの知り合いなの？　あいつ」

　ユリアンは退魔師と視線を交かわしてから、表情を消してトビーに向き直った。

「……何。なんなの」

　異常を感じたトビーが怯おびえた目で後ずさる。

　ユリアンはトビーを止めなかった。代わりに心の声で、自身が契けい約やくした悪魔を喚び出す。

『クレイズ──俺にお前の左目を貸せ』

　すぐに頭の奥でくすくす笑う悪魔の声が聞こえ、ユリアンの左目はじんわりと赤い光を帯びた。その目を見たトビーは人形のように全身をこわばらせ、すぐに意識を失ってくずおれる。

　気絶したトビーの顔に残っているのは、紛まぎれもない恐怖の表情だ。

（ほら、結局守れない。こんな小さな手ひとつ、俺には守れないんだ）

　ユリアンは血を吐くように考え、左目を強く手のひらで押さえる。左目の奥が痛い。

　──そして、悪魔の笑う声がいつまでも止まない。
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　ユリアンと別れたジャスティンたちが宿しゆく泊はく先のホテルについたのは、辺りがすっかり暗くなってからのことだった。

　新市街の大通り沿いに建てられたホテルは、四階建てに屋根裏つきの石造建築だ。いかにもな派手さはないけれど、新古典主義風の円柱に挟はさまれた扉とびらや、二階にめぐらされたテラスは重じゆう厚こうで品がいい。

（ホテルっていうより、貴族のお屋や敷しきだよね、この感じは。悪いけど、エルデンとルーナエには引っこんでてもらってよかったかも。あのふたり、とてもじゃないけど使用人には見えないし、私もそんな演技したくないし）

　女王陛下ご推すい薦せんとやらのホテルは、なかなかの格式の様子だ。ジャスティンとレクスが玄げん関かんの石段を上ると、待ち構えていたらしい年老いた従業員がすかさず扉を開けて微笑んだ。

「こんばんは、旦だん那な様、奥様。お待ち申しあげておりました」

「遅おそくまでごくろう。荷物はどこだ」

『なんであんたが答えてるの、レクス！』

　ジャスティンは心の中で叫さけぶものの、レクスの態度はあまりにも優美で堂々としている。

　従業員はレクスの威い厳げんに満足したらしく、嬉うれしそうに低く頭を下げた。

「すべて承うけたまわってございます。お荷物はお部屋のほうへお持ちいたしました。後に、当ホテルの者がうかがって荷ほどきをいたします」

「あ、そういうのは自分でやるので。ポットいっぱいの紅茶と、軽い食事を部屋まで運んでいただけませんか。なんだか今日は疲つかれちゃって」

　ジャスティンが横から口を出すと、従業員──ドアマンというよりは執しつ事じに近い──はにっこりと頷うなずく。

「かしこまりました、奥様。ではその際に、サインをいただけますでしょうか？」

「は、はい。じゃあ、それでよろしく！」

　慌あわてて頷き、ジャスティンはさりげなく従業員から顔をそらした。

（お、奥様って……。私とレクス、夫ふう婦ふに見えるのかなあ。そうじゃないと部屋が一いつ緒しよにならないけど、それでももうちょっと兄妹きようだいとか、親子とか……いや、無理だ。それは無理）

　妙に動どう揺ようしつつ、ジャスティンは従業員に案内されて赤い絨じゆう毯たんを敷しいた階段を上っていく。ジャスティンとレクスにあてがわれたのは四階で、居間がひとつに書しよ斎さいがひとつ、寝しん室しつがふたつもある最高級の広い部屋だ。

　軽く部屋を探検した後に、従業員から銀ぎん盆ぼんに載のったポットいっぱいのお茶と品のいいサンドイッチを受け取り、ジャスティンはやっと一息吐いた。

「うーん、今日はさすがに疲れた……！　でもここ、すごい広い部屋だね。エルデンとルーナエが元の姿に戻もどっても大だい丈じよう夫ぶそう」

「奴やつらは呼ばんぞ」

　至し極ごくあっさりレクスに言われ、ジャスティンはきょとんと彼を見やる。

　レクスは居間の窓辺の寝ね椅子いすに古典絵画みたいなポーズで腰こしかけ、物もの憂うげに続けた。

「せっかくあのやっかいな人間の監かん視しが遠くなったというのに、なぜあのうるさい部下どもを呼ぶ必要がある。わたしがお前に触ふれるたびにぎゃあぎゃあ騒さわがれて、面めん倒どうなだけだろう」

「じ、じゃあ触れなきゃいいじゃない、そんなの！」

　いきなり自分たちがふたりっきりなのに気づいてしまい、ジャスティンは思わず顔をほてらせて叫ぶ。レクスを意識した途端に、少しだけ指先が震ふるえた。荷ほどきをしなきゃ、と思うのに、全然そんな気にならない。

（あーもう、私、本当に変だ。こんなのいつものことだし、レクスに変なことされそうになったら、本に戻しちゃえばいいだけだよ。今まではそうしてきたんだから。とにかくそんなことより、荷ほどきして、今後のことを考えるのが先！）

　ジャスティンが懸けん命めいに自分に言い聞かせていると、レクスはうっすらと微笑ほほえんだ。

「お前が触れるなと言うなら、触れない。それが約束というやつなのだろう？」

「そう、そういうこと。覚えててくれてよかった。小こ鬼おにだって約束を覚えられるんだもん、レクスが覚えられないわけないよね」

「まだ、わたしのことは好きにならないのか？」

「……っ！」

　直球台詞せりふの不意打ちに、心臓が止まるかと思った。

　痛いくらいの衝しよう撃げきでぼんやりしているうちに、なんとなく不自然な間が空いてしまう。

　このままではどんどん気まずくなってきそうで、ジャスティンは無理矢理声を絞しぼり出した。

「ならない！　大体私、レクスのこと、好きになっちゃいけないんだから」

　そう言った途端、急にひどく悲しくなってきてしまった。

　なんでレクスは悪魔なんだろう。どうして？

　──そんなこと、考えてもどうしようもないのはわかっている。それでも。

「それはずるいな。お前は、最初からわたしを好きになることを自分に禁じているのか」

　まじめなレクスの声につられて顔を上げると、レクスは寝椅子に腰こし掛かけたまま目を伏ふせている。その姿がやけに悲しそうで、ジャスティンの胸はまたきつく痛んだ。

「……ごめん。確かに、ずるいかも。でも、私はレクスのご主人様でいなくちゃ」

「確かにそうだな。だが、時は有限だ」

　時は有限。その言葉にジャスティンははっとする。

　ずっと心に引っかかっていた不安が沸わき上がっていてもたってもいられなくなり、ジャスティンはためらいがちにレクスのもとへ歩み寄った。

「レクス……それってどういう意味？　やっぱりレクス、どこかおかしいんじゃない？」

「おかしいというのは、顔か、味覚か、性格の話か？」

「違ちがうって！　そうじゃなくて──その。ルーナエが、言ってたんだ。悪魔は……愛とか、そういう人間らしい感情を覚えると、弱くなるんだ、って」

　ついに言ってしまった。

　ジャスティンはぎゅっと拳こぶしを握にぎって不安を噛かみしめ、レクスを見つめる。

　レクスはしばらくジャスティンを見上げて黙だまっていたが、やがてゆるやかに瞬またたいて言った。

「なんだ、それは」

「──っ……！　し、知らないの？　レクス」

　大いに気が抜ぬけ、ジャスティンは思わずよろめきかけた。

　レクスはそんなジャスティンを見て笑え顔がおになったかと思うと、くすくすと声を出して笑う。

「誰だれかに妙みようなことを吹ふきこまれたな。人間の感情は悪魔にとって毒だとでも？　ならばお前たちはもっとあっさりわたしたちに勝てたはずだろう。わたしもそんな話は聞いたことはあるが、どうせ、人間と悪魔の世界を隔へだてておきたかった者どもの作った噂うわさだろうな」

「じゃあさっき、レクスが『時は有限』って言ったのは……？」

「お前の寿じゆ命みようが有限だ、という意味に決まっている。他ほかに何があるというのだ」

　言われてみればもっともだった。ジャスティンはすっかり脱だつ力りよくしてため息を吐つく。

「なんだ……。心配して損した！　結構ずーっと気になってたのに」

「わたしが死ぬと思って心配していたのか？　それは少し嬉しいな」

　レクスが優やさしい声で言うので、ジャスティンはむっとした顔を作って見せる。

「そりゃ、心配はするよ。私はレクスみたいに冷血じゃないし」

「わたしもお前に対しては冷血ではないぞ。いつも心配している。お前がふっと死んでしまわないかどうか」

　レクスはあくまでからかう調子で言って微笑むが、声にはどこか本気の響ひびきがあった。

　切なさがジャスティンの胸に忍しのびこんできて、ちくちくと冷たい針を心臓に刺さす。

（そっか。そうだよね。私、いつかレクスを置いていくんだもんね）

　一緒にいられるのは、レクスにとってはほんの一いつ瞬しゆんのことだ。

（私が死んだ後、レクスはどうするのかな。また眠ねむっちゃわないといいけど）

　レクスが白い闇やみに囚とらわれて、死んだように生きていく未来を考えると、ジャスティンの全身が冷えていく。嫌いやだ。そんなのは嫌だ。でも、いつかはそうなる。これは変えようのない運命だ。残ざん酷こくだ、と思った。運命も残酷だし、半はん端ぱに彼に関かかわっている自分も、残酷だ。

　どうにもいたたまれなくて、ジャスティンはしばらく自分の靴くつの爪つま先さきを見ていた。

　でも、そんなところに答えなんて落ちていない。

　今、どうするべきかは自分が決めるしかない。

（ええい、いっそ後こう悔かいするなら、行動して後悔しよう！）

　ついに心に決めて、ジャスティンはレクスの隣となりにぽふりと座った。

　レクスは寝椅子の背に頬ほお杖づえをついて、少し首をかしげる。

「どうした、ジャスティン」

　疲れただけだよ、とか、そんな適当なことをつい言いたくなる。ごまかしたくなる。

　でも、どうにか我が慢まんして、勇気を振ふり絞って、小さく言う。

「……あのね、私──ほんとは、最近レクスに触さわられると、怖こわいんだ。すごく身体からだが変になる。心も……自分の思うようにならないし。なんだかわけがわからなくなって、怖い。もしもそんな気分のまま、ふらふらっとあなたに捕つかまっちゃったら、きっと後悔すると思って」

「わたしに捕まるのは怖いか」

　レクスの声が耳の奥に落ちてきて、ジャスティンは小さく震えた。

　本当になんていい声なんだろう。音楽みたいに聞き入りたくなる声。でも、この声に従っては駄だ目めだ。ジャスティンは悲しい気持ちをねじ伏せながら、囁ささやく。

「前も言ったでしょ。あなたに捕まっちゃったら、もう、あなたに逆らったり、あなたに何か教えたり、きっとできなくなるよ」

　レクスはジャスティンの瞳ひとみをじっと見つめ、ぽつりと言った。

「……それは困るな。お前のように、誘ゆう惑わくされず、恐おそれることもなしにわたしと話せる人間は滅めつ多たにいない。お前は、そのままでいてくれ」

（──嬉しい）

　レクスは、人形や下僕のジャスティンが欲しいわけではない。ひととして、見てくれているのだ。自分と対等の何かとして親しみを感じてくれている。それが嬉しくて、同時に苦しくて、ジャスティンはどうにか声を絞り出す。

「頑がん張ばる」

　そして、隣に座っているレクスの胸むな元もとに、とん、と指先で触れた。

「ジャスティン？」

　問うようなレクスの深い声。また呼吸が変になる。軽く息を止めてごまかして、ジャスティンはレクスの胸元に身体をもたせかけた。冷たく上等な布が頬ほおに触れて、甘いバラの香かおりが漂ただよう。──レクスの香りだ。この香りに触れていると、しあわせ。

　しなやかな布を指でたどるようにしてレクスの腕うでにすがると、レクスが耳元に囁いてくる。

「少し触れてもいい、ということか？」

「うん。今だけ、少しだけ、ね。それで今だけでも、あなたが寂さびしくなくなるなら、ほんの少しだけ。……私、駄目になりそうだったら、言うから」

　うまく呼吸ができないまま、途と切ぎれ途切れに言うと、いきなりレクスの腕に抱だきすくめられた。少し強い力を感じる。レクスの顔が首筋に埋うずまっているのがわかる。

　肌はだと肌が触れる。その瞬しゆん間かん、頭のどこかで白い光が生まれた。──熱い。

（何、これ。怖い……どう、しよう。やだ、怖い、身体がおかしい、助けて！）

　熱くて、苦しくて、どうしたらいいかわからなくて、ジャスティンは懸命にレクスの背にすがりついた。救いを求めるようにして。

　そんなジャスティンの気持ちがわかったのか、レクスはさらに強く抱いてくれる。彼はジャスティンの身体に軽く爪つめを立てるようにして少しだけ顔を上げ、けだるげに言う。

「……服が邪じや魔まだな」

「っ、また、そういうことっ……！」

「おかしな意味ではないぞ。皮ひ膚ふも、邪魔だ。もっと触れたい──深く」

　レクスの言葉が心に刺さって、ジャスティンは思わずぎゅっと目を閉じた。

（変、なの。私も、同じ気持ちだ）

　ひどい焦しよう燥そう感かんみたいなものが生まれ、ジャスティンは手て探さぐりでレクスの手を探す。肌同士で触れたい。冷たくてなめらかなレクスの手が、すぐにジャスティンのそれと組み合わされる。

　そのまま軽く力をこめられ、ジャスティンは寝ね椅子いすの上に仰あお向むけに横たわった。

　さすがにちょっとびっくりして、ジャスティンがみじろぐ。

「レクス……？」

　小さな声で名を呼んで、レクスの顔を見上げる。

　苦手なはずのレクスの白い顔は、どこか悲しい色を秘ひめたままジャスティンを見ている。

　どこまでも深く悲しい赤い目。その奥で、ちかり、と何かが光ったように思えた。

　情熱の欠片かけらに似た──何か。

　やがてその光は大きくなり、辺りの大気がひどく冷たくなっていく。

（あれ？　オイルランプ、いつの間に消えたの？）

　ジャスティンが気づいた瞬間、室内は暗くなる。真っ暗な世界の中で、レクスの目が冷たく光っているのがわかる。冷たいのにひどく甘い瞳。何かを狙ねらう獣けもののような瞳。

　ジャスティンはいつの間にか射いすくめられていて、動けない。全身に力が入らない。

（あ……駄目。これ、おかしい。何かが、変だ）

　ジャスティンが気づいたときには、辺りの雰ふん囲い気きは一変していた。

　甘やかな空気は消え、ジャスティンの全身が恐きよう怖ふですくむ。寒い。全身が凍こごえそうに寒い。レクスの指がゆるりとジャスティンの指から離はなれたかと思うと、彼女の白い首筋をつかむ。

「……っ……あ……！」

　灼やけるほどの冷気が喉のどから伝わり、ジャスティンは震ふるえた。

　痛い。苦しい。でもそれがどこか気持ちいい。もっとそうしていて。いいや、駄目！

　──本当の気持ちはどっち？　わからない。

　レクスの顔が近づいてくるのがわかる。バラの匂においがむせかえるほどに濃こくなる。濃いバラの匂いって、血の臭においそっくりだ。なんだか変だ。こんなのはおかしい。

（──逃にげなきゃ）

　頭のどこかで懸けん命めいに思うが、ジャスティンの身体はほとんど自由にならない。

　そのとき、ジャスティンの頭の中に切せつ羽ぱ詰つまったエルデンの声が響いた。

『ジャスティン！　嬢じようさん、俺を呼べ！　今すぐだ、急げ！』

　鋭するどい声が頭のもやを切り裂さき、ジャスティンははっと目を見開いた。

　今まで何をしていたんだろう？　一体何が起こっていたの？

　まだぼんやりしつつも、ジャスティンはとにかくふさがれかけた喉で叫さけぶ。

「《灼熱の侯爵フイアス・タルカス》エルデン！　我が魔法書の契約に従い、来て……！」

　途と端たんに寝椅子の下に転がっていた魔法書が開き、ページの上に光の魔法陣が浮うかび上がる。闇の中に金色の炎ほのおが燃え上がったかと思うと、その中から朱金の髪かみのエルデンが出現した。

「危ねー危ねー。ぎっりぎり、だぜ！」

　エルデンは険しい表情で叫び、金の瞳をぎらつかせてサーベルを抜いた。

　レクスがジャスティンを放した瞬間、エルデンのサーベルは空を裂いてレクスを襲おそう！

「──っ……！」

　ジャスティンが目を瞠みはって凍こおりついた。

　エルデンのサーベルは、顔をかばうよう上げられたレクスの手のひらをわずかに切り裂いて止まり、ぽとり、と真しん紅くの血が床ゆかに滴したたった。

　エルデンはサーベルを止めたまま、じっとレクスを見つめている。

　陽気ないつものエルデンとは違ちがい、髪の一筋にまで殺気が満ちているのがわかった。エルデンは唇くちびるを剣けん吞のんな笑えみに歪ゆがめ、少しかすれた声で言う。

「かかってこないのは、アレっスか？　一応正気に戻もどったってことで？」

　レクスは答えない。闇の中に表情を隠かくして黙だまりこくっている。

　エルデンが、ぎり、と奥歯を噛かみしめた。彼の声はひどく低く、怒いかりを含ふくんで響ひびく。

「──あのですねえ、レクス様。こんな機会なんで改めて申しあげますが、俺はあんたと嬢さんがほのぼの仲良しごっこしてるからこそ、しょうがねーと思って黙って見てるんスよ。──だけど、あんたが嬢さんのことをただの家か畜ちくみたいに食っちまおうって言うんなら……そんなのは冗じよう談だんじゃねえ！　そんなあんたを見るのも、嬢さんを見るのもうんざりだ！」
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「食う、って……」

　恐ろしい言葉が聞こえた。ジャスティンには、すぐには意味がわからない。

　食うって、誰だれが、誰をだろう？　はっきり考えるのを頭が拒きよ否ひして、ひどい頭痛がする。

　その間に辺りの冷気がゆるみ、ゆっくりと闇が消えていく。円えん卓たくに置かれたオイルランプが、じりり、と音を立ててひとりでに灯ともった。

　穏おだやかな光に照らされたレクスは、もういつもの彼に戻っている。

　ただ、少しだけ顔色が青ざめているようだった。

　レクスはのろのろと立ち上がり、血がにじむ自分の手を見下ろしてつぶやく。

「……そうか。これは……食しよく欲よくか。久しぶりすぎて、わからなかった」

「レクス……」

　やっぱりそうなんだ。レクスはジャスティンを食べたいと思ったのだ。

　全身に冷水を浴びせかけられたようで、ジャスティンは震えながら彼の名を呼んだ。

「レクス、ほんと……？　エルデンの冗談、だよね？　私……」

　わななく唇で懸命に問いかけるものの、レクスは顔を上げない。そのまま顔の左半分を手のひらで覆おおって、小さく首を振ふった。

「──わたしを本の中に戻してくれ、ジャスティン」

「嬢さん。お願いだから、レクス様の言うとおりにしてくれ」

　エルデンの声は真しん剣けんそのもので、ジャスティンは乱れる呼吸を懸命に整え、傍かたわらに落ちていた本を引きずり寄せた。今はとにかく、ふたりの言うとおりにするしかない。

「レクス。ジャスティン・カーライルが魔法書の主として命じます。本の中に、戻って」

　どうにかそう告げると、レクスの姿は蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらいで辺りの風景に溶とけ消えた。

　直後、エルデンが殺気を消していつもの声をあげる。

「はー、緊きん張ちようしたー！　やー、無事でよかったなあ、嬢さん」

「う……ん。ありがと、エルデン。助けて、くれたんだよね」

　ジャスティンは寝椅子に腰こし掛かけたまま、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　空になった傍らを眺ながめ、のろのろと手元の本を見下ろして、どうにか事態を理解しようと考えているうちに、自然に涙なみだが零こぼれてきてしまった。

（なんだろ、これ。私、悲しいのかな）

　止めようとしても、涙はちっとも止まらない。ジャスティンがぽろぽろと涙を流していると、慌あわてたエルデンが顔をのぞきこんできた。

「っ、て、おいおい、泣くなよー。怖こわかったか？　ま、俺も相当怖かったけどな。やあ、今度こそレクス様と本気の喧けん嘩かしなくちゃならないかと思ったぜ！　今までも何回かやったことはあるんだけどさ。実は俺、勝ったことなくってさ！」

「エルデン……。レクスは……ほんとに私のこと、食べようとしたの？」

　ぼんやりと訊きく、自分の声が妙みように遠い。

　エルデンは困り顔になって、決まり悪そうに頭を掻かいた。

「うん……いや、その。言いづらいんだけど、俺たち、ほのぼのした愛みたいな感情はわきづらい生き物なんで。人間相手でも悪魔相手でも、ほんとに好きになると、むしろ食欲がわいちゃいがちなんだよね。でもレクス様、あの状態から正気に戻ったってのがすげーよ。俺は正直、あそこまで行ったら戻ってくる自信ないなー……って、あれ、こんな話、むしろしないほうがよかったか!?　ごめん、俺、無神経？」

　わたわたするエルデンに、ジャスティンは涙も拭ふかずに顔を上げる。

　エルデンの話は怖かったけれど、それより引っかかることがあった。

「ほんとに好きって……レクスが、私のこと、を？」

　いまひとつ実感がわかないまま訊くと、エルデンはため息混じりに言う。

「他ほかに誰がいるってーの？　まさかレクス様のあんなとこを見ることになるとはなー。魔界ではある意味飄ひよう々ひようっつーか、誰にも興味ねーって感じだったんだぜ？　ほんと、長生きはするもんだねえ。でもま、安心しな。あんたのことは俺が食わせない。だって食っちゃったらそこで終わりだぜ？　あんたはまだまだ面おも白しろいことしてくれそーなのに、もったいないだろ」

　妙に正直なエルデンの物言いを聞いているうちに、ジャスティンは少しずつ落ち着いてきた。

　代わりに、じわりと熱いものが胸にこみあげてくる。

　熱いものはどんどんふくらんで、ジャスティンは少し怖くなって自分の身体からだを抱だきしめた。

（なんだろ、怖くて、嬉うれしいみたいな変な気分。嬉しい？　何がどうして、嬉しいのかな。よくわからない。わからないけど──本当に変なの）

「……レクスが悪いんじゃないよ。きっと、違う。私が弱みを見せたから、いけないんだ」

　ジャスティンが口に出して小さくつぶやくと、エルデンは複雑な顔になった。

　少しの間を置いてから、エルデンは崩くずれるように笑って言う。

「嬢さん。こう、ぎゅっとしていい？」

「……ごめん、ちょっと、今は、エルデンのことも怖いみたい」

「あー、まあ、そりゃそうだよな。あんな話しちゃったし。よし、じゃあこっちで」

　ジャスティンの言葉に気を悪くするでもなく、エルデンはひらりと金色の狼おおかみに姿を変えた。そしてジャスティンの足あし下もとに優美に寝ねそべって言う。

「さ、専用のクッションだとでも思って、俺のこともふもふしていいぜ！」

　いかにも高貴な獣がそんなことを言うので、ジャスティンはほんの少しだけ笑ってしまう。

　のろのろと椅子いすから降り、ぽふ、とエルデンの毛皮に身体を埋うずめると、徐じよ々じよに緊張が解けていくのがわかった。ジャスティンはかすれ声で小さく囁ささやく。

「……エルデン、どうしてそんなに私に優やさしいの？」

　エルデンは金の瞳ひとみを細め、きっぱり言う。

「そりゃ、俺も嬢さんが欲しいからさ。ほんとは、もうちょっと俺のことも見て欲しい。──だけど、正直、こうしてられるだけでも結構楽しいんだよなー。嬢さんがいると、レクス様が生き生きするだろ？　それだけじゃない、俺も人間も捨てたもんじゃねー、とかそんな気になってくるし、誰かのために何かするのも気持ちいー気がしてくるし。だから俺は、こうして嬢さんの枕まくらになるのも楽しいのさ」

　欲しい、と言われると心はじわりと痛むけれど、それ以上にエルデンの気持ちが嬉しくて、ジャスティンはつぶやいた。

「ほんと、優しいね。ありがと。……ごめんね」

　するとエルデンは、喉のどの奥で小さく笑って言う。

「こういうとこはばっかだねえ、嬢さん。自分のほうがよっぽど捨て身のくせに」

「私、そんなに無む謀ぼう？」

「無謀っていうのとは、ちょっと違うかな？　俺、あんま難しいことはわかんねーけど」

（──確かに、難しいことばっかりだ。レクスやエルデンの気持ちとか、私の気持ちとか）

　ジャスティンは考えこみながら、そっとエルデンの首を抱だき直す。

　頬ほおをくすぐるふわふわした毛を感じながら、ジャスティンはしみじみとエルデンのことが好きだな、と思った。自分は彼の明るい物言いが好きだ。彼がレクスに捧ささげている、潔いさぎよい忠誠が好きだ。意外なほど細やかな優しさも、もちろん好き。

　そして、レクスのことは──レクスは。

　さっきのことを思い出せば、まだ恐きよう怖ふで寒気と震ふるえが沸わき上がる。

（でも、なんなんだろ？　怖いけど──嫌きらい、じゃない）

　むしろまだレクスのことが気になって仕方がない。彼はどうして自分を食べたいなんて思って、どんな気持ちで自分を本の中に戻せと言ったんだろう。

　私、大だい丈じよう夫ぶだよ、と、彼に告げたかった。

　大丈夫だから、あなたのこと嫌いになんてなってないから、本当に平気だから。

　笑っていて、と言いたかった。

　目の奥がじんわりと熱くなり、ジャスティンはぎゅっと目をつむる。

（困ったな。こんなの、変だよね。私、本当にどこかおかしくなっちゃった）
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　そのまま、ジャスティンはエルデンを枕にして少しだけ眠ねむってしまったらしい。

　次の朝、寝ね不ぶ足そくのジャスティンを起こしたのはホテルの従業員だった。

「お客が来てるって……私のお客ですか？」

　ジャスティンが扉とびらごしに訊くと、落ち着いた従業員の声が答える。

「はい。オルコット子し爵しやくが、訪たずねていらしております。一階の談話室にてお待ちいただいておりますが、いかがなさいますか？」

（オルコット子爵って、昨日呪のろいから解放したひとだ！　ひょっとして何かあったのかな）

　子爵の名前を聞いた途と端たん、ジャスティンの眠ねむ気けは吹ふっ飛んだ。

　ジャスティンは思いきり自分の頬を張って気合いを入れ、しっかりした声で答える。

「行きます！　すぐに行くので、待っていただいてください！」

　ホテルのメイドに手伝ってもらって大急ぎで身み支じ度たくを整ととのえると、ジャスティンは魔法書を抱かかえて客のもとへと駆かけつける。

「やっと来たか！　待っていたぞ！」

　緑と金でまとめられた重じゆう厚こうな談話室に入った途端、子爵が大声をあげた。

（うわわ、完全に血相が変わってる。ただ事じゃないな、これ）

　ジャスティンは相手に気け圧おされつつも、どうにか礼れい儀ぎ正ただしい笑え顔がおを作って訊く。

「おはようございます。オルコットさん。その──私、昨日このホテルの名前、お教えしましたっけ？　お渡わたししたカードの住所に問い合わせていただければ、お返事いたしましたのに」

「カードの住所に連れん絡らくしたら、見事にしらばっくれられたからここへ直接来たのだ！　首都中のホテルを探したぞ！」

「そ、それは申し訳ありませんでした。あれれ、変ですねえ！」

（ユリアン……！　あのカードの住所は退魔庁が管理してるところだから、問い合わせられても平気だって言ってたのに！）

　ジャスティンは内心愚ぐ痴ちをこぼすが、子爵はそれどころではないようだ。

　真っ青な顔でつめよってきて、部屋の隅すみの女性を手で示す。

「そんなことより、頼たのむ。娘むすめを……わたしの娘をどうにかしてくれ」

「娘さん？　一体どうなさったんです？」

　ジャスティンが子爵の横から顔を出してみると、窓まど際ぎわの椅子に二十代半ばくらいの淑しゆく女じよが座っているのが見えた。立派なドレスは着ているが、妙に暗い顔で黙だまりこくっている。

　代わりに子爵が息巻いて続けた。

「決まっとるだろう。呪いだよ！　昨日の夜、この娘にも突とつ然ぜん以前のわたしと同じような症しよう状じようが出たのだ。頼む、お願いだからしらばっくれないでくれ。このとおり──娘はわたしとはなんの関係もない。どうか助けてやってくれ！」

（なんだろ、本当にすごい勢いだな。いくら呪いって言ったって、踊おどり出しちゃうだけなのに。まあ、それでも充じゆう分ぶん不便だろうけど）

「とにかくもう少し落ち着いてください。ええと──」

　ジャスティンは淡あわい違い和わ感かんを抱えて子爵令れい嬢じように歩み寄ってみたが、じっとにらんでも何がわかるわけでもない。わずかにためらった後、ジャスティンは心の中でレクスに囁きかけた。

『……レクス。出てこられる？　呪いの調査をしなくちゃならないんだ』

　昨晩あんなことがあったのだ。レクスのことを考えるだけで震えがくるような気がする。

（……だけどこれは私の仕事だもの。感情的に避さけて通るわけにはいかない）

　懸けん命めいに気持ちを奮い立たせ、なるべく昨日のことを思い出さないようにして、ジャスティンはレクスの返事を待つ。

　数秒の間を置いて、頭の中に静かなレクスの声が響ひびいた。

『──ルーナエを出させる』

　ジャスティンが返事をする前に、すばやく談話室の扉が外から開く。

　談話室にいた三人がぎょっとして顔を上げると、扉のところには軍服姿のルーナエが立っていた。彼は相変わらず不ふ機き嫌げんそのものの顔で室内を眺ながめ、ジャスティンに訊たずねる。

「やれやれ……探たん偵ていごっこだか解呪だか、実にくだらない話ですが、レクス様のご命令なら仕方ありません。僕が協力しましょう。あの女を調べればいいのですか？」

「う、うん。そうなの。昨日から様子がおかしいんだって。何か憑ついてるんじゃないかな」

　ジャスティンはぎこちなく頷うなずき、子爵は大おお慌あわてでルーナエとジャスティンを交こう互ごに見た。

「な、なんだ、お前は！　今までどこにいた？　昨日の黒くろ髪かみとは違ちがうな。何者だ？」

　ルーナエは子爵の質問には答えず、冷たい視線でにらむ。

「うるさいですよ。それにまったく美しくない。少しじっとしていなさい」

　ルーナエの眼力の前に、子爵は不自然な姿勢で固まってしまった。

　ルーナエはそのまま子爵令嬢の前へ立ち、しばらく腕うでを組んで黙りこむ。

　そして、不意に片かた眉まゆを上あげ、怪け訝げんそうに告げた。

「──なんだ、何も憑いてなどいないではないですか」

「憑いてない……？　本当なの、ルーナエ？　何もって、小こ鬼おにとかも？」

　ジャスティンはびっくりして訊きく。

　子爵の切せつ羽ぱ詰つまった様子からして、令嬢が呪いにかかったのは間ま違ちがいないように思えたのだが──ルーナエはだめ押しのようにきっぱり言った。

「嘘うそなど吐ついてもなんの得にもなりません。本当ですよ」

「そんな……！　そんなわけはない！　本当に、本当にこの子は呪われているんだ。頼む、お願いだ、見捨てないでくれ、どうかこの子を助けてくれ！」

　子爵は悲ひ愴そうな声をあげて叫さけび、目に涙なみだまでにじませ始めた。

　鬼き気き迫せまる様子はけして演技には見えず、ジャスティンの中の違和感はますます強くなる。

（なんだろう、このひと、何にそんなに怯おびえてるの？　大体この娘さんに悪魔が憑いていないなら、あの踊っちゃう『呪い』って、他ほかに原因があるってことになるよね。退魔庁からはこれが首都でだけ大流行してる、謎なぞの『呪い』だって聞いてるけど……）

　何か、この件には裏があるような気がする。ジャスティンの勘かんがそう囁ささやいてくる。

（よし。ここは、本当に《探偵》してみるか）

　ひっそりと心に決めて、ジャスティンは改まった表情で子爵に告げた。

「──わかりました。この呪いについて、私ももっと調べてみます。とりあえず、あなたと娘さんに呪いの症状が出た前後のことを教えてください」
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「で、子爵の話によると、自分も娘さんも、呪いにかかった前後に変わったことをした覚えはないって言うんだよね。共通してるのは、首都の旧市街を歩いたってことくらい」

　子爵から話を聞いた後、ジャスティンはエルデンとルーナエを連れて旧市街を歩いていた。

（本当は今日は退魔庁本部に行こうと思ってたけど、まずはこの呪いの件について、捜そう査さの方針が立ってからだな。退魔庁に知ち恵えを借かりると後が怖こわいから、最低限に抑おさえたいし）

　独自の判断で調査を始めたジャスティンだが、その傍かたわらにレクスはいない。

（……それにしても、レクスが隣となりにいないと、なんかこう、しっくりこないような……いや、その、まあ、いたらいたで、まだ何を言ったらいいのかわからないんだけど）

　レクスのことを思い出すとまた落ち着かなくなってしまったので、ジャスティンは慌あわてて首を振ふって雑念を追い払はらった。

　レクスの代わりについてきてくれているルーナエが、雑多な旧市街を見て無ぶ愛あい想そうに言う。

「確かに何が起こってもおかしくない、混こん沌とんとした場所ではありますね。狭せまい空間に人間が密集して暮らし、貧困や悲ひ嘆たん、愛あい憎ぞうが入り交じっている。こういう場所は雑ざ魚こ悪魔には魅み力りよく的なのです。手っ取り早く人間との契けい約やくも取れますし、身を隠かくすところにも事欠かない」

　ルーナエの言葉には、ジャスティンを挟はさんで歩くエルデンも軽く同意した。

「ほんと、食くい詰つめた人間は、さっさと魂たましい売っちまうよなー。簡単すぎてつまんないくらい。だから上の階級の悪魔になると難しいことに挑ちよう戦せんしたくなってさ、あえて人間の権力者をたらしこんで、国ごと滅ほろぼして遊んだりするんだけど！」

「挑戦気分でそんなことするわけ？　人間にとっては迷めい惑わくな話だなあ、それ」

　ジャスティンが困り顔で言うと、ルーナエがむっとした様子で反論する。

「人間だとて、狐きつねや鹿しかを遊びで狩かるではありませんか。それと何が違うというのです？　我々の方がまだきみたちに敬意を表して、凝こった遊びをしていると思いますが？」

「うーん、そういう発想か……」

　確かに貴族にとっての狩りは完全な遊びで、女性も敷しき物ものを持って見物に行ったりする。よく考えれば生き物の死を見せ物にしているのだから、人間だって充分残ざん酷こくで悪あく趣しゆ味みだ。

（そっか。レクスにとっての私が、人間にとってのウサギみたいなものなら、『可愛かわいい』とか『面おも白しろい』とかと、『パイにしたら美味おいしそう』とかも両立する感情なの、かも……？）

　なんとなく納なつ得とくはできたけれど、それはそれで悲しくてがっくりきた。

　ジャスティンが密ひそかに落ちこんでいると、路地のほうから派手な笑い声が聞こえてくる。

「……なんだろ」

　なんの気なしにジャスティンが路地をのぞくと、小さな人だかりができているのが見えた。

　エルデンがジャスティンのわきから顔を出し、素すっ頓とん狂きような声を出す。

「あっれ？　ありゃあ、昨日のガキじゃねーの？　えーっと、なんつったっけ、名前」

「昨日の子供って……まさか、トビー？」

　びっくりして耳を澄すませば、確かにひとの輪の中からはトビーの声が聞こえてきた。

　ジャスティンは慌てて路地に入りこみ、人だかりに向かって声をかける。

「トビー！　何やってるの？」

「あ、姉ちゃん！　あはは、仕事だよ、仕事してんの。見て見て！」

　ジャスティンの声に気づくと、トビーは見物人の真ん中でぴょんぴょん跳とんでみせた。かと思うと華か麗れいにターンをして、最近流行の舞ぶ台たいそのものの踊りを披ひ露ろうする。

　小さな子供の完かん璧ぺきな踊りに見物人から感かん嘆たんの声と笑いが巻き起こり、トビーの足あし下もとには次々と小こ銭ぜにが投げつけられた。

　一見ただの大道芸だが、ジャスティンはひやりとして目を瞠みはる。

（これ、子爵たちがかかってた『呪のろい』じゃないの!?）

　慌てて人ひと混ごみをかき分け、ジャスティンはトビーの前にしゃがみこんで訊いた。

「トビー……その踊り、誰だれに習ったの？　ひょっとして、勝手に足が動くんじゃない？」

「あれ、なんでばれてんの？　そうなんだよ、昨日から、歩こうとするとこうなんの。でもまあ、小銭稼かせげるからいいんだけど」

　トビーはあっけらかんと答えるが、ジャスティンはますます青くなる。

　トビーの片手を握にぎってルーナエを振り向むき、懸命に訊く。

「ルーナエ！　お願い、見てあげて。この子にも、何か憑いてる？」

　ジャスティンに呼ばれたルーナエが前に出ると、その美び貌ぼうとそこはかとない威い圧あつ感かんに押されて、観客たちは自然に散り始めた。

　ルーナエはしばらくトビーを見つめた後、眉まゆ根ねを寄せて言う。

「……いや。何も憑いてはいませんね。しかし、どうも雰ふん囲い気きが不自然です。この子供は元々悪魔を寄せつけづらい天てん真しん爛らん漫まんな人間のはずですが、今は妙みような気配がします。どことなく暗いような……小鬼が好みそうな臭においです。思えばさっきの子爵の娘むすめも、似たような臭いでした。あちらは元から陰いん気きな人間なので、そんなものかと思っていましたが……」

「臭い？　俺、そんなに臭うかな」

　ジャスティンたちの話がわからないトビーは、戸と惑まどった様子で鼻をくんくんさせた。

　ジャスティンはそんなトビーの両りよう肩かたに手を置き、真しん剣けんに訊たずねる。

「トビー、聞いて。昨日私たちやユリアンと別れた後、変なことはなかった？　何か、怖いものを見たりとかは？　変な動物がいたとか、知らないひとに何かされたとか……」

「ん？　ちょっと待って。ユリアンって、誰？」

　無む邪じや気きにトビーに首をひねられ、ジャスティンはびっくりして瞬またたいた。

「ユリアンは、昨日のお兄さんだよ。トビーがお父さん、って呼んでた、軍服の……」

「はあ？　何言ってんの？　俺の父ちゃんはこの間死んじゃったよ？　昨日は姉ちゃんたちに会って、遊んでもらったんじゃないか！」

　ちょっと怒おこった様子のトビーに、ジャスティンは軽く混乱する。

（何？　これってどういうこと？　トビーがしらばっくれてるのかな。それとも本当に忘れたの？　大体、昨日は本当のお父さんも生きてるような話だったのに。話が変じゃない？）

　ジャスティンがまだ戸惑っているうちに、トビーは真剣な顔になって続けた。

「それよりさ。変な奴やつなら、俺見たよ。思い出した！」

「本当？　いつ、どこで？」

　身を乗り出すジャスティンに、トビーはこそこそと告げる。

「あのねえ、昨日の夜、あんたたちと別れた後だったんだけど。真っ黒でだぼだぼの服着て、帽ぼう子しを深ーくかぶった奴が道を歩いてきたんだ。やけに背中が曲がってたから、ジジイなのかな、と思ってさ。俺、また財さい布ふをすろうとしてぶつかってった。そしたらそのジジイ、すんごいすばやくって、逆に何かで指先をちくっとされちゃったんだよ。ほら、見て、ここ」

　トビーが突つき出してきた人差し指の腹には、確かに治りかけの小さな小さな傷がある。

（針で刺さされたみたいな傷きず跡あと。特に腫はれたりはしてないみたいだけど……）

　そこへエルデンが顔を突き出し、不ふ審しんげな表情でじっとトビーの指を見た。

「ふーん？　確かに変な臭いがすんなー」

「臭いって？　あんたたちの仲間っぽい臭い？」

　ジャスティンが問うと、エルデンは顔をしかめて首をひねる。

「んん？　似てるような、違うような……。俺たちっていうより、魔法っぽい臭いがする」

　すると、不意にルーナエが華きや奢しやな白い手でトビーの手を取った。

「あっ……」

　トビーはびっくりして手を引こうとするが、ルーナエは気にせず彼の指をなでる。

「こら、動くな。僕の顔にでも見とれてじっとしていろ。──ふむ。ジャスティン、これを見てください」

「うん？　あ……！　何か、文字みたいなのが浮うかんできてる!?」

　ジャスティンが目をこらしていると、ルーナエがなでたトビーの指の腹にみるみるうちに不思議な模様が浮かび上がってくる。赤いひっかき傷のような、複雑な文字らしきもの。

「おまじないに使う魔法文字みたいだけど、なんでだろ。……読めないな」

　ジャスティンは顔をしかめてもう一度集中してみるが、読めないものは読めない。

（似てるだけで、魔法文字じゃないのかな？　それとも、私が知らない文字？　そういえば、魔法書に書いてある十四行詩ソネツトの一部にも、何か書いてあるのに私には読めないところがあったっけ。私、全部の魔法文字を読めるわけじゃないってこと？）

　読めないとなるとひどく意味が気になって、ジャスティンはルーナエに助けを求める。

「ルーナエ、これって魔法文字だよね？　読める？」

「魔法文字ですが、読めません。とはいえ僕が無能なわけではありませんよ。この文字はおそらく、悪魔か人間の魔法使いが独自に作ったものです。最初から、文字の作成者と作成者に許された者にしか読めないのでしょう。しかし、どんな仕掛けで埋めこんだのか……」

「へー、そういう字もあんの？　俺も全然知らなかったぜ」

　エルデンが感心したように言い、ルーナエはぎろりと彼をにらんだ。

「お前はそんなことすらまだ覚えていないんですか！　いいですか、ついでですから教えてさしあげますが、魔法文字は我々悪魔が人間と契約を結ぶために作った、悪魔と人間の共通言語です。人間たちの間で使われる言葉は移ろいやすいですが、魔法文字はいかなる時代のどこの国の人間の心にも直接働きかけ、物事を定義する力を持ちます。ただし、一部の人間はそれを逆手に取って、魔法文字を使った魔法陣じんや札などを使って他ほかの人間や我々悪魔を操あやつろうとします。これが魔法使いというものです」

「なるほど。じゃあ、この魔法文字を作ったのは人間だ、っていう可能性もあるんだね」

　ジャスティンは考え考え言う。詳しいことはまだわからないが、この魔法文字が呪いに関わっていることはほぼ間違いないだろう。子し爵しやくの娘の指にも、同じものがあるかもしれない。

（……あれ？　でも、子爵本人は、小こ鬼おにを追い出したら呪いは解けたんだっけ？　うーん、まだ色々わからないことだらけだなあ）

　一方のトビーは、専門的な話が続きすぎて途と方ほうに暮れてしまったようだ。

「さっきから姉ちゃんたち、ほんとになんの話してるの？　俺、なんか病気なの？」

「病気っていうわけじゃないけど──この模様は消した方がいい、と思う」

　ジャスティンは慎しん重ちように告げ、ルーナエを見やった。彼は顔をしかめて首を横に振る。

「この魔法文字は指に深く根を張っています。無理に引き剥はがすなら、指ごと切るしかない。でなくば、この世界に残された魔法書を紐ひも解といて解除法の見当をつけるのが得策でしょう」

　ジャスティンは唇を噛かんで頷うなずき、トビーに向き直った。呪いの正体と解除法がわかるまで、この子を放ってはおけない。

「……トビー。私たち、あんたみたいに足が勝手に踊り出しちゃうひとの調査をしてるの。あんたの手の文字は手がかりになる。もしよければ、私たちと一いつ緒しよに来てくれない？」

　ジャスティンが真剣な顔で頼たのむと、トビーは少し不安げに首をかしげながらも頷いた。

「まあ、他にやることがあるわけじゃないし……うん、いいよ」

　ジャスティンは少しだけほっとして、これからのことを考える。

（子爵の娘さんも気になるけど、あの子爵の混乱っぷりじゃ、半はん端ぱな推論を言ってもかえって気の毒だよね。とにかく、どうにかしてトビーの指の魔法文字を読まなくちゃ。魔法について調べるなら、やっぱり一度退魔庁本部にいくしかないな）
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　かくしてトビーを連れたジャスティン一行がやってきたのは、首都近くのスタークレストにある退魔庁本部だ。ユリアンは他の仕事で留守とのことで、ジャスティンはひとまずスタークレスト城の地ち下か牢ろうへと降りる。退魔庁長官、ベネットと面会するためだ。

　ベネットは今日も、牢の中で元気いっぱいだった。

「やあ、久しぶり！　ジャスティン、会いたかったよ！」

　鉄てつ格ごう子しごしのベネットに満面の笑えみで言われ、ジャスティンはあいまいに微笑ほほえむ。

「こんにちは、ベックフォードさん。ご無ぶ沙さ汰たしててごめんなさい」

「ベネットでいいよ、別に。ここにいる僕は公こう爵しやく家の人間でもなんでもなくて、ただの死し刑けい囚しゆうだしね。さあ座って、ジャスティン。僕が頼んだ仕事はうまくやってくれたらしいね？」

　ベネットは気さくに言って、自分も牢の中の豪ごう奢しやな椅子いすに腰こし掛かけた。

　彼の声はいかにも明るいが発音はすごく貴族的だし、どれだけ笑っていてもなんとなく眼鏡めがねの奥の目が笑っていない気がする。

　ジャスティンは正直、ベネットのことがちょっと苦手だった。

（なんだか、気を許せないんだよね。心を見み透すかされてるみたいで）

「子爵の『呪のろい』の件は、一応どうにかなりました。これからユリアンに細かい指導は受けようと思ってるんですが──」

　ジャスティンは慎重に続けようとしたが、突とつ然ぜんベネットが素すっ頓とん狂きような声で話をさえぎる。

「あ、そういえば、魔法書の悪魔たちは元気？　きみのレクスはどうしてる？　ここに来るときは一緒じゃなかったみたいだね。ユリアンに聞いたけど、きみとレクスは恋こい人びと同士みたいに仲むつまじいらしいじゃないか。いいなあ、青春だなあ。僕も取り戻もどしたいよ、青春！　で、今日はレクスの代わりにちっちゃい子が一緒だったって話だけど、まさかきみの子供？」

　いきなりとんでもないことを訊きかれて、ジャスティンは思わず咳せきこむ。

（こ、こ、子供って！　未み婚こん女性にそんなこと訊くって、どういうひとなの!?）

「違ちがいます！　私とレクスは主人と使い魔で、友達なだけです！　トビーも同じ、友達ですから！　首都の旧市街で仲良くなったから、自分の城に呼ぼうと思って連れてきたんです。それより長官、今回の『呪い』って、一体なんなんですか？」

　無理矢理話を戻すと、ベネットは一気につまらなさそうな顔になって足を組み直した。

「なんなんですか、って訊かれてもなあ。それを調べるためにきみたちも使って、手を打ってるんじゃない。華か麗れいに踊おどり出すってだけなら問題ない気もするけど、不便は不便だしね？」

「……では、今回の件、私が個人的にちょっと調べてみてもいいでしょうか。気になることが色々あるんです」

　ジャスティンが我が慢まん強づよく言うと、ベネットは少し興味深げに訊いてくる。

「気になるって、たとえば、どんなこと？」

（全部本当のことを言うわけには、いかないな）

　反射的に身構えて、ジャスティンは慎重に言った。

「呪いがかかったひとの中にも、悪魔が憑ついているひとと、憑いていないひとがいました。一体どういう条件で、ああいった状じよう況きようになるのかを知りたくて」

「なるほどねえ。確かに大事だよね、そういう疑問って」

　ベネットはにこにこと頷いている。真意の読めない彼を見つめて、ジャスティンは続けた。

「──あと、その件とは別なんですけど、魔法文字についてももっと学びたいです。私、父様から魔法文字をおまじないとして教わったんですけど、ユリアンは魔法文字をもっと有効に使ってますよね？　あの原理とか応用がわかったら、色々楽になると思って」

　そこまで聞くと、ベネットは大きく頷いて告げる。

「うん、わかった。つまり、きみは僕たちの書庫に行きたいんだろ？　いいよ、すぐに誰だれかに案内させる。頑がん張ばるといいよ、ジャスティン。僕は頑張り屋やさんは好きなんだ。……あ、そうそう。勉強、きみの悪魔に手伝ってもらってもかまわないからね？　書庫は魔法陣で厳重に守られてるから。悪魔が変な気を起こしたって、きみや僕らに危害なんか与あたえられないさ」
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「で、これがその地下書庫ってやつ？　なんかやたらと気味悪いなー！」

　地下書庫に入った途と端たん、トビーは顔をしかめて叫さけんだ。

「トビー、正直すぎるよ」

　ジャスティンは苦く笑しようしながら、片手に角灯ランタンを持ち、片手にトビーの手を引いて歩いていく。

　ここは退魔庁の地下の一角、悪魔関係の資料を集めた書庫だ。

　通つう気き孔こうは空いているものの窓はなく、明かりもない。ジャスティンが角灯を持ちあげると、ところどころ蜘く蛛もの巣すがかかった石いし壁かべと、整然と並んだ書しよ架かの列がぼんやり浮かび上がった。

「見た目は陰いん気きだけど、ここは悪魔と闘うひとたちの本ほん拠きよ地ちだから、安全な場所のはずだよ。あんたのその指の変な模様を消して、歩き方を治す方法がここにあるかもしれないんだ」

　ジャスティンは説明しながら角灯で本の背表紙を照らしていき、目的にあう本を探す。

　ここに来るまでの道々で、ジャスティンはトビーに自分たちが悪魔退治をしていることを大まかに話しておいた。幼いトビーは話を柔じゆう軟なんに受け止め、すっかり吞のみこんだ様子だ。

　トビーはジャスティンのおまじないで普ふ通つうに歩きつつ、不気味そうに辺りをきょろついた。

「むしろここが悪魔の城っぽいけど……ねえ、姉ちゃん。この本ってなんて書いてあるの？」

「ん？　えーっとね」

　トビーに訊かれてジャスティンが書架をのぞきこんでみると、示された本の題は『世界の猟りよう奇き殺人百科・図解入り』だった。

　ジャスティンは一瞬激しいときめきに襲おそわれかけたが、すぐに考え直す。多分これは教育には悪い……のだと思う。

「……図解入りの料理の本。でもすごく難しくてつまんないやつね。それはともかく、お姉さんはしばらく調べ物するから。離はなれないで待っててよ」

　多少後ろ髪引かれつつも、殺人百科から話題をそらし、ジャスティンは目当ての本を次々書架から引っ張り出した。壁かべ際ぎわに設置された古めかしい書見台に本を置き、角灯で中身を照らす。

（まずは仕事仕事、と。とりあえず必要なのは、あの呪いにかかったひとのリスト。これだね。……うーん？　なんだか貴族の名前が多い？）

　気になっていちいち紳しん士し録と比べてみると、確かに呪いにかかった人間は圧あつ倒とう的てきに上流階級の人間が多い。職業は議員やら軍人やらがほとんどで、でなければその家族だった。

（まったく貴族と関係ないひとたちは……聖職者？　なんだろ、この職業の偏かたよりっぷり）

　上流階級が集う夜会や、クラブが関係しているのだろうか？　しかしそれにしては、トビーを始め、子供がリスト入りしているのがおかしい。

　ジャスティンが難しい顔で考えこんでいると、暇ひまになったトビーがベンチに腰掛けて声をかけてきた。

「そんなの読んで、姉ちゃんは頭いいんだな。顔も綺き麗れいだし、金もあるんだろ？」

「うーん……恵めぐまれてるのは、ほんとだよね。自分で勝ち取ったものはあんまりないけど」

　ちょっと決まり悪く言ってトビーを見ると、彼は不思議そうに首をひねる。

「そんなのあったりまえだろ。あんた、貴族なんだから」

「うん。それは確かにそうなんだけどさ、貴族には受け継ついだものに見合う人間になる義務もあるから。特に私なんか、おしとやかに淑しゆく女じよらしくしてるのが苦手だから、他のところで人一倍頑張らないと駄目なんだよね」

　ジャスティンは改めて気合いを入れ、トビーはくったりと壁かべに背をつけてつぶやいた。

「ほんと、変なの。すごく綺麗なのに、強くて……きっと、ひとりでも平気なんだな」

「それは──」

　それは違う、と言いかけて、ジャスティンは慌あわてて言葉を吞みこんだ。

　トビーはいつしか目を閉じて、とろとろとまどろみ始めている。

（こんな固いベンチの上で寝ねちゃうなんて、本当に疲つかれてたんだな）

　ジャスティンはなるべく静かに立ち上がり、自分が肩かたにかけていたショールでトビーをくるんだ。トビーはジャスティンに導かれるままベンチに横たわり、小さく囁ささやく。

「父ちゃん……」

　ジャスティンは少し悲しい気持ちでトビーを見下ろした。

（トビー、ここに来る途と中ちゆうで本当はお父さんは死んだんだって言ってた。寂さびしいだろうなあ。私がこのくらいのときは、城で使用人たちに遊んでもらいながらのんびり育ってたっけ）

　思えばジャスティン自身も、随ずい分ぶん遠くへ来てしまったものだ。

　ほんの数ヶ月前は、父と別れてひとりで長旅をするのも寂しくはなかった。冒ぼう険けんの延長線上みたいに思ってわくわくしていた。でも今は色んな本当のことを知ってしまって、ときには孤こ独どくで身体からだが震ふるえることもある。

　それでも明るくやってこられたのは、城の使用人仲間がいて、学校の生徒たちがいて、そして何より、あの物ぶつ騒そうだけれど優やさしい悪魔たちがいたからだった。

（──レクス、どうしてるだろ）

　思考は自然にレクスのほうへと傾かたむいて、ジャスティンはゆっくりと振ふり向むいた。

　書庫には闇やみに沈しずんだ書架がずらりと並んでいる。どこか不気味な光景も、冷たい闇も、今のジャスティンには怖こわくなかった。多分、レクスのことを思い出すからだと思う。

　今にもあの角からレクスが姿を現しそうだ。

　本当は、そんなことはあり得ない。ベネットが言っていた。ここには悪魔が自由にできないよう、魔法陣で厳重に守られている、と。

（そういえばベネットさん、勉強を悪魔に手伝ってもらってもいい、とか言ってたっけ。私とレクスが気まずいことになってること、知ってたのかもね）

　ジャスティンは闇をじっと見つめて、少しばかり迷う。

　ここでなら、比ひ較かく的てき安全にレクスと会えるかもしれない。一生逃にげ隠かくれするわけにはいかないし、何よりジャスティンにはレクスに伝えたいことがあるのだ。

（やってみよう、か。うん。──喚よんでみよう、レクスのこと）

　心に決めると少し震えが走ったが、それは不ふ愉ゆ快かいな震えではなかった。

　ジャスティンはすぐにポケットの中から白はく墨ぼくを取り出し、眠ねむるトビーの周りにいびつな魔法円を描えがく。そして角灯と赤い魔法書を取り、慎しん重ちように書庫の扉とびらへ歩み寄った。

　重々しい黒い木の扉に、ジャスティンは白墨でレクスの紋もん章しようを描いていく。

（大だい丈じよう夫ぶ、また、きっと、話せばわかりあえるから……大丈夫）

　自分に言い聞かせながら足あし下もとに角灯を置き、ジャスティンはわずかに震える声で囁いた。

「レクス？」

　ジャスティンの声が闇に消えると、扉に描かれた紋章はぼんやりと青い光を発した。

　辺りの闇が一段と濃こくなった感じがする。視線が自然に扉に吸い寄せられる。

　やがて、扉がきい、と軋きしんで細く開いた。

　同時に甘く重いバラの香かおりが辺りに広がる。気づけばいつの間にか扉は全開になっていて、漆しつ黒こくの闇の中に見慣れたレクスの姿があった。

　レクスの美び貌ぼうは冷たく冴さえ冴ざえとしていて、いくら見ても飽あきるということがない。

　ジャスティンの視線はレクスに釘くぎ付づけになったまま、腹の底からはぞくりと震えが這はい上あがってきた。気持ち悪いというより、怖かった。怖くて、同時に懐なつかしくて──

　なぜか、震えるほど嬉うれしい。

　複雑な気持ちを抱かかえて立ちすくむジャスティンに、レクスはそっと目を伏ふせて問う。

「──なぜ、呼んだ？」

「会いたくて」

　ジャスティンは小さく告げたが、その声はかすれていた。

「震えているのに、か？」

　レクスに言われてやっと自分が震えているのに気づき、ジャスティンは困り顔で笑う。

「……ほんとだ。震えてるね、私。でも、怖いからってだけでもないんだよ。──多分」

「実に面めん倒どうだな」

　レクスの穏おだやかなつぶやきに、ジャスティンは息を吞んだ。

（私、面倒だって思われた？　レクスはもう、私に関かかわるのは、嫌いやなの？）

　そう思った途端に目の前が暗くなって、足下があやふやになってしまう。心臓がひどく痛くて、目の奥がつんとする。駄だ目めだ。このまま泣き出してしまいそう。

　ジャスティンが言葉につまっていると、レクスは続けた。

「この一歩を踏ふみ出したくないような気がするが、お前の傍そばには行きたい」

　そう言ってレクスは淡あわく微笑ほほえむ。──怒おこっているわけではないのだ。

　レクスのそんな表情を見ただけで、ジャスティンからは悲しい気持ちが吹ふき飛んだ。

　勝手にほんのり微笑みがわいてきて、小さく頷うなずいて言う。

「大丈夫だよ。ここは退魔庁の魔法陣に守られてて、安全だって言われたから」

　レクスはちょっと虚きよを衝つかれたようで、どこかあきれ顔になって瞬またたく。

「そんなものがわたしに効くか。……本気で言っているのか？」

（わ、すっごく人間っぽい顔してる、レクス。こうしてると、ほんと、綺麗だな）

　ジャスティンはいつの間にやら、レクスの顔に魅み入いってぼんやりしていた。

　レクスはそんなジャスティンを見て不安になってきたらしく、扉に手をかけてわずかに目を伏せ、ジャスティンの顔をのぞきこんでくる。

「ジャスティン、どうした？　わたしが引っこんでいる間に何かあったのか？」

　まるきり心配性しような台詞せりふに、ジャスティンの心臓は少しずつ元気に打ち始めた。

　じわじわと気分が浮うき立ってくる。ジャスティンは身体が温まってくるのを感じながら、笑って言う。

「ううん。やっぱり、レクスがいると嬉しいな、って思っただけ」

　レクスは今度こそ首をかしげたまま固まり、ついには宙を仰あおいでため息を吐ついた。

「──やれやれ。わたしがお前を失いたくないと思うなら、いっそ魔界と人間界の狭間はざまに小さな籠かごでも作って、お前を入れてしまうしかなさそうだな。わたしにも手が出せないように」

「それは嫌。いくら安全でも、誰だれにも触ふれられないんじゃ、意味ないよ」

　ジャスティンが慌てて言うと、レクスは視線を戻もどして小さく笑う。

「そう言うと思った」

「当たり前じゃない。私だって、ひとりじゃ寂しいもの。……こっち、来る？」

　笑って手を伸のべると、レクスはジャスティンの手を取って書庫の床を踏んだ。

　そしてそっとジャスティンを抱だきしめる。

　ごく慎重に腕うでが回されて、あの甘いバラの香りが漂う。ジャスティンも注意深く、気持ちが行きすぎないようにして彼を抱き返した。レクスが穏やかに告げる。

「この間はすまなかった。……おかしな話だな。これだけ長く生きてきたのに、わたしは自分に戸と惑まどったのだ。自分の心に──悪魔の性さがに戸惑った。お前にどうやって触れていいのか、わからなくなった。しかしお前はいつでも、あっさりとわたしを赦ゆるしてしまうのだな」

　彼の声が安らいでいるのがわかって、ジャスティンの心はふんわりと明るくなった。

　全身の緊きん張ちようがゆるむのを感じつつ、ジャスティンは言う。

「だってレクス、いいひとだし」

「悪魔に対して『いいひと』は褒ほめ言こと葉ばではないぞ、ジャスティン」

　それもそうかも、と思ってちょっと笑い、ジャスティンはレクスから腕をほどいた。

　レクスときちんと視線をあわせる。もう怖さは溶とけ消えてしまって、とても素す直なおに言葉が口から零こぼれ出た。

「なんだか、悪魔だからとか、ひとだからとか、面倒だね。お互たがいに違ちがうところがあるのは当たり前だけど、どっちがいいとか悪いとかっていうのは何か違う気がする。私、ルーナエに聞いたんだ。悪魔ってそもそも昔は神様とか天使だと思われてたものなんでしょ？　元は私たちにとっても、滅ほろぼすべきものじゃなかったんだよね」

　レクスは頷く代わりに、少しだけまつげを伏せて答える。

「昔は人間の考え方が違ったからな。かつて世界は混こん沌とんとしていて、ひとの価値観も善と悪の二色になど分かれてはいなかった。ゆえに強大な力を持ち、気まぐれな我々は、お前たちにとっての神だった。我々は戯たわむれに殺し、戯れにお前たちに知識を与あたえる存在だったのだ」

　レクスの答えを聞いているうちに、ジャスティンの中では疑問がするするとほどけていく。

（そっか……なんか変だとは思ってたんだ。世界の神話を学ぶと、神様ってあんまりにも色々いて、どれが本当の神様なのかちっともわからない。なのに教会は神様はひとりだって言って、他国の神様はみんな悪魔呼ばわりするし。本当の神様って一体なんなんだろうって思ってたけど──そういうことなんだ。変わったのは『神様』じゃなくて、私たちだったんだ）

　レクスたち悪魔は、ずっと人間たちの隣りん人じんだった。

　悪魔がとても残ざん酷こくな性格で、たくさんひとを殺したのは本当のことだろう。でも、恵めぐみも与えてくれた。結局彼らは人間と同じ、善でも悪でもないもので、人間のほうが彼らを絶対悪と決めてしまっただけなんじゃないだろうか。

（なら、また人間が変われば、きっと私たちと悪魔の関係も変わるってことだよね？）

　なんだか一筋の希望の光が見えてきた気がする。

　もやもやしていた思考が固まってきたのを感じ、ジャスティンは勢いこんで言った。

「きっと、きっかけは教会だよ。教会の教えが入ってきてから、人間の世界はばっきり善と悪に分かれちゃったんだ。でも私、そんなふうに全部を割り切っちゃったら、どこかで無理が出ると思う。だからきっと、いつかまた世界は変わると思うよ。変えられると、思う」

　そんなジャスティンを面おも白しろそうに眺ながめ、レクスは彼女に手を伸べる。

　ジャスティンは軽くレクスの手を握にぎって、書しよ架かの間を歩き出した。

　闇の中で、甘く笑うようなレクスの声が響ひびく。

「人間たちはきっと、そんなことを言うお前を笑うか、魔ま女じよと呼ぶだろうな」

「かもね。どうしよう、火あぶりかな」

　ジャスティンは苦く笑しようした。不思議に、あまり怖いとは思わない。

　ジャスティンの手を取ったレクスの手にかすかな力がこもり、彼の声が静かに響く。

「しかしひるむことはない。世界など、ほんの些さ細さいなことで変わるのだ。変えようとする無む謀ぼうな人間さえいれば、あらぬところですべてはひっくり返る。お前はお前の道を行け。お前はお前が思うほど非力ではない。そもそも魔法が使えるだろう？　あれは大した才能だ」

「魔法って、例のおまじないのこと？」

　ジャスティンが訊きくと、レクスは穏やかに頷く。

「そうだ。──ジャスティン、お前は、自分で自分専用の魔法文字を作る気はないのか？」

「作るって、私が？　でも、なんのために？」

　ジャスティンが問うと、レクスは少し悪戯いたずらっぽく目を細めて告げた。

「わたしに枷かせをつけるためだ。お前のことをたやすく殺せないようにな。契けい約やくより効き目は限定的だが、わたしの身に直接刻めば多少は効くだろう」

　いきなりの提案にびっくりし、ジャスティンは立ち止まった。

　レクスからは真しん摯しな気配が伝わってくるけれど、枷という言葉の響きはどうにも悲しい。

「私は、そんなのなくても大丈夫だよ？　でも……そうしたほうが、レクスは楽なの？」

「かもしれん」

　即そく答とうされてしまうと、悲しいながらもジャスティンの心は決まった。

　ジャスティンはレクスを見上げ、慎重に言う。

「──なら、文字を作るのはかまわない。なるべく、すごく危ないときしか発動しない感じに作れるかな？」

「お前の望むままに作ればいいのだ。お前は魔法文字の意味を思い浮かべるだけでいい。わたしがその意味を深層まで読みこんで、記号化する。──願うといい、我が主」

　レクスは言い、指を鳴らした。乾かわいた音と同時にあのバラの香かおりが辺りに漂ただよい、闇やみの中をはらりと赤い花びらが落ちていく。

　その花びらに視線を吸い寄せられながら、ジャスティンの心は不思議に澄すみわたった。

（魔法文字の意味って……レクスが私を殺しませんように、って思い浮かべればいいの？　何か違う気がするな。もっと違う──そうだ）

　自然に集中力が高まってきて、ジャスティンは胸に浮かんできた願いを強く念じた。

（声が、届きますように。──どれだけ離はなれていても、レクスが我を失っていても、私が名前を呼んだら、その声が届きますように）

　念じ終えてゆっくり視線を上げてみると、いつの間にやら、目の前にぼんやりと青白い光が浮かんでいる。それは細い光の線で空中に描えがかれた、複雑な模様だった。

　ジャスティンはしげしげと模様を見つめて訊たずねる。

「これが、私とレクスの作った文字？」

「そうだ。その文字を、ここに指で書け」

　レクスは言いながら軍服の襟えり元もとをゆるめ、白い首筋から肩かたを露あらわにした。

　白い肌はだを真っ黒な髪かみがすべるのを見て、ジャスティンはついどきっとする。

（綺き麗れい……。男なのに、レクスってなんでこんなに色っぽいんだろ）

「えーっと……。このへんでいい？」

　ジャスティンはためらいがちにレクスの鎖さ骨こつの上に指で触れ、そのまま宙に浮かぶ魔法文字の形を肌の上に書き写した。

　最後まで書くと、複雑な文字の形がレクスの肌の上に赤く浮き上がる。

　赤い文字からはみるみるうちに血がにじみ出て、レクスの肌を這はっていった。

「レクス、血が出てるよ？　痛くなかった？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　ジャスティンは青くなって訊くが、レクスは傷の血を指でぬぐい、舐なめとって微笑ほほえむ。

「言っただろう。痛むのは嫌きらいではない。お前が与える痛みならなおさらだ」

「それは駄だ目め！　私が、レクスが痛いのは嫌だって言ってるのに！」

　ジャスティンが懸けん命めいに訴うつたえると、レクスはさっきまでの色気が嘘うそだったかのようにきょとんと瞬またたき、真顔で言う。

「そういえばそうだったな。すまない。注意しよう」

「本当？　本当にこれからは注意してね。約束だよ」

　むきになって言うジャスティンに、レクスは少し楽しそうに頷うなずく。

　ふたりの間には、いつしかすっかり元のような穏おだやかさが戻ってきていた。

　そして、元とは少しだけ違う、熱っぽさも。
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　その後、レクスと一いつ緒しよに夜よる遅おそくまで魔法について調べていたジャスティンは、退魔庁本部の近くに宿を取ることにした。

　そして翌日。新聞を見たジャスティンは、派手な猟りよう奇き殺人の記事を見つける。

　殺されたのはオルコット子し爵しやくの娘むすめ。

　呪のろいにかかったとして、ジャスティンのところへやってきた女性だ。

　──彼女は、鋭するどい獣けものの牙きばに切り裂さかれて死んだのだという。
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「こりゃ……まあ、控ひかえめに言ってもひどいもんだな」

「またですよ。また『謎なぞの猟奇殺人』ってやつだ。どうなってんですか、最近の首都は？」

「そんなの俺が訊きたいよ。気にはなるけどな、こういう事件は上のほうの連中が嫌いやがる。色々あるらしくてな……どうせまた迷めい宮きゆう入りってことで、なかったことになって終わりだろ」

　殺人事件のあったオルコット子爵邸では、駆かけつけた警官たちが顔をしかめてぼやきあっている。

　美しく飾かざり立てられていた邸内は、今やありとあらゆるものが床ゆかに投げ出され、床も絨じゆう毯たんも血と泥どろで汚よごれ、立派な大理石の柱には巨きよ大だいな獣の爪つめでえぐった跡あとが残っているという有様だ。

　警部は整えたあごひげをなでながら、実に嫌そうにつぶやく。

「明らかに、ひとの仕し業わざじゃない。だけどな、じゃあなんの仕業かって訊かれたら、俺たちには答えようがないだろう。町中に虎とらだのライオンだのが歩いてるわけもなし──」

「本当にそう言い切れるでしょうか？」

「ん？　なんだ？」

　急に響いた少女の声に、警部はぎょっとして振ふり返った。

　すると、さっきまで誰だれもいなかった荒あれ果てた玄げん関かんホールに、ジャスティンとレクスの姿が出現している。

　幽ゆう霊れいか幻まぼろしのような登場に、警官は喉のどの奥で悲鳴を押し殺した。

　警部のほうはどうにか威い厳げんを保つことに成功し、ぎろりとふたりをねめつけて訊く。

「きみたちは何者だね。玄関は鍵かぎがかかっていたはずだ。一体どこから入ってきたのだ」

「普ふ通つうに玄関からです。鍵のかけ方が甘かったのかもしれませんね。私たち、怪あやしい者ではありませんのでご心配なく」

「そのとおりだ。まったく怪しくない」

　ジャスティンの傍かたわらでレクスが厳おごそかに頷く。

　そのあまりの美しさと迫はく力りよくに頭の芯しんがぐらりと揺ゆらぎ、警部は思わず脂あぶら汗あせをにじませた。

「ばかな！　あからさまに怪しいぞ！　まずは名前と職業を言いたまえ！」

（職業……ここは《探たん偵てい》で押し切るしかないよね。そう言って子爵の呪いを解いたんだし）

　ジャスティンは真しん剣けんに警部を見つめ、なるべく大人っぽい声を出して言う。

「私たちはエルズバラ心しん霊れい研究所の者で、怪しいものが関かかわる事件を担当する探偵なんです。ここには、殺人事件の調査のために来ました」

「探偵だと!?　きみみたいな子供がか？　それとも、その、隣となりの──その……けして変な意味ではないが、大変美形で色っぽくて立っているだけで絵になっているその方がか……？」

　警部はレクスのほうを見ると、迫力に負けて相手を敬う物言いになってしまった。

　レクスはそんな警部を少し蔑さげすむように微笑んで、艶つやのある声で告げる。

「わたしは助手で、彼女が探偵だ。どう見てもそうだろう。まさか、そう見えないとでも？」

　中年の警部はしばらく苦く悶もんの表情を浮うかべて葛かつ藤とうしているようだったが、どうにか立ち直ってレクスを怒ど鳴なりつける。

「全っ然、見えん！　とにかく、事件現場は女子供の遊び場ではないぞ。帰れ、帰れ！」

「遊びでなんて来てません！　信じてください。なんなら、探偵だっていう証しよう拠こにあなたの職業を当てますから！」

　ジャスティンが一歩も退ひかずに言うと、警部はさらに顔を真っ赤にして怒おこり出した。

「阿あ呆ほうか！　我々が警察の者なのは見ればわかるだろう！」

「じゃあ、その後ろの棚たなで壊こわれてる壺の制作者を当てます！」

「それは単なる骨こつ董とう知識だ！」

「じゃあ、三秒後にあなたは転びます！」

「それは単なるインチキ予言だ！」

　警部が怒鳴った直後、レクスがぱちん、と小さく指を鳴らす。

　同時に警部の足あし下もとで小さなつむじ風が起こり、警部はころりと転てん倒とうした。

「予言……当たった……？」

　警部は床に転がったまま恐きよう怖ふの形相でつぶやき、部下の警官もじわりと冷や汗あせをかく。

　化け物を見るような目で見つめられたジャスティンは、居い心地ごこちの悪さをねじ伏ふせて言った。

「──とにかく、この件が普通の事件じゃないのは明らかです。……亡なくなったお嬢じようさんのためにも、中を調べさせてください。私たちにしかできない調査があるんです」

　真剣なジャスティンの態度にも、警部はしばらく黙だまりこくっていた。

　やがて不意に立ち上がって身なりを取り繕つくろうと、警部はなるべくレクスと目をあわせないようにして告げる。

「きみの言い分は理解した。この科学の時代に心霊というのは時じ代だい遅おくれだが──わたしはそう頭の固い男ではない。うむ。現場を見て何かわかるというのなら、やってみたまえ。ただし、何か持って帰るのはいかん！……それでいいかね？」

「もちろんです！　ありがとうございます！」

「ああ、うん。まあ、せいぜい頑がん張ばりたまえ」

　警部は目をそらしたまま言い、警官を従えてそそくさと玄関から外へ出て行った。

　いささか拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりした去り際ぎわに、ジャスティンは少し疑問を覚える。

「って、さっさと行っちゃったけど……私たちのこと、見張ってなくていいのかな？」

「中にいても奴やつらには何もできまい。玄関の前で見張っているふりをするのが似合いだ」

　レクスが平然と言ってのけると、その傍らにじわりとエルデンとルーナエの姿が現れた。

　ルーナエは荒れ果てた室内を見やり、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

「いかにも下等な悪魔が荒らした、といった雰ふん囲い気きですね。まったく美しくない。美を理解する者なら、混こん沌とんの中にもなんらかの秩ちつ序じよを含ふくませておくものですが、それもない」

「ルーナエ坊ぼつちゃんの美意識はよくわかんねーけど、ま、安易な荒らし方なのは確かかなー。やたらと壊してるだけで、特とく殊しゆな技使った跡は全然ないし。トビー、怖こわいかー？」

　エルデンは肩かた車ぐるましたトビーを見上げて、からかうように言った。

　トビーはがっしりとエルデンの首にかじりつき、ぶんぶんと首を横に振る。

「ばっか言うなよ、平気に決まってんだろー！　家の周りでは、喧けん嘩かとか年中あったもん。それに兄ちゃんたち、俺たちを守ってくれるいい悪魔なんだろ？」

「そうそう、危なくなったら可愛かわいく『助けてください』ってお願いしな。上手にできたら助けてやるよ」

　楽しそうに言うエルデンに、ジャスティンはちょっと厳しい顔で告げた。

「言われる前に守ってあげなきゃ駄だ目めだよ、エルデン。あと、トビー。今は私たちと一いつ緒しよに居るのが一番安全だとは思うけど、怖かったらすぐ言ってね」

「──うん。ありがと、姉ちゃん」

　トビーが頷うなずくのを確かく認にんしてから、ジャスティンは改めて辺りを見み渡わたした。

（それにしても、ひどい。大きな獣が何匹びきも暴れ回った後みたいだ）

　つい昨日会った女性が、その日のうちにここで殺された。

　そう思うと目の前に記き憶おくの中の女性がちらつき、全身の血が下がっていくみたいで、ジャスティンは懸けん命めいに足を踏ふん張る。

（あのとき、もっと彼女のことをくわしく調べればよかったのかもしれない。もっと、守ってあげればよかったのかもしれない。──彼女が死んだのは、私のせいだ）

　激しい後こう悔かいで、刺さすように頭が痛くなる。けれどここでうずくまるわけにはいかない。

（頑張らなきゃ。どうにか、責任を取って早くこの呪いの事件の真相を明らかにしないと。そのために退魔庁での調べ物を中断して、またここに戻もどってきたんだから）

　必死に自分に言い聞かせ、ジャスティンは生なま唾つばを吞のみこんで玄関ホールの先へと進んだ。

　ホールから続く食堂に入ると、上等な絨毯にべったり獣の足あし跡あとがついているのがわかる。

「あー、臭におう臭う、ぷんぷん臭う。これは悪魔だわ」

　エルデンが顔をしかめて言い、ルーナエは鋭するどく辺りを見渡した。

「確かに悪魔のいた気配はしますが──変ですね」

「……確かに妙みようだ。それなりに力はある悪魔のようだが、わたしの知らない気配だな」

　レクスの言葉に、ジャスティンは青い顔を上げて訊たずねる。

「本当？　レクスが知らないような高位悪魔って、いるの？」

「いない。エルデンのような《槍アルマ》でない限り新しい悪魔はなかなか生まれるものではないうえ、我々は長生きだ。互たがいの気配くらいは知っている」

　レクスは即そく答とうする。ジャスティンは考えこみ、思いついた可能性を口にした。

「だとしたら、ここに来た悪魔は、何か気配を変える術を持っていた、とか？」

　すると、ルーナエは難しい顔で腕うでを組んでしまった。

「可能性はありますが、このやり方を見るに、そう複雑な細工ができる者とも思えな……」

「──貴様ら、まさか、ぬけぬけと戻ってきたのか！」

　いきなりの怒ど声せいに、ジャスティンはぎょっとして振り向むく。

　食堂から顔を出してのぞいてみると、玄関にはオルコット子し爵しやく本人が立っていた。

　怒いかりで顔を真っ赤にしたあげく、背後には何人もの警官を従えている。

（うわ、警官隊の中に、さっきここにいた警官たちもいる！　あっさり引き下がりすぎだと思ったら、私たちのことを子爵に確認してたのか。オルコット子爵は……それは、私たちのこと怒ってるよね）

　ジャスティンは唇くちびるを噛かみ、とにかく子爵にお悔くやみを言おうとする。

「オルコット子爵。このたびは大変なご不幸で……」

　ところが子爵は聞く耳を持たず、背後の警官隊に向かって怒鳴った。

「捕つかまえてください、あいつらです！　奴らは先日わたしの家まで来て、わたしを脅きよう迫はくしたんだ！　娘むすめを殺したのも、奴らの仕し業わざに決まっている！」

「は!?　ちょっと待ってください！　なんですか、脅迫って！」

　ジャスティンは唖あ然ぜんとして聞き返したが、レクスがすばやくその腰こしを抱だいた。

「事情はわからんが、とにかく逃にげるぞ」

　レクスの囁ささやきを聞いたエルデンは、指示される前にトビーを肩から下ろして狼おおかみの姿に戻る。ばねをきかせて一気に飛び出したかと思うと、エルデンは食堂の窓に全身でぶつかった。

　けたたましい音と共に、華か麗れいな色ガラスの窓が桟さんごと砕くだけて外へと落ちていく。

　警官隊が反応できずにいるうちに、ただの穴と化した窓を、ジャスティンを抱いたレクスと、トビーを抱かかえたルーナエが軽かろやかに飛び越こえた。

「追え、追ってくれ、頼たのむ！」

　どうにか我に返った子爵が悲痛な叫さけびをあげ、よろめきながら割れた窓に駆かけ寄る。

　慌あわてて続いた警官隊が窓から下をのぞいたときには、すでにジャスティンたちの姿はどこにもなかった。
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「そろそろまいた──かな？」

　ジャスティンが路地から顔を出し、きょろきょろと辺りを見渡す。

　子爵邸から逃げ出したジャスティンたちは、屋根を伝って旧市街までやってきていた。

　雑多な人々の行き交かうさまをちらと見やり、レクスが告げる。

「追っ手の気配はない。そもそも常識に捕とらわれてる人間どもは、人間を探すときに頭上や地面すれすれの高さは見ないようにできているものだ。屋根の上を渡わたればそうそう気づかれん」

「そっか。──それにしても、さっきのってなんだったんだろ……？　私たちが脅迫したとか、子爵の娘さんを──殺した、とか」

　ジャスティンはつぶやき、強く唇を噛んだ。子爵の娘を救えなかったのは本当だ。

　けれど、殺した、と言われるのは納なつ得とく出来ない。

（そこまで恨うらまれてるってこと？　それか、ただの勘かん違ちがい？　じゃなかったら……）

「奴が正気を失っている可能性はあるが、面めん倒どうな事態になったことは確かだな。とっととこの事件の真相を突つき止とめて首都を離はなれなければ、さらに面倒なことになるだろう」

　レクスの言うことはもっともだ。ジャスティンは腕を組んで真しん剣けんに考えこんだ。

（落ち着いて考えよう。オルコット子爵の娘さんは、子爵やトビーと同じ呪のろいにかかっていた。子爵は小鬼に憑つかれて、娘さんは悪魔に食い殺された──つまり？……そう、悪魔に憑かれているから呪いにかかるんじゃなく、あの呪いにかかると、悪魔に憑かれやすくなるんだ）

　何度か考えてみるが、この考えは追いかけてみる価値がある気がする。

　ジャスティンは顔を上げ、ひとの姿に戻ったエルデンに訊きいた。

「エルデン。さっきの家の、子爵の娘さんの匂においって……覚えてる？」

「そりゃあまあ、あれだけぷんぷんしてりゃ覚えてるけど。それがどーかした？」

「あの娘さん、呪いにかかるちょっと前に、このへんを歩いたって言ってたじゃない？　昨日旧市街を調べたときはトビーに気を取られちゃったけど、改めて娘さんの足取りを追えないかな。もっと具体的にどの辺りを通ったのかとか」

　ジャスティンの願いを聞くと、さすがにエルデンも難しい顔になって自分の顎あごをなでる。

「呪いにかかる前っつーと、二日前か？　こんだけひとがいるところで、二日前に歩いてっただけの女の匂いをかぎ分けろって？　難しいこと言うなあ、嬢じようさんは」

　すると傍らのルーナエが、横目でエルデンをにらんで言った。

「ジャスティン、この無能悪魔に期待しても無む駄だですよ。こいつは戦せん闘とう以外では本当に役立たずです。そんな器用なことができるようなら、僕の苦労は大分軽減されたはずですから。調査なら僕に心から敬意を払ってお願いすれば、やってあげなくもありませんが……」

「ちょっ、待て！　何どさくさにまぎれて悪口言ってんだよ、ルーナエ！　やるよ、やってやりますよ、やりゃいいんだろ!?　いつまでも保護者顔なんざさせねえぞ、見てろよ、この！」

　エルデンは腕をまくりあげそうな勢いで言い、大まじめに意識を集中させ始めた。

「うーん……ん、んん？　ああ……どっかでは匂ってるな。こっちのほうか？」

　目をつぶってぶつぶつ言いつつ、エルデンは狭せまい路地へと入っていく。

　しばらく行くと路地は密集した家々の共有する中庭に出て、さらに他ほかの大通りへと向かう。

「あー、もう、ほんとに匂ってはいるんだよなー。だけど、歩いただけっつーのは……ん？　あ、ここ、ここ！　ここは確実だ。確実にちょっと足をとめてるぜ！」

　そう言ってエルデンが目を開けたのは、小さな骨こつ董とう品店の前だった。

　百年前からありそうな古い店で、薄うす暗ぐらいショーケースには大きな陶とう器きの壺が飾かざってある。

「このお店に用があったのかな。私、ちょっと聞きこみしてくる」

　ジャスティンはさっそく店に向かいかけたが、ルーナエの冷たい声がそれを制した。

「その必要はありません。僕が時間魔法を使って、この周辺の記憶を呼び覚まします」

「何、時間魔法って？　そもそも、『この周辺の記憶』って一体……？」

　聞き慣れない単語に戸と惑まどうジャスティンに、ルーナエは鼻を鳴らして答える。

「説明したとて、きみの頭では理解できませんよ。きみたち人間向けに幼よう稚ちに言えば、この空間自体に蓄ちく積せきされている過去の情報をすべて探さぐり出し、僕が視覚情報のみ選えり分け、再構築して我々の視覚に展開するということです」

「……ご、ごめん。まだわかんない」

「だから言ったでしょう。もろい人間は黙だまって見ていなさい。うろうろされると面倒です」

　きっぱりと言い、ルーナエは手て袋ぶくろをした手を伸のばす。

　すぐに彼の手のひらは青い光を帯び、その上に鈍にぶく光る輪が出現した。

「《時の殺害者》、『廃滅のウイアード・王子ネバーモア』ルーナエの名において、《静止の輪》よ、時を切り裂さけ」

　ルーナエの冷たく凜りんとした声が辺りに響ひびき、青白い輪がゆるゆると回り出す。

　同時にジャスティンの視界が揺ゆらぎ、鮮あざやかな色しき彩さいを失った。

（あれれ？　私の目がおかしくなったわけじゃない、よね？）

　ジャスティンは何度か目をぱちぱちやるが、辺りはすべて灰色になったままだ。

　灰色の空の下、灰色の道を、灰色のひとたちが歩いていく。試ためしにジャスティンが自分の身体からだを見下ろしてみると、自分にはちゃんと色がついていた。

　振ふり向けば、レクスたちにも元の色がある。

（私たち以外はみんな灰色なんだ。……あ、あのひと！）

　灰色の風景の中にオルコット子爵の娘を見つけ、ジャスティンは息を吞のんだ。

　ルーナエは手の上に輪を浮うかべたまま告げる。

「今、灰色に見えているのは二日前の光景です。ちなみに過去の光景が灰色なのは、色をつけると負ふ荷かが大きすぎてきみの身体がもたないからであって、僕の不備ではありません」

「うーん、わかったような、わからないような……」

　ジャスティンは軽い頭痛を覚えて頭を押さえ、とにかくオルコット子爵の娘を視線で追った。子爵の娘は大きな包みを侍じ女じよに持たせて店から出てくる。今のところは健康そうだ。

「──とにかく、子爵の娘さんの後を追うね。何か、示唆ヒントがあるかもしれないから」

　ジャスティンが飛び出そうとすると、すっとレクスが片手をさしのべる。

「わたしの腕につかまれ。この過去の光景は幻まぼろしだ。本当のお前は、現在の旧市街にいる。過去ばかりを見つめて歩いていくと、現在の通行人にぶつかるぞ」

「うう、色々本当にこんがらがる……！　わかった。お願いね、レクス」

　混乱する頭を軽く横に振って、ジャスティンはレクスの腕に手をかけた。ふと見上げると、レクスの赤い目がこちらを見ている。その色が静かなのを確かく認にんして、ジャスティンはほっとしてレクスに身体を寄せた。

　こんなときだけれど、レクスに触ふれられるのは安心する。ジャスティンはこっそり、彼の袖そでの生き地じをつかむように指に力をこめた。レクスはジャスティンを自然に導いて子爵の娘を追う。

　子爵の娘は侍女とお喋しやべりをしながら歩いていき、大通りに出るところでひとりの紳しん士しとすれ違ちがう。そこでふと、レクスが足を止めた。

「……ルーナエ。少しだけ過去に戻もどって、止めろ」

「はい、レクス様」

　ルーナエがうやうやしく言うと、灰色の世界が少しだけ過去に巻き戻ってから静止した。

　人形のようにたたずむ人々の間をすり抜ぬけ、ジャスティン一行は子爵の娘の傍らに立つ。

「ジャスティン、この人間の手を見ろ」

　言われてみると、男は手袋をした右手を軽く握にぎって身体の横に垂らしている。一見なんの異常もない彼の手は、今、ちょうど子爵の娘の手袋をかすめたところだった。

　さらによくよく目をこらすと、男は指の間に小さな針らしきものを挟はさんでいる！

「……！　姉ちゃん、こいつ、こいつだよ！　俺の手に針みたいの刺さしたの！」

　途と端たんに背後でトビーが叫び、ジャスティンは急いで振り返る。

「トビー、本当？　顔、見たの？」

「ちょっとだけ見えたんだ。ガス灯に照らされて……そうだ、こいつだった。この、すっげー普ふ通つうの、目立たなさそうな顔！」

　トビーは真剣な顔で、針を持った紳士を見上げている。

　確かにトビーの言うとおり、紳士はいかにも印象に残らない雰ふん囲い気きのひとだ。それがかえって空そら恐おそろしく、ジャスティンはぎゅっと唇くちびるを噛かんで頷うなずく。

「今度はこのひとを追おう。魔法文字を調べるより、呪いの謎なぞに近づけるかも」
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　謎の紳士の跡をつけ始めて、しばらく後。

　ジャスティンたちは昼なお薄暗い路地にいた。

「首都にこんなところがあったんだ……」

　ジャスティンが驚おどろきを隠かくせないのも無理はない。

　きらびやかで美しい首都の路地を、低いほう、低いほうへと降りていった果て、すっかり人ひと気けのなくなった辺りに、ひっそりと地下へ続く階段が延びている。

　階段の先は真まっ暗くら闇やみで、こちらへ向けて湿しつ気けを含ふくんだぬるい風が吹ふいてきた。

「ここって、元は湖にかかってた橋の下だったとこじゃねーの？　橋の上にも建物が建ってるし、元々あった湖も埋うめ立てちまってるから地下みたくなってるけど。ちょっと前──って言ってもまあ、百年以上前の話、このへんの橋の下に貧民街があったの知ってるぜ」

　最近の人間界にくわしいエルデンが言い、トビーがこそこそと彼の後ろに隠れる。

「……ここ、やだよ。やばい噂うわさがいっぱいあるんだ。殺さつ人じん鬼きがいるとか、幽ゆう霊れいが出るとか」

「確かにいかにも何か出そうだけど……さっきの男のひと、この中に消えたんだよね」

「どう見ても、ただの紳士が住まう場所ではないな。──行くか」

　レクスは冷静に言い、ジャスティンの手を取って階段を下り始める。

　ジャスティンは暗闇の中、慎しん重ちようにレクスの後に続いた。

（もうルーナエの術は解いてもらったはずなのに、こんなに暗くちゃなんの色もわからないな。でも、意外と変な臭においとかはしないかも？）

　闇やみの中にはしばらくジャスティンたちの足音が響くだけだったが、やがて、眼下に青白い光がにじむ。

（明かりだ！　誰かいるの？　それにひょっとして、あの光の色って……ガスだよね）

　元々貧民街だったような地下に、ガスなど通っているのだろうか？

　何かの見み間ま違ちがいかとも思うが、階段を下りきってみると、確かに石いし壁かべにガス灯がついている。ガスの光に照らされた周囲は狭い地下道で、意外に片付いていて清潔だった。

　階段を下りながら、エルデンはきょろきょろして言う。

「なんだこりゃ。俺が思ったのと大分違うなー。普通、こういうとこって、もれなくうさんくさい奴やつらのたまり場になるんじゃねーの？」

「うさんくさい者はうさんくさい者でも、随ずい分ぶん特とく殊しゆな人間のたまり場のようですね」

　ルーナエが鋭するどく言い、足あし下もとに視線を落とす。つられてジャスティンも見てみると、石の床ゆかに目立たない灰色のペンキで何かが描えがかれているようだ。

「これ……ひょっとして、魔法文字!?」

「そうだな。魔法文字で一種の結界が張られている。これより先ではひどく魔法が使いづらいのと、合い言葉を言わない人間は、この先には入りたくなくなるだろう。ここで言うべき合い言葉は──『冒ぼう険けんこそ我が命』」

　レクスの深い声が響くと、辺りの空気がすっと軽くなる。

（冒険って、ひょっとして──まさか、ね）

　冒険、と言われてまっさきにジャスティンが思い出すのは父のことだ。

　ジャスティンの父は冒険貴族で、『エルズバラ冒険者クラブ』という組織に所属していた。

　表向きは上流階級の道楽冒険者が集まるクラブだが、その実体は世界中の危険な魔法具などを集めて管理する組織だったと、ついこの間判明したばかりだ。クラブは強力な魔法具を使って革命を起こそうとしていた男によって分ぶん裂れつし、ジャスティンの父は彼に命を狙ねらわれていた。

（もしもここが、『エルズバラ冒険者クラブ』の本ほん拠きよ地ちで、さっきの男のひとがクラブ会員だったとして。あんな呪のろいをかけて回る意味なんてあるのかな。……あれ？　でも、そういえば、呪いをかけられたひとは大たい抵てい、貴族か聖職者、あとはその家族だったんだっけ？）

　呪いにかかるのは権力者ばかり。もしくは、その権力者が大事にしているひとたちばかり、ということだろうか。

（政治的な意図とか、ひょっとしてあるのかな）

　ジャスティンが嫌いやな予感に顔をしかめていると、やがて地下道は大きな扉とびらに行き着く。

　扉は重じゆう厚こうな両開きの鉄製だったが、レクスがそっと触れるだけで自然に両側へと開いた。

　扉の向こうをのぞきこみ、ジャスティンは思わず息を吞む。

「すごい……！　これって一体……？」

「いわゆる、クラブだな」

　レクスが落ち着いた調子で答え、トビーが目をまん丸にした。

　そう、確かにジャスティンたちの目の前にあるのは巨きよ大だいで豪ごう奢しやな地下空間だ。

　ジャスティンの城の大食堂ほどもある広間の真ん中には、巨大なえんじの絨じゆう毯たんが敷しかれている。その上にはいかにも高そうな椅子いすや円えん卓たくがぽつぽつと置かれ、壁かべには重厚な書しよ架かや展示ケースが並び、なめらかで暗い色の家具がガス灯の明かりを反射していた。

　ふたつある暖だん炉ろの前には獣けものの毛皮が敷かれ、だめ押しのように天てん井じようからはクリスタルをふんだんに使った大シャンデリアが下がっている。気合いの入った金のかけようである。

「確かにクラブだけど、こんな地下に……一体、誰が造ったんだろ？」

　ジャスティンが呆ぼう然ぜんと言うと、ルーナエが床に落ちている紙し片へんを拾った。

「多少埃ほこりがたまっています。クラブとしてはもう機能していないのでしょう。とはいえ最近もぽつぽつとはひとが出入りしているようですが──ああ、これがクラブ名ですね」

　ルーナエは冷静に言いながら、丸められた便せんを広げてジャスティンに見せる。

　上質な紙で作られた便せんには、透すかしでクラブ名が入っていた。

「『エルズバラ冒険者クラブ』……！　やっぱり、父様が入ってたクラブだ！」

　思わずジャスティンが叫さけんだ、そのとき。

　不意にレクスがジャスティンをかばうようにして振ふり向むいた。

　他ほかの悪魔たちも険しい表情で身構える。

（まさか、警察が追って来た？）

　ジャスティンは反射的にトビーをかばって振り向いた。

　鉄てつ扉ぴのところに誰かがいる。誰か──真っ白な軍服を着た青年が。

「ここで何をしている、ジャスティン・カーライル」

「──！　ユリアン、どうしたの？　こんなところで……」

　見慣れた姿にジャスティンはほっとして声をかける。

　しかしユリアンの表情は険しいままだ。彼はどこか暗い調子で言う。

「それはこちらの台詞せりふだ。俺が目を離はなしているうちに、きみは一体何をやらかした？　きみたちを捕えるようにと、街中の警官に連絡が回っているぞ」

「ほ、本当？　まずいなあ……。なんだか誤解されちゃったみたいなんだ。この間、退魔庁の依い頼らいで呪いを解いた子し爵しやくが、私たちのこと、『脅きよう迫はく者』だとか言ってきて……」

　ジャスティンは事情を説明しようとするが、途中でユリアンがさえぎった。

「黙だまりたまえ。子爵の言い分はこの際問題ではない。ひとつ訊きくが、きみが悪魔を従えるのは、人間社会の法をやぶるためか？」

　ユリアンの厳しい口調に、ジャスティンはぐっとつまった。

　ほとんど反射的に逃にげてしまったが、子爵邸ていの窓を壊こわしたのは確実に犯罪だと思うし、色々と疑われても仕方ない立場ではある。もっと慎重になるべきだったのかもしれない。

　ジャスティンは覚かく悟ごを決め、姿勢を正して答える。

「……違います」

「では、法には従え。えん罪だというなら、我々退魔庁が後からどうにかする」

　ユリアンの言葉はもっともで、ジャスティンには反論できない。

『ジャスティン。こいつの記き憶おくをいじって、この場を切り抜けてもかまわんぞ。こいつの使い魔は大した階級ではないし、本来の力も出せてはいない。わたしなら簡単に圧あつ倒とうできる』

　ジャスティンの頭にレクスの声が響ひびき、ジャスティンは大おお慌あわてで念じ返した。

『駄だ目めだよ！　そんなことしたら、それこそただの犯罪者になっちゃう！』

　レクスの力が凄すさまじいのはジャスティンだって知っているが、安易に強い力に頼たよるのではなんの解決にもならない。

（……しょうがない。ユリアンとお役人の正義を信じて、一度警察署に出頭しよう。でも何かが引っかかるんだよね。子爵も、警察も、ユリアンも……なんとなく、言っていることがずれてるような気がする）

　ジャスティンは考えこみながら、トビーのほうをうかがった。彼の保護はユリアンに頼むしかないだろう。てっきり怯おびえているかと思ったが、トビーはやけに真剣にユリアンを見つめている。ジャスティンは迷いながらもユリアンに向き直り、探るように訊たずねた。

「──わかった。ユリアン、警察に行って事情を説明してくるよ。その前にひとつ訊きたいんだけど……ユリアンは、ここがなんに使われてたかわかる？」

「ここはとある秘密クラブの跡あと地ちだ。──と、半はん端ぱに隠すこともないか。きみも当事者だったからな。ここにあったのは、『エルズバラ冒険者クラブ』だ。きみと一いつ緒しよに行った研修旅行の際、あのクラブの危険性が判明したため、早々に我々が解体した」

「解体？　随分すばやいね。じゃあ、もうここにはクラブ会員は通ってきていないの？」

「当然だろう。……質問は終わりか？　時じ間かん稼かせぎならもうやめろ。……来い」

　ユリアンは言い、ジャスティンに向かって手を伸のべた。

　ジャスティンはその手を見つめて考える。

（このクラブには、もう誰も通ってきてない『はず』。そして、普ふ通つうのひとも魔法文字のせいで入りこめない。だったら、あの怪あやしげな紳しん士しは何者？）

　考えれば考えるほど、答えはたったひとつのような気がする。

　そんなことは考えたくなかった。そんな答えは認めたくない。──でも。

　ジャスティンのこめかみに、じんわりと汗あせがにじむ。

「ジャスティン、急げ」

　少しばかり苛いら立だったようなユリアンの声に、ジャスティンは顔を上げた。

　ちょっとでも気を抜ぬくと涙なみだがにじみそうで、ジャスティンは全身をこわばらせて言う。

「行けないよ、ユリアン」

　ユリアンはいつものように顔をしかめ、ジャスティンを𠮟しかろうとする。

　しかしジャスティンはユリアンよりも先に言った。

「だって、この街に呪いを流行はやらせてるの、退魔庁なんでしょう？」
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『エルズバラ冒ぼう険けん者クラブ』の跡地には、気まずい沈ちん黙もくが満ちていた。

　ジャスティンと悪魔たちが険しい表情でユリアンを見つめる。

　ユリアンはうろたえた様子ひとつ見せなかったが、彼の片目はうっすらと赤くなった。

　ジャスティンたちを警けい戒かいしている証しよう拠こだ。

「いきなりとんでもないことを言うな、きみは。一体どうして退魔庁が呪いを流行らせたなどと思った」

　いつもの調子で穏おだやかに言うユリアンに、ジャスティンは自分の震ふるえを押し殺して言う。

「だって、そうとしか思えない。今流行っている呪いは、仕組みはわからないけど──人間が相手に針を刺さすことから始まってるんだ。針を刺されると、悪魔か、魔法使いの人間が作った特とく殊しゆな魔法文字が指に浮うかんで……多分それが目印になって、悪魔がやってくる」

「すべてただの推測だな。それで？」

　ユリアンはまだ冷静だ。このまま彼を信じてしまいたい、とジャスティンはどこかで考えている。そうできたらどんなに楽だろう！

　──でも駄目だ。重い口を開き、ジャスティンは続けた。

「呪のろいがかかったひとたちに針を刺していたひとは、ここに出入りしてたんだよ」

「──冒険者クラブの残党かもしれんな。注意しよう」

「本物の残党だったら、他の場所に潜伏すると思わない？　それに、冒険者クラブのひとたちは、議員をやっている貴族に呪いをかける動機はあるかもしれないけど、聖職者は関係ないはずでしょ？　今回の呪いにはたくさんの聖職者もかかってる。──悪魔を操あやつって悪魔を殺す退魔庁なら、聖職者と対立しててもおかしくないよね」

　ユリアンに話しているうちに、ジャスティン自身の中でも考えがまとまり始める。

（そうだよ。退魔庁が犯人なら、すべての矛む盾じゆんが解消できる。オルコット子爵が私たちを『脅迫者だ』って言ったのだって、実際退魔庁に脅迫を受けていたからかもしれない。私たちも冒険者クラブも隠れみのに使われたのかも。それに──）

　ふと決定的なことを思いついてしまって、ジャスティンは小さく息を吞のむ。

　対するユリアンは、どことなく疲つかれたような目でジャスティンを見て言った。

「とにかく、きみは我々への疑いを解く気はない、ということか？」

　ジャスティンの心臓は段々とうるさく鳴り始め、喉のどの奥に重い固まりができたみたいに呼吸が苦しくなる。こんなことは言いたくない。でも、言わなくてはならない。

　ひどく緊きん張ちようしながら、ジャスティンは告げる。

「うん。だって……トビーがね、呪いにかかったあげく、あなたのこと忘れてたんだよ。……ユリアン、ひとの記憶を消すの、うまかったよね」

　そう言った途と端たん、ユリアンの顔から表情が消える。

　同時に左目が真っ赤に染まり、ユリアンの背後にすっと大男の影かげが現れた。

　頭に魔法陣を刺し繍しゆうした袋ふくろをかぶった、軍服姿の大男。

　ユリアンの使い魔、クレイズだ。

　途端にじじ、と音を立ててガス灯の明かりが弱まり、周囲の闇やみが濃こくなる。

　闘いの予感に、エルデンがどう猛もうな微び笑しようを浮かべて一歩前に出た。

「あらー、何？　やっと俺たちと、本気で喧けん嘩かしてくれようっての？　待ってたぜ、おい！」

「ばかですね。あんな使い魔一いつ匹ぴきで、僕らに傷ひとつでもつけられたら奇き跡せきですよ？」

　ルーナエの笑えみはどこか妖よう艶えんだ。レクスはというと、まだ冷静な様子でたたずんでいた。

　ジャスティンはユリアンから目を離さず、緊張して言う。

「お願い、ユリアン。本当のことを教えて！　退魔庁の目的はなんなの？　私たちに、一体何をさせたがってるの？」

「……答える必要はない。きみたちが退魔庁に敵対するなら、きみたちを狩かるのは俺の役目だ。──出いでよ、《虚うつろの天てん蓋がい》！」

　ユリアンの声が朗々と響いたかと思うと、広間の床ゆかが真っ白な光を帯びた。

　光は広間全体を照らし、ジャスティンの肌はだにひりつく刺し激げきを与あたえる。

　エルデンは舌打ちをしてサーベルを抜いた。

「ちっ、面めん倒どうくせえ！　床に色々魔法陣しこんでやがんな！」

「こんなもの、せいぜい魔法の精度を落とすだけの役にしか立ちません。無む駄だですよ」

　ルーナエが珍めずらしく好戦的に言う。

　ジャスティンは怯おびえたトビーを背後にかばい、必死に声を張り上げた。

「ユリアン！　やめて、私はあなたと戦いたくない！」

　ユリアンはジャスティンの言葉を聞き、少し優やさしく笑って言う。

「そうか。ならば、死ね」

「──！」

　ジャスティンが衝しよう撃げきに目を見開いた次の瞬しゆん間かん、クレイズが無数のナイフを宙から取り出し、ジャスティンたちに投げつけた！

「効かねえって！」

　エルデンがにやりと笑って片手を振ふる。その動きにつれて、クレイズの投げたナイフはばらばらとジャスティンたちの周りに落ちる。

　しかしユリアンはひるまず、自分の目の前で軽く拳こぶしを作って言う。

「どうかな？　発動せよ、《十二宮の鉄てつ籠かご》！」

　途端にみしり、と空間自体が軋きしんだような感覚があった。

　ジャスティンはしゃがみこんでトビーを抱だきしめ、その前にレクスが立つ。

　直後、四方八方の床から細い光の帯が立ち上がり、ジャスティンたちを大きく包みこむように伸びていった。ジャスティンが辺りを見渡すと、光の帯はそれぞれ床に落ちたクレイズのナイフから生まれているのがわかる。

　ジャスティンを覆おおった光の籠は、そのまま徐じよ々じよに小さくなってくる。

　途端に妙みように息が苦しくなり、ジャスティンは思わず咳せきこんだ。

「なるほど。床に描えがいた魔法陣を、魔法文字を刻んだナイフで完成させて僕らを閉じこめましたか。実に人間らしい小細工ですね。では、こんな檻おりはすぐにでも破は壊かいして、全力でたたきつぶしてさしあげます！」

　ルーナエが言い、その手のひらに《静止の輪》を召しよう喚かんする。

　ジャスティンは苦しい呼吸を繰くり返しながら視線を上げ、ユリアンを見た。

　ユリアンはいつの間にか愛用のライフルを取り出し、誰だれかが籠から出てきた瞬間を狙ねらおうと構えている。

（──駄だ目めだ、このままじゃユリアンが怪け我がをする……ひょっとしたら、死んじゃうかも）

　銃じゆう口こうを向けられても、なぜか考えているのはそんなことだった。

　ユリアンを殺したくない。自分だって死にたくない。甘っちょろい考えかもしれない。

　でも、まだ諦あきらめたくない！

「レクス様、ご命令を！」

　ルーナエが冷えた声をあげる。

　ジャスティンはレクスの軍服にすがって叫さけんだ。

「レクス、お願い。なるべくユリアンのことは傷つけないで、彼の動きを止めて！」

　レクスはうっすらと微笑んだ横顔を見せ、ジャスティンに言う。

「了りよう解かいした、我が主。それでは魔法書の十四行詩ソネツトを読むがいい。五から七行目だ」

　ジャスティンは頷うなずき、後ろを振り向むいた。いつものように床に転がっている魔法書を拾い上げ、ページをめくる。羊皮紙の上に描かれた魔法文字は、今日も黒々と力強く見える。

「約束だよ！……牙きばを隠かくし、かつて神よりたまわった【追放】の声を胸に、幾いく度どでも生命の泉を飲み干すがいい。お前の闘いは永遠なのだから。天の光すらもお前の目、風はお前の耳となる──！」

　ジャスティンが詩の一節を読み上げると、レクスの身体からだにふっと強大な魔ま力りよくがめぐる。

　レクスはそのまま、ユリアンのほうへ片手を伸のべた。

　いや、正確にはユリアンの使い魔、クレイズのほうへ。

「解放されし我が名、《魔界の王フエロノス・レクス》によって命ずる。汝なんじが契けい約やくを《再展開》せよ」

　レクスの赤い瞳ひとみが冷たく光り、その声が静かに、しかし圧あつ倒とう的てきに響ひびきわたる。

　クレイズはユリアンの後ろで首をひねったが、すぐにぶるりと震え、凍こおりついたように動かなくなった。

　異常に気づいたユリアンが顔色を変えて叫ぶ。

「クレイズ！　契約者の名において命ずる……！」

　ユリアンの言葉が終わる前に、ユリアンとクレイズの前に、どっと大量の青白い光の文字が浮かんだ。

（あ、あれ、魔法文字だ！　何十行もある……ひょっとして、契約書？　ユリアンとクレイズが契約したときの文面っぽいかな）

　ジャスティンがどうにか文字の一部を解読したとき、レクスはゆるりと微笑んで囁ささやく。

「なるほど。その男、左目を餌えさに悪魔と人間優位の契約を結んだか。その契約の上に、悪魔の力を制限するための、退魔庁とやらの薄うすっぺらい契約が重なっているな。こんなものがあっては悪魔本来の力が発揮できまい。──解き放ってやろう、クレイズ」

　レクスに名を呼ばれると、クレイズは大きく身体を震ふるわせた。

「させん！」

　ユリアンが鋭するどく叫び、ライフルを構えて光の檻の表面に弾たまを撃うちこむ。

　途端に檻の中では幾いくつもの小さな爆ばく発はつが起き、ひどい高音が響き渡わたった。

　誰もが反射的に防ぼう御ぎよ姿勢を取るが、中でもルーナエは真っ青な顔でよろめく。

　すかさずエルデンが乱暴に襟えり首くびをつかんで、ルーナエを背中にかばいながら叫んだ。

「おい、ルーナエ、こんなもんでやられんな！　ちっと耳が痛いだけだろーが！」

「くっ、うるさい！　これは魔法封ふうじの強力なやつです！　僕は繊せん細さいなんですよ！」

　悔くやしそうに叫ぶルーナエを眺ながめ、レクスは言う。

「いつまでもこの中にいても、奴やつのいいように力を削けずられるだけだな。わたしはクレイズの契約の《再展開》を維い持じせねばならんが……エルデン。魔法の感受性が低いお前なら動けるだろう。とりあえずこの檻を破壊しろ」

「また乱暴なことをおっしゃって！　俺はこんな面倒な魔法解きほぐせねーんですけど!?」

「かまわん。体当たりしろ」

　平然と言われ、エルデンは大いに引きつる。ジャスティンも思わず唖あ然ぜんとした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの、それ！」

「大丈夫だ。エルデンは頑がん丈じようだからな。昔、何度か殺す気でたたきのめしてみたが、まだ一度も死んでいない」

　それって大丈夫のうちに入るのだろうか？

　ジャスティンはますます不安になるが、エルデンはどこかやけっぱちのように叫んだ。

「あー……はいはい、わかったわかった、やりますよ、やりゃいいんでしょ!?」

「破壊の反動は受け止めてやる」

　こんなときだけ優しい声で言うレクスに、エルデンは涙なみだ目めで宣言する。

「嬉うれしくって涙が出そうっスよ！　ほんっと、あんた、いつか殺す！」

「楽しみだ」

　やけに綺き麗れいに笑うレクスをぎりりとにらみ、エルデンはひらりと金色の狼おおかみの姿に戻もどった。

　金の瞳をぎらつかせ、低いうなり声をあげて床をひっかく。喉のどの奥からちらちらと炎ほのおをのぞかせたかと思うと、エルデンはひと思いに光の檻にぶち当たった！

　青白い火花が散ってばちばちという音が響き渡り、肉の焦こげるひどい臭においが漂ただよう。

（エルデン……！）

　ジャスティンが祈いのるように心中で名を呼んだとき、ガラスが砕くだけるような音を立てて檻は崩くずれた。同時に視界がかっと白くなり、凄すさまじい熱波がジャスティンたちを襲おそう！

「出いでよ、かつて神と呼ばれし我が力。《虚きよ構こうの大剣》！」

　すかさずレクスが手のひらから赤い大剣を抜ぬき、横よこ薙なぎに一いつ閃せんさせた。

　一度辺りを覆った白い光は、レクスの剣で両断されて溶とけ消える。

　すると、いつの間にやらレクスの眼前にはユリアンとクレイズが肉にく薄はくしていた。

　クレイズは巨きよ大だいな『く』の字形の蛮刀でレクスに斬きりかかる！

　レクスの剣とクレイズの刀が、がつっ、と音を立ててかみ合った。その隙すきを狙い、ユリアンがライフルの引き金を引く。

　レクスの顔面めがけ、至し近きん距きよ離りから、一発、二発！

「レクス！」

　ジャスティンは悲鳴をあげるが、レクスはよろめきもしなかった。

　レクスはこともなげにクレイズの刀を振り払はらい、眼前に突つきつけられたライフルの銃じゆう身しんをつかむ。硝しよう煙えんが消えてみれば、レクスの顔には傷ひとつない。

　ライフルの弾は影かげも形もなく、まるで世界の狭間はざまにでも消えてしまったかのようだ。

　レクスは人外の美び貌ぼうで妖あやしく笑ってユリアンを見つめ、囁いた。

「なるほど、お前は死ぬ気だったか」

「な……」

　レクスの視線に射抜かれ、ユリアンはわずかに目を瞠みはる。ライフルから手を離そうとするも、身体がうまく動かない様子だ。

　突っ立ったまま震えるユリアンの瞳をのぞきこみ、レクスは甘い声で続けた。

「死のうとして向かってくる人間に恐きよう怖ふと痛みを教え、『殺さないでくれ』と哀あい願がんさせるのはそれなりに面おも白しろそうだが──我が主はなかなか厳しいのでな。お前の相手は、これだ」

　言い終えると同時にレクスはライフルを手放し、自分の大剣をユリアンたちの背後に投げつけた。そこにあったのは、宙に浮ういた青白い光文字で書かれた契約書だ。

　レクスの剣は光の契約書を切り裂さいて床ゆかへと刺ささる。光の文字の一部がかき消え、間を置かずにクレイズが頭にかぶっていた袋ふくろがはじけ飛んだ！

「何っ……！」

　ユリアンが真っ青になって振ふり向く。

　クレイズは、人形のような無表情で宙をにらんで立っていた。

　露あらわになったクレイズの顔は、一ひと房ふさだけ白くなった黒くろ髪かみを持つ、精せい悍かんな三十歳前後の男のものだ。白い顔にやや極きよく端たんな三白眼がおさまり、片目には大きな刃は物もの傷がある。鼻は薄く高く、唇くちびるもまた薄い。凶きよう悪あくそうな容よう貌ぼうではあるが、ひとと変わらない顔だった。

　クレイズはしばらくそうしてぼんやり身体を揺ゆらしていたが、やがてぎゅっと大げさな笑いに顔を歪ゆがめる。彼は弓なりに背をそらし、両手をわななかせて爆ばく笑しようを始めた。

「ひゃ、は、は、ははははは！　なんだこりゃ、本当か！　久しぶりの、自由だ！　灼やける、人間界の空気だ！　すごいねえ、信じられないねえ。ごきげんよう、東方の王レクス様！」

　高さの安定しない声で言ったかと思うと、クレイズはわざとらしくレクスに頭を下げる。

　レクスは冷えた笑えみを浮かべて囁いた。

「道どう化けめ。解放してもらった礼もなしか」

「貴様……！　戻れ、クレイズ！」

　ユリアンが叫ぶと、クレイズはおどけた所作で、今度は彼の足あし下もとにひざまずいた。

　役者みたいに両手を広げ、にたにたと笑ってクレイズが叫ぶ。

「ご主人様！　俺の契約の羊、甘いあめ玉みたいな目のユリアン・オールブライト！　こうやって喋しやべるのも久しぶりだなあ？　寂さびしかったよ、ご主人！」

「ほざくな！　早く俺の命令に従え！」

　ユリアンは険しい表情で叫さけぶが、余よ裕ゆうがなくなっているのはジャスティンから見ても明らかだった。こちらはレクスが無傷だし、エルデンもわずかに黒い血を流しながら立ち上がり、ルーナエも神しん妙みような顔でひかえている。

　なのに、ユリアンには目の前のクレイズしか見えていない。

　ユリアンの動どう揺ようはクレイズにも伝わったのだろう。ジャスティンたちが見守る中、クレイズはひょこんと跳とんで立ち上がり、長身の背を丸めてユリアンの顔をのぞきこんだ。

「んん？　あんた……俺のこと、怖こわがってるなあ？　ひ、ひひひひ……思い出すのか？　思い出しちゃったのか。俺があんたの仲間を、みーんな食っちゃったときのことをさ！」

（──！　そういえば、いつか言ってたっけ。ユリアンは、軍隊時代に仲間を悪魔に殺されたんだ、って）

　ジャスティンが息を吞のんで見つめる中、ユリアンはいつもの冷静さをかなぐり捨てて噛かみつくように叫び続ける。

「思い出すか、そんなもの！　今さら俺を支配しようとしても無む駄だだ！」

「──なんだよ。忘れちゃったのかよ。ひでぇ奴だな。俺はひでぇ奴は嫌きらいだ。思い出せよ、ほら。お前の左目に、あの日の記き憶おく、返してやるからさ？」

　クレイズはふっと表情を冷たくしたかと思うと、指で何かを弾はじくしぐさを見せた。

　途と端たんにユリアンは自分の左目を押さえてよろめく。

「う、あ……あっ……！」

「ユリアン！」

　ジャスティンは叫んで駆かけ寄ろうとするが、レクスが腕うでをつかんで止める。

「邪じや魔まをするな、ジャスティン。下手へたに手を出してあの使い魔がお前を襲おそったら、わたしはあれを消しよう滅めつさせるぞ」

「でも、このままじゃ、ユリアンが大変だよ！　あの悪魔、彼にひどいことをしたんだ！」

　焦あせる心を抱かかえてジャスティンは主張するが、レクスはごく静かに言う。

「あんな袋がなくては自分の使い魔を制せい御ぎよできないようなら、奴は悪魔と契けい約やくすべきではなかったのだ。わたしがやらずとも、いずれ隙を見て食われただろう」

「それはっ……そうかも、しれないけど！　一生無事にすむ可能性だってあるのに！」

　ジャスティンが叫んでいる間にも、クレイズはうなるように喋っていた。

「あの日は風が吹ふいていた。寒い日だったな。あんたたちのライフル中隊は、北の方の植民地にいた。めんどくせぇ政治上の理由で、数隊だけでこっそり上陸したんだ。あんたたちの、いつ敵に襲われるかもしれない恐怖──そして、お互たがいへの信しん頼らいがびしびし伝わってきて、なんだか素す敵てきな遊びができそうだった。俺は浮かれて、あんたたちに寄っていった！」

　クレイズの話を聞いているうちに、ユリアンの肩かたは激しく震え始める。

　茶色いままの右目が痙けい攣れんし、汗あせがぽたりと床に落ちる。

　もはや辺りの状じよう況きようもよくわからない様子で、ユリアンはがっくりと膝ひざから床に崩れた。

　クレイズはすかさず彼に覆おおい被かぶさるようにして続ける。

「綺麗な闇やみ夜よだったよな。俺は敵のふりをしてあんたたちを穴あな蔵ぐらから誘おびき出し！　うまいこと、一番仲がいい同士で相打ちさせた！　当時のあんたは愛あい想そのいい男でさ、隊でも一番人気があったっけ。だから俺も特とく別べつ扱あつかいしてやったんだ。最後まで生き残らせてやった！　そうして俺はあんたの仲間の死体に入って、あんたと遊んだ。あんたは半分おかしくなりながら、仲間の死体と闘たたかった──楽しかったなあ。思わず俺が姿を現しちゃうほど楽しかった！」

（……っ、ひど……い！）

　想像するだに恐おそろしいユリアンの過去に、ジャスティンの額には嫌いやな汗がにじみ出す。

　小さく震ふるえるジャスティンの肩を、レクスの手が軽く押さえた。

「出るぞ、ジャスティン」

「え……？　出るって、どういうこと!?　ユリアンをここに置いていくの？」

　ぎょっとしてジャスティンが聞き返す。トビーも震えて目を丸くするが、レクスは冷静そのものだった。ちらとユリアンたちのほうへ視線をやって言う。

「このままなら、ユリアンは遠からず正気を失う。あの悪魔とユリアンの契約はまだ有効だ、クレイズはユリアンの身体からだには傷をつけないだろう。ただし、もうユリアンは悪魔を使うことはできず、闘いから解放される。──理想的だろう。誰だれも死なない解決だ」

　レクスの言うことは、理り屈くつとしてはまったくそのとおりだ。

　でも、違ちがう。そんなのは駄だ目めだ、そんなのは嫌だ。ジャスティンは焦りながら言う。

「それは違うよ。そんなのは、理想じゃない！」

「お前の理想とは違ったか」

　レクスは辛しん抱ぼう強づよく訊きいた。何かを問うような瞳ひとみだった。

　大だい丈じよう夫ぶだ、彼はジャスティンの言葉を聞いている。

　そう思ったから、ジャスティンは叫ぶ。

「──ユリアンの理想とも、きっと違う。彼は諦あきらめない！　ここで諦めるくらいなら、きっともう、とっくに諦めてるよ！」

　レクスは音楽を聴きくようにジャスティンの言葉に耳を傾かたむけ、穏おだやかに言う。

「ジャスティン、お前は強い。しかし、誰もが強いわけではないのだ。あの男は最初から死にたがっていた。闘い続ければ、遠からず死ぬ。ならば狂きよう気きこそわたしが奴やつに与あたえられる唯ゆい一いつの救いであると同時に、天国などないこの世界で、唯一奴の魂たましいと身体が救われる道ではないか？」

　レクスの言葉に、ジャスティンは震える。

　ここで狂くるってしまえば、ユリアンはすぐには死なない？　そうかもしれない。

　狂気の淵ふちは、ジャスティンが思うより優やさしいものなのかもしれない。──でも。

「レクスはどうなの!?　闘いをやめて、何にも興味がなくなって、寝ねて過ごして何か楽しかった!?　同じことじゃない！」

　ジャスティンの言葉に、レクスは少し不思議そうに首をかしげる。

「──そうか。そういうふうに考えるのか。確かに、虚きよ無むの中で生きるのは何より苦しい。おそらく──闘って死ぬより、よほど」

「でしょう？　それに、私なんか全然強くなんかない。こうやってレクスたちが私のこと信じてくれるから、ちょっと頑がん張ばれるだけ。だから、私もユリアンのこと信じる！」

　力ちから一いつ杯ぱい言って、ジャスティンはユリアンに向かって叫んだ。

「ユリアン！　こっちを見て！」

　床ゆかにくずおれたユリアンの肩はわずかに震えるが、目はまだ現実に焦しよう点てんを結んでいない。

　クレイズがぐるりとジャスティンのほうを振り向むき、おどけた様子で優しく言う。

「無駄だよ、お嬢じようさん！　こいつの絶望はあんたにゃ見えないんだ……きっと一生見えないね。とっても深くて、美味おいしい絶望なんだよ」

（ユリアンには、私の声じゃ届かない？　どうしよう、どうしたらいい!?）

　ジャスティンが切せつ羽ぱ詰つまって考えたとき、いきなりトビーが飛び出して叫んだ。

「父ちゃん……っ！」
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　どこかで自分を呼ぶ声がしたような気がして、ユリアンは顔を上げた。

　目の前はひどく暗い。強い風が吹いていた。

　──闇夜だ。

（そうだ……俺は、ライフル中隊の上陸作戦の途と中ちゆうなんだ）

　ユリアンはぼんやりと考える。彼は今、クレイズのかけた魔法のせいで、クレイズと契約を結んだときの恐ろしい記憶に囚とらわれている。

　一番の心の傷となっている、過去の中にいるのだ。

　どうにか身体を動かそうとするものの、全身が痛み、ライフルをつかんだ手はこわばっていた。容よう赦しやなく体温を奪うばう風が少しだけゆるんだかと思うと、足下から濃こい血の臭においが漂ただよう。

　嫌な予感に、ユリアンは生なま唾つばを吞みこんで視線を落とした。

　足あし下もとは荒あれ野のだ。わずかな草と、ごつごつした石しかない平野。そこに死体が転がっている。ひとりではない。嘘うそみたいにたくさん転がっている。こんなに暗い夜なのに、死体の顔だけははっきり見える。

　すべてが見知った仲間の顔だ。誰もが苦く悶もんの形相で事切れている。

　仲間の身体に食いこんでいる弾たまは、全部ユリアンが撃うったものだった。

　自分が殺した。──みんな、自分が殺した。

「──っ、あ……」

　ひどい吐はき気けがして、目が回る。血の臭いで鼻がおかしくなりそうだ。それとも、おかしくなるのは頭だろうか？　今すぐこの場にうずくまりたかった。しかしライフルが邪魔だった。

　こわばった手を、ライフルから離はなすことができない。

　離したら、死ぬ。そんな気がするからだ。

「……先せん輩ぱい」

　不意に呼ばれて、ユリアンはぎょっとして顔を上げる。

　闇やみの中に、薄うすぼんやりと戦友の姿が浮うかび上がって見えた。金きん髪ぱつで少し背の低い、若い男だった。まだ部隊に入ってきたばかりで、面めん倒どう見みのいいユリアンに懐なついていた男だ。

　男は平和そうな笑えみを浮かべて近づいてくる。

　べしゃり、べしゃりと濡ぬれた足音がする。

　得体の知れない恐きよう怖ふに襲われ、ユリアンは反射的にライフルを構えて叫んだ。

「来るな、マーク！　そこで止まれ！」

「なんでですか？──ちょっと、どうしちゃったんです、先輩。僕たち仲良しでしたよね。あなたはいつだって僕に優しかったし……なのに、どうして銃じゆうなんて構えてるんです？」

　マークの声は心細げに響ひびく。ユリアンの心臓は冷え、呼吸はどんどん浅くなる。

　今すぐライフルを下ろして、すまなかった、と謝りたくなる。

　すまなかった、マーク。俺がどうかしてたよ。よりによって、お前に銃を向けるなんて！

（──駄目だ。駄目だ。だまされるな！　マークはさっき死んだ。野営地に入りこんだ謎なぞの敵に殺されたんだ。マークの死亡を確かく認にんしたのはこの俺だ！　だから今、ここにいるのはマークじゃない。敵だ。正体は知らない、でも、敵なんだ）

　自分の記き憶おくに必死にすがって、ユリアンは無理矢理ライフルの引き金を引く。

　慣れた音と反動が生まれ、どぶん、と弾を泥どろ沼ぬまに投げこんだような手て応ごたえが残った。

　ユリアンの撃った弾はマークの胸の真ん中に沈しずみ、彼はよろめく。

　しかし倒たおれはしなかった。一歩後ろへ下がっただけで、マークはのけぞったまま囁ささやき続ける。

「よしてください、先輩……！　痛いですよ。ほら、またこんなに血が出ちゃった。ひどいなあ。どうしてわかってくれないんですか？　先輩、あなた、おかしくなってるんです。戦場の緊きん張ちようと轟ごう音おんで、すっかり心をやられちまったんです。あなた、優しいから……だからかえっておかしくなって、隊の仲間をみんな殺しちゃった。残ってるのは僕だけです。──ねえ、僕の声、聞こえますか？　届いてます？　お願いだから、元の、優しい先輩に戻もどってください」

　すすり泣きの混じるマークの声に、ユリアンの呼吸は徐じよ々じよに荒あらくなる。

　苦しい。目眩めまいがする。考えがまとまらない。やはり自分はおかしいのだろうか？　死んだはずの仲間が動き出したなんて、単なる妄もう想そうなのだろうか？　彼らを殺したのは、本当に自分なのか？　視線を地面に向ければ、死んだ戦友たちと目があう。どろりとした死者の瞳が囁く。

　──お前が殺した。

　──お前が、俺たちを殺した。

　──友達だったのに。信じていたのに。

「先輩」

　気づけば、もう目の前にマークがいる。幼さの残る顔は血まみれだ。

　彼は悲しそうに笑って、そっとユリアンに抱だきついてくる。頬ほおにぬるりとマークの血がついて、ユリアンはなんだか、ひどく叫さけびたいような、泣きたいような気分になる。

（守りたかったんだ、本当は）

　どこか頼たよりなく、みんなの弟のようだったマーク。ユリアンは冗じよう談だんめかして、お前に向かって弾が飛んできたら三度までは守ってやるよ、などと言って元気づけていた。

　……それなりに、本気だった。

「先輩。もういいんですよ、眠ねむっても」

　穏やかなマークの声に、心が不意に軽くなる。言われたとおりに眠ってしまいたくなる。一度眠って、もう一度目覚めたら、悪夢はすべて終わっているかもしれない。きっと、そうだ。

　ユリアンの意識は急速に薄れ、深い闇に沈んでいく。かすかなくすくす笑いの響く闇に。

　──そこへ、いきなり泣きそうな子供の声が届いた。

「父ちゃん！　やめて、死なないで！」

　ユリアンは反射的に目を見開き、振ふり返る。

　見下ろせば、真っ赤な髪かみの小さな少年が必死に自分の腰こしにすがりついていた。

　戦場にはあまりにそぐわないが、確かに見覚えはある。ユリアンは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「……トビー？」

「父ちゃん……」

　大きな目からぼろぼろ涙なみだをこぼしながら、トビーはユリアンを見上げてくる。

　その瞳ひとみをのぞきこんだ途と端たん、ユリアンの混こん濁だくした記憶はするすると整理されていった。

　トビーとの出会い、別れ、そしてその後、ジャスティンたちと敵対したこと。

　今まで忘れていたすべてが次々と思い出されてくる。

（こいつは俺のことを勝手に父親だと勘かん違ちがいしてついてきた子供で──そうだ、俺はもう軍隊になんかいない。退魔庁の退魔官だ。これはクレイズが見せた幻まぼろしか！）

　ユリアンが自覚した途端、マークが先ほどまでとは一転して嗄しわがれた声を出す。

「ちっ、そんなもんで正気に戻りやがったか」

「貴様、クレイズだな！」

　ユリアンは怒ど気きをこめて言い、マークに化けたクレイズを突つき飛ばした。

　そしてそのまま、トビーをかばって後ろへ下がる。

　血まみれのマークの姿は大きく揺ゆらぎ、すぐに元のクレイズの姿になった。

「ひゃははははは、ま、しょうがないな。でも、懐かしかっただろ、俺たちの出会い。俺はあんたをさんざんいたぶったけど、あんた、信心深い祖ば母あさんがいたせいで、悪魔除よけ持ってたんだよな。おかげで手こずってたら、あんたが逆に契けい約やくを結んできたんだったよなあ！」

　笑いながら言うクレイズに、ユリアンは吐き捨てるように告げた。

「思い出させるな、ぞっとする！」

「そーかあ？　俺は実に楽しい！　これからは毎晩、あのころの思い出話ができるな？」

　にやりと笑って、暗い目で見つめてくるクレイズに、ユリアンはひどい寒気を覚える。

　これからは毎晩あんな夢を見るのだろうか。

　封ふうじこめていた暗い過去を常に肌はだに感じながら、闘い続けるのだろうか。

　考えるだけで気が遠くなりかける。嫌いやな汗あせが全身を濡らす。もう嫌だと叫びたくなる。また意識が混濁しかける。寒い。寒くないのは背中だけだ。

　──そうだ、背中は温かい。わずかなぬくもりに意識をやると、なぜか寒気がじんわりと消えていく。

　これは、なんだ？

「父ちゃん……」

　か細い声が聞こえてユリアンははっとする。

（そうだ、トビーだ。あの子供が俺にすがって泣いている）

　見ず知らずのただの孤こ児じ。放っておいたら、悪魔と関かかわらなくても長くは生きられなかったかもしれない少年。だが彼は生きている。生きたがっている。

　そして、ユリアンにすがっている。

　──守らなければ。たとえ今このときだけでも。

　そう思うと体中が嘘のように熱を持った。熱い。不ふ吉きつな熱さではない。心臓が勇気を振り絞って悪魔の妖よう気きに抵てい抗こうしている。血が全身をめぐって、指の痺しびれがわずかに軽くなる。動く。この身体からだはまだ動く。心も、まだ何かを守ろうとあがいている。

　ならばまだ、闘たたかえる。

　誰だれかの手が自分をつかむ限りは、闘える。

　ユリアンは震ふるえて呼吸をし、クレイズをにらんだ。

「へええ、懐かれたもんだ！　今度はその子のこと、殺しちゃうか？」

　甘い声でいうクレイズに、ユリアンは叫んだ。

「させるか、悪魔め！　たたきつぶされたくなければ、俺の命に従え！」

「あはははは、ばかだね、お前に何ができる！」

　クレイズが笑い、地を蹴けって飛びかかってくる。ユリアンはライフルに弾を装そう填てんする。

　そのとき、背後から凄すさまじい風が吹ふいた。

「──手を貸そう」

　闇の匂においをまとった深いレクスの声がして、周囲の暗い過去の風景が粉々になって吹き飛ばされる。クレイズが風に飛ばされかけてひるんだとき、すかさずユリアンが発はつ砲ぽうした。

　弾は狙ねらい違たがわずクレイズの額に突き刺ささる。

　ぱりん、と何かが砕くだける音がして、クレイズは凄まじい悲鳴をあげた。

　ユリアンが装填したのは、中に聖水を入れた弾だ。教会が長らくかけて開発、製造してきた対悪魔の武器である。

　クレイズがひるんだ隙すきにユリアンは目の前で拳こぶしを作り、呪じゆ文もんを唱える。

「ユリアン・オールブライトの名において命ずる！　契けい約やく書しよの三行目から七行目までを新たに刻め！　汝なんじは我が使い魔である！」

　独特な発音の単語を交えた命令が響き渡わたると、宙に浮うかんでいたユリアンとクレイズの契約書の文字の放つ光が強くなった。契約書には、レクスの剣けんが切った幅はばだけ空白がある。

　そこにするすると新しい光の文字が刻まれていくのを確認し、ユリアンは腰のナイフを抜ぬいて自分の親指を浅く切り裂さいた。零こぼれた血は契約書に吸い寄せられたかと思うと、契約書の最後の位置でユリアンの名前を形作る。

「契約は更こう新しんだ。──いいな、クレイズ？」

　ユリアンがクレイズをにらんで言うと、床ゆかに転がったクレイズは忌いま々いましげにうめいた。

「くそ……面めん倒どうくせえ」

　のろのろと身体を起こして、クレイズは契約書とユリアンを順番に眺ながめる。

　そしてユリアンの目が冷たく燃えているのを知ると、妙みように楽しそうににんまりと笑った。

「なんだ、いい顔してんな？　その調子なら、まだ闘えそうだな。ならいいか？　面おも白しろい闘いをやってくれんなら、それでもいいか。ご主人様。もうちょっとだけ、一いつ緒しよに闘うか？」

「偉えらそうに言うな、使い魔風ふ情ぜいが」

　ユリアンは嫌そうに吐はき捨てる。

　と、いきなりその腰にすがっていたトビーが大声で泣き出した。

「父ちゃん……父ちゃん！」

　ユリアンは慌あわててトビーを抱き上げて言い聞かせる。

「だから、俺は父親ではないと言っただろう！……？　お前、記き憶おくは消えなかったのか!?」

　トビーの記憶は確かにあの夜、ユリアン自身が消したはずだ。

　ユリアンが怪け訝げんに思っていると、トビーは涙でぐしゃぐしゃの顔で言う。

「ごめ、ん。わかってんだ、あんたが父ちゃんじゃないのは……でも、あんた似てるんだよ、酒飲みすぎて、おかしくなって死んじゃった俺の父ちゃんに……！　だからやなんだ、父ちゃんに二度も目の前で死なれるの、嫌なんだ！」

（──記憶が戻もどったわけではない、のか。……俺は本当に似ているんだな、父親とやらに）

　ひどいろくでなしと一緒にされているらしいが、不思議なことに不快ではなかった。

　不快どころか、ユリアンの心臓の位置はやけに温かくなってくる。温かみは全身に回って、喉のどの奥が熱くなる。

「……わかった、もう泣くな」

　ユリアンは忘れかけていた衝しよう動どうに突き動かされ、トビーを抱かかえ上げた。トビーをぎゅっと抱だいていると、目の奥も熱くなってきた。

（……ひょっとして、泣きたいのか、俺は）

　自分で思ってからびっくりした。なんでこんなことで泣こうとしているのだろう？

　さっぱりわからない。

　わからないけれど……少しだけ、しあわせだ。
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　ユリアンが自分の使い魔を制したのを見て、ジャスティンはほっとして彼に歩み寄った。

「ユリアン、よかった……」

　ユリアンはトビーを抱いたまま、少し複雑な表情でジャスティンを見つめる。

「ジャスティン。きみはさっき、俺の名を呼んだか？」

「呼んだよ。あんまり、役に立たなかったみたいだけど」

　ジャスティンは少し苦く笑しようして言う。ユリアンを連れ戻したのはトビーだ。

　がむしゃらにトビーが飛び出して行った途端、ユリアンは反射的に彼を守った。

　多分あれが本当のユリアンなのだと思う。優やさしくて、頼たよられたら断れないひと。

　ユリアンは疲つかれた顔で首を振り、そっとトビーを床に下ろして言う。

「子供が衝動的に動いてしまうのはわかる。しかし──俺はきみたちを殺そうとしているんだぞ。なぜきみたちは、俺がおかしくなっている間に俺を殺さなかった」

「お前を殺したくないからに決まっている」

　不意に言ったのはジャスティンではなく、レクスだった。

　ユリアンはもちろんのこと、エルデンとルーナエも、そして誰よりジャスティンが、びっくりしてレクスを見やる。

（これ、一体どういうこと？　ユリアンを追い詰つめたのもレクスなのに、そういえばさっきは契約更新の手助けしてたし）

　皆みなの視線を集めたまま、レクスはユリアンの顔をまっすぐ見つめて柔やわらかく笑った。

　毒気のない甘い笑え顔がおに、思わずユリアンもひるんで口ごもる。

「な、な、なんだ……？　なんのつもり、だ」

「お前は面白いな。そちらの子供も、面白い」

　レクスは静かな笑みをトビーにも向けつつ、続けた。

「本能で同族を殺すくせに、身を投げ出して同族を守るのも同じ本能だ。恐おそろしく柔じゆう軟なんで、矛む盾じゆんしていて、わけがわからん。そして本当に些さ細さいなことで変わる。──いや、これは人間自体の特とく徴ちようだな。矛盾したものを抱えるからこそ、変わり続ける可能性がある。実に面白い」

「レクス……！」

　夢みたいなレクスの言葉に、ジャスティンは震えた。怖こわいのではない、嬉うれしくて、嬉しすぎて、すぐには何が起こったのか実感がわかない。

　ずっとそんなふうにレクスに思ってほしかった。言ってほしかった。

　でも、無理かもしれない、ともどこかで思っていた。

　それが、いきなり本当になるなんて！

　ジャスティンに呼ばれたレクスは、彼女のほうを振ふり返ると慈いつくしむように笑った。

「ジャスティン。お前の言わんとしていたことがやっとわかったぞ。わたしが生きるのに飽あきたのは、こんな面白いものを、ただの遊びの道具だとしか思わなかったからだ。観察する前に殺してしまっていたからだ。……今まで、ひどくもったいないことをした」

　語れば語るほどレクスの姿からは妖気が抜けた。血の臭においを感じさせる赤い瞳ひとみは澄すみわたり、人形めいた美び貌ぼうには逆にどこか神こう々ごうしいような憂うれいが広がる。

　レクスは物静かに、しかし不思議な威い厳げんを漂ただよわせて囁ささやく。




「──おそらくは、償つぐないのときなのだ。かつてひとはわたしを荒あらぶる神として崇あがめた。……ならば今度は、ひとを慈しみ、守る神になることもできよう」




　レクスの言葉が音楽みたいに心地ここちよく聞こえ、ジャスティンは知らず知らずのうちに涙なみだをこぼしていた。のろのろと手の甲こうで涙を拭ふいて、ジャスティンは声を絞しぼり出す。

「すごい……ありがとう、レクス。私、嬉しくて……ああ、もう、何を言ったらいいのかな」

　レクスはそんなジャスティンの姿を見つめて少し黙だまりこみ、いきなり言った。

「──と、いうのは嘘うそだ」

「えええっ！　ちょっと、冗じよう談だんきついよ！　私の感動をどうしてくれるの！」

　あんまりな台詞せりふにジャスティンが涙目のまま叫さけぶと、レクスが不意に腕うでを伸のべて彼女を高く抱き上げる。ジャスティンの髪かみがふわりと広がるのを楽しげに眺めて、レクスは言う。

「ジャスティン、わたしは神ではなく、ひとになる。一緒になろう」

「え？　い……一緒、って……!?」

　あんまりにもいきなりで、ジャスティンの頭は完全に飽ほう和わ状態だ。

　なんのことなんだろう、とぼんやり考えているうちに、レクスが言葉を付け足した。

「一緒というのは、そう……人間でいうところの結けつ婚こんだな」

「けっ……こ、ん」

　唖あ然ぜんとしてつぶやいた。

　それって、どんな意味だったっけ？

　視界の端はしでエルデンが天てん井じようを仰あおぎ、ルーナエが涙目になっているのが見える。

　ユリアンとトビーもびっくりしてこっちを見ている。

（ってことはやっぱり、私の聞き間ま違ちがい、じゃ、ない？）

　どうにかやっと理解した──途と端たんに全身に血がめぐり、ひどく熱くなった。

　あっという間に顔が真っ赤になって、頭がくらくらする！

　息がつまって、うろたえて見下ろしたレクスの顔は穏おだやかで優しく、じっとジャスティンを見つめている。美しいだけだった顔に生気が宿り、ふっと互たがいの視線がからんだ。

　やっと視線があった。

　レクスはジャスティンを見ている。過去でもなく、白い闇やみでもなく、今のジャスティンを見つめてくれている！

「レクス」

　ジャスティンが絞り出した声はかすれていた。なぜか今にも泣きそうで、早く、一刻も早くレクスにもっと強くすがりつきたかった。この感情がなんなのかはわからない。

　──わからない。

　そこまで考えたところで、思わず涙が零れた。

（……違ちがうよ、わかってる。わかってるんだ、本当は）

　わかっているけれど、認めたくなかっただけ。だって、認めたら苦しい。

　ぽたり、と涙がひとしずく、ジャスティンの頬ほおを伝って落ちる。

　レクスは瞳に少しだけの悲しみをのせて囁いてくる。

「どうした、ジャスティン。やはりわたしのことは嫌きらいか？」

「ううん。……すき」

　思わず言ってしまったら、堰せきを切ったかのように感情があふれてしまった。
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　好きだ。本当に好き。なんで？　レクスは変だ。なんでもできる力を持っていて、神様になるとかそんな突とつ拍ぴよう子しもない話をした後に、全部捨ててしまう。全部捨てて、こっちを見てくれる。その姿はものすごく美しいのに、ものすごく不器用で、まっすぐで、綺き麗れい。

　そんなの反則だ。

　どうしたらいいっていうんだろう。

　ジャスティンはただの女の子で、そのことはレクスもよく知っている。

　知っているから、自分までただの人間になろうとしている。

　なんて捨て身の好意なんだろう。もう駄だ目めだ。逃にげ道みちはない。絶対に逃げたくない。

　──もう、愛してしまうしかない。

　好きの気持ちがあふれたら、ますます涙が止まらなくなった。

　長い間死んだように生きていたレクス。その手を取ったのは偶ぐう然ぜんだったかもしれない。でも、彼ほど大まじめにジャスティンの言葉を聞いたひとはいなかった。レクスにとったら虫けら同然の少女の言葉をひとつひとつ拾って、受け入れて、そして虚きよ無むの中から出てきてくれた。

　彼に手が届いた。

　自分のつたない言葉が届いた。

（ずっと変だ、変だって言われてたけど、私、変でよかった。変だからレクスに言葉が届いたなら、変でよかったよ。レクスのこと好きだもの。一いつ緒しよにいたいもの。もう、苦しい思いなんてしてほしくないもの。ああ──涙、止まらないや。困ったな。こんなこと言っちゃ駄目だったのに、もう、戻もどれない。戻らない。どうしようもない）

　レクスは泣き続けるジャスティンを、静かに地面に下ろして抱だき寄せる。

　そっとのぞきこむようにして指で涙をぬぐってくれる。

「──お前の言う『愛』というものが、やっとわかったのだ。わたしはひとを愛せる。確かにわたしはひととは違うだろう。お前のことになると、穏やかに愛するだけではいられなくなることもある。……しかし、お前が生きている間くらいは、お前のためだけに生きられる。その間だけは、神としてではなくただの人間としてここにいたいのだ」

「レクス……」

　それ以上何を言うのも苦しくて、ジャスティンはレクスに抱きつく。

　しっとりとした甘い匂においが漂って、レクスの腕に優やさしい力が加わる。触ふれあったところから溶とけてしまいそうな幸福感が全身に満ちてきて、ジャスティンは静かに泣きながらつぶやく。

「……ひどい」

「……ひどかったか？　どの辺りがだ？」

　少し不安そうなレクスの声に、小さな笑いがこみあげてくる。

「そういうことを言うには、場所とか、もっと……っ、ううん、違う。ごめん、私、変で」

「わたしはどうしたらいい？　こうしていて大だい丈じよう夫ぶか？」

　まだレクスは訊きいてくる。ジャスティンはわずかに彼から身体からだを離はなし、涙を拭いてレクスを見上げた。みっともない顔だと思うが、どうにか少しだけ笑って言う。

「大丈夫」

　するとレクスもつられて穏やかな笑え顔がおになる。

（触れたい）

　そんな衝しよう動どうが身体の芯しんからふわりとにじみ出て、ジャスティンはほとんど無意識にレクスの袖そでをつかんで引き寄せた。長い黒くろ髪かみが彼の肩かたからすべり落ち、美しい顔が近づいてくる。

　今はそのことに恐きよう怖ふなんてなくて、前まで怖かったのが不思議なくらいだ。

（私、本当にレクスの顔が嫌いだったのかな。それとも小さいころ──こんな気持ちが全然わからないころ、彼の誘ゆう惑わくが怖かったのを引きずってただけなの？）

　理解できないものは、どんなに美しくても恐ろしい。

　でも、今はわかる。そんな気がする。レクスがジャスティンに触れたがるのも、今なら、少しだけわかる。──ジャスティンも、触れたいから。

　ごく自然にレクスに口づけしかけて、ジャスティンははっと今の状じよう況きように気がついた。

　……エルデンとルーナエと、さらにユリアンとトビーの存在を見事に忘れていた！

「…………!!　ちょ、ちょっと待って！　そういうのは後で！」

　突とつ然ぜん真っ赤になって顔をそむけるジャスティンに、レクスはどことなく寂さみしげに言う。

「どれくらい後だ？」

「ど、どれくらいっていうか、その、今はそういうことしてる場合じゃないし……その、さっきの返事も、もう少し、後で……」

　ジャスティンはしどろもどろになって言い、途と方ほうに暮れた顔でレクスを見上げる。

　レクスは少しだけ苦みを混ぜて笑い、小さく頷うなずいてくれた。そんな彼を見て、ジャスティンは心からほっとする。

　事態は本当にこんがらがっていて、ジャスティンの心もこんがらがっていて、今結論を出したら、とんでもないことになってしまいそうだ。でも、大丈夫。きっとレクスは待ってくれる。

　レクスの腕からそっと解放され、ジャスティンはひとまず胸をなで下ろした。

　ひどく恥はずかしかったけれど、それでもレクスの傍そばを離れる気にはなれなくて、傍かたわらに立つ。そんなレクスとジャスティンを見つめ、ユリアンがぼんやりとつぶやいた。

「きみたちは、本当に恐おそろしい。──人間と、悪魔が共存する世界、か」

　レクスはユリアンを見つめ、淡あわく笑って言う。

「少しは信じる気になったか？」

　よりによってレクスにそんなことを言われ、ユリアンは軽く引きつって視線をそらした。

　そしてしばらく何やら考えこみ、深くため息を吐つき、しまいには頭を抱かかえてしまう。

　ジャスティンが少し心配し始めたころ、ユリアンはようやくうめくようにつぶやいた。

「…………仕方ない。ここは、きみたちに賭かけてみるしかない、か」

「それって……まさか、味方になってくれるってこと？　ユリアン」

　ジャスティンは思わず勢いこむが、顔を上げたユリアンの表情は少しばかり暗かった。

「そう思ってもかまわん。ただし、俺の予想が当たれば、俺の戦力など大した足しにはならないかもしれんぞ」

「そうそう、ひどいからねえ、あの、ベネットだっけ？　あいつのやるこたぁ、ありゃひどいよ。あいつの悪魔も……本当に──ひどい」

　ユリアンの後ろで、今まで黙だまりこくっていたクレイズがつぶやき、くすくすと笑う。

（あいつの悪魔？　ってことは、退魔庁長官のベネットさんご本人も、悪魔契約者なんだ？　意外。自分から闘たたかうようなひとには見えなかったけど）

　ジャスティンが疑問を口にする前に、ユリアンは表情を引き締しめてライフルに新たな弾たまをこめ始めた。

「ここからは、俺以外の退魔庁の人間はすべて敵と思え。きみの言ったとおり、最近の首都の呪のろい騒そう動どうは退魔庁が仕組んだことだ。我々は退魔庁の存続に反対する勢力への封ふうじこめのためとしか聞いていないが、わざわざきみを巻きこんだことといい、おそらくそれだけではない」

（また弾をこめるってことは、すごく警けい戒かいしてるってことか）

　ジャスティンは緊きん張ちように身をこわばらせる。ユリアンは鋭するどい視線で頭上を見やって続けた。

「──だが、これ以上の説明はまた後でだ。俺たちがここにいることは、退魔庁も知っている。とにかくここを脱だつ出しゆつしなくてはならん」

「……うん。行こう」

　まだかすかに残っていた甘い気持ちを振ふり切り、ジャスティンは頷いた。

　自分たちはまだ、とんでもない事件のただ中にいるのだ。ジャスティンが気合いを入れ直すとレクスたちにも淡い緊張感が戻る。

　自然にジャスティンを真ん中にして、一行はクラブの跡あと地ちを出た。

　暗い階段を上っていくうち、段々と妙みような臭においがジャスティンの鼻を突つき始める。

（なんだろう。硫い黄おうみたいな臭い……？）

　ジャスティンが顔をしかめて地上へ出ると、細い路地の間から星空が見えた。

　もうすっかり夜だ。

　冷えた大気には、濃こい異い臭しゆうが混じっている。

　そして異様な、ひりつく気配。まるで密林で獣けものに見つめられているかのような──

「この辺り一帯に結界が張られています。そして──大量の悪魔の気配」

　さっきまで落ちこんでいたルーナエが、あまりに異様な気配に顔を上げて囁ささやく。

　エルデンもまた、顔をしかめて夜空を仰あおいだ。

「あの、子し爵しやくだかなんだかの家で嗅かいだ臭いと一緒だな。得体のしれねー悪魔の臭いだ」

「どうやら、総出で我々をもてなしてくれるつもりらしいな」

　レクスが深い声で囁く。

　空には巨きよ大だいな月がかかり、どこかで獣の遠とお吠ぼえの声がした。

　青い顔をしたユリアンが、ライフルを構え直して言う。

「俺ごと結界の中に閉じこめるとは、俺がきみたちに寝ね返がえることすら想定済み、ということか。──長官は、本気できみたちを始末するつもりだな」
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　同時刻、スタークレスト城、地下。

「アロワ、きみの悪魔の調子はどう？」

　マホガニーの円えん卓たくに置かれたチェスの盤ばん面めんを見ながら、ベネットが問う。

　傍らにひかえた金きん髪ぱつの小こ姓しようは、美しい紫むらさきの瞳ひとみでぼんやりと宙を見上げた。

「──元気です、閣下。囁いています。色々なことを──僕には、わからないことを」

「まあ、きみは学がないもんなあ。単語量が足りないんだろう。母国から売られてきた後に地下クラブで養われてたんじゃ、まともな教育の受けようがないよねえ。クラブの会員連中もたいがい恥はじ知しらずだけど、彼らを恨うらんじゃいけないよ、アロワ」

　神しん妙みような顔でベネットに言われ、アロワは虚うつろな瞳を暖だん炉ろのほうに向けた。

　牢ろうの中に作られた暖炉の上には、金きん箔ぱくを押した革かわで作ったフレームが置いてある。フレームの中に入っているのは写真ではなく、黄ばんだ新聞記事だ。

『わずか十二歳の少年が、大の男を十三人惨ざん殺さつ！』と、衝しよう撃げき的な見出しが躍おどっている。

　アロワは記事を見つめながら淡たん々たんと言った。

「恨んでません。みんな、殺してしまいましたし」

「だよねえ。それでも全然後こう悔かいしないきみだからこそ、僕の悪魔の宿主になれるんだ。きみは最高だよ。本当の人形だ。いちいちうるさく自分のご意見を言ってきたり、操あやつり人形のふりで心を捨てられない奴やつは死ねばいい。どうせそういう奴は死んでも天国にいけるんだから」

　平然として言いながら、ベネットは盤ばん上じようの敵のナイトを指で突く。

　アロワはのろのろと視線をベネットに戻もどして言った。

「──ベックフォード様。ジャスティンたちの準備ができました」

「よろしい、予定どおりだ。まあ、万が一ジャスティンがもうちょっと勘かんが悪くて、僕の示唆ヒントに気づかず、エルズバラ冒ぼう険けん者クラブにたどりつかなかったら、そのまま使ってあげてもよかったんだけどね。こうなったからには仕方ない。──始めよう。彼女を捨て駒ごまにして、退場した駒を呼び戻すゲームだ」

　かつん、と硬こう質しつな音をたて、ベネットは歩兵をひとマス前へと動かす。

　そのとき、頭上から鈍にぶい怒ど声せいのようなものが聞こえてきた。

　続いて響ひびいた乾かわいた音は──銃じゆう声せいだろうか。

　天てん井じようからぱらりと砂が落ち、ベネットのシャツを汚よごす。

　ベネットはちょっと顔をしかめて肩を払はらい、小さくつぶやいた。

「……やれやれ、やっと来たか。わかっちゃいたけど、不作法な連中だね。このゲームが終わるまでは、退魔官たちに頑がん張ばって防いでもらわないと」
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「この周辺を覆おおった結界自体をやぶることはできます。その代わり、悪魔たちを外の街に放つことになりますが──」

　ルーナエの言葉の最後に、獣のうなり声がかぶる。

　ジャスティンははっとして声のしたほうを見た。

「今の、近かった。敵がどこにいるかわかる？　エルデン」

「あっちの角を曲がった辺りだな。つーか、悪魔だけじゃねーぞ、この気配……！」

　エルデンが答えて夜の路地を走り出し、ジャスティンたちも後へと続いた。

　両側に建物の迫せまる細い路地を抜ぬけると、宮きゆう殿でんへと続く大通りに出る。

（ものすごく人ひと気けがない……普ふ段だんの首都のこの時間なら、もう少しはひとがいそうなのに）

　不自然なほどしんと静まりかえった道に、ぼんやりと光る人ひと影かげがあった。やけに威い風ふう堂どう々どうとした大男だが、格好はまるで仮装だ。中世風の鎧よろいに身を固め、手には槍やりまで持っている。

　そしてその顔は──

「牛……!?」

　思わずジャスティンは声をあげ、改めて路上の人影をじっくり見つめた。

　……間ま違ちがいない。鎧の上に載のっているのは、鋭く尖とがった角を持つ無表情な牛の頭だ。

　全身を薄うす青あおく発光させる牛頭の兵士の姿は、それこそジャスティンが以前想像していた悪魔の姿に近かった。

　ところが、牛頭の兵士を見たエルデンは素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「ちょっ、なんだ、あの変なの!?　頭だけ牛とか、一体どんなゲテものだよ！」

「ええっ、いかにも悪魔らしいじゃない！　違ちがうの？」

　ジャスティンが問うと、ルーナエが実に嫌いやそうに答えた。

「きみは今まで何を見ていたんですか？　冗じよう談だんではありません！　高位悪魔はあんな半はん端ぱなできそこないみたいな形は取りませんよ！」

「なら……あれは偽にせ物ものってこと？　私たちを脅おどかすための、はりぼてとか」

　考えられそうな可能性を口にするジャスティンだが、すぐにレクスが否定する。

「違うな。悪魔の気配だけはある。しかし、意思は感じられん」

　言われてみれば、牛頭の兵士はただたたずんでいるばかりで、ぴくりとも動かない。

　かと思うと不意に角の生えた頭をのけぞらせ、すさまじいうなり声を辺りに響き渡わたらせた。

「うわ、わ、わっ、た、助け……て……っ！」

　同時に人間の泣きわめく声も聞こえてきて、ジャスティンははっとする。

　よく見れば、牛頭の兵士のすぐ前に腰こしを抜かしている人影があった。

「あそこにひとがいる！　助けなきゃ！」

「そんじゃ、いっちょ暴れてくるか！　って、敵は生け捕どりにするんだっけ？　嬢じようさん」

　エルデンに問われ、ジャスティンは少しためらう。相手はかなり謎なぞの多い悪魔だ。

「確かに、なるべく話し合いで解決したいけど……喋しやべれるのかな、あれ」

「──ここは、俺に試ためさせてくれないか」

　そう言って一歩前に出たのはユリアンだ。彼は真しん剣けんそのものの顔で牛頭の兵士をにらんでいる。レクスはわずかに目を細めて訊たずねた。

「あれの正体に心当たりがある、ということか？」

「ああ。あくまで推測だが──確かめたいことがある。……行くぞ、クレイズ」

「へへへへ……前より役に立つぜ、遊ぼうぜ、ユリアン」

　薄うすら笑うクレイズには答えず、ユリアンはライフルを構えて引き金を引く。

　弾たまは牛頭の兵士に当たり、どぶん！　と嫌な音が立った。兵士は大きくよろめいたかと思うと、苦く悶もんのうめきをあげて身もだえる。

　すかさずクレイズが路地から飛び出し、ぱちんと大きく指を鳴らす。

　途と端たんに鮮あざやかな七色の煙けむりが現れ、牛頭の兵士を吞のみこんだ。まるでお祭りの煙玉みたいだが、煙はみるみる兵士の身体からだを侵おかして溶とかしだす。

「ぐる、るるるぅうううう！」

　牛頭の兵士は赤黒い液体を垂らしながら鳴き、鎧を鳴らして跳とび上がろうとする。

　それよりわずかに早く、クレイズが跳んだ。

　軽かろやかに左右の建物の壁かべを蹴けって上っていき、大通り沿いの聖堂の上へと高く舞まい上がって『く』の字形の蛮刀を振ふるう。

　かつん、と硬質な音が立ったと思うと、聖堂の金属製の十じゆう字じ架かがぐらりと揺ゆらいだ。

　そのまま十字架は風を切って落下し、見事牛頭の兵士の胸を貫つらぬく！

「ひゃっほう！　どうだ、ユリアン！　すごいか？　面おも白しろかったか？」

　クレイズは路上に飛び降り、浮うかれて言う。

　ユリアンはクレイズのことはきっぱり無視して牛頭の兵士が動かなくなったのを確かく認にんし、次に路上に座りこんだ人間に歩み寄った。

「きみ、大だい丈じよう夫ぶか」

　ユリアンに助け起こされた紳しん士しはもうろうとした様子だったが、ユリアンの姿を見ると泣きそうに顔を歪ゆがませた。

「あ、あ……お前、まさか……あの、ベックフォードの部下か……？」

「安心しろ、俺は退魔庁からは捨てられた。きみのことは助ける。信じろ」

　ユリアンに軽く肩かたをゆさぶられ、紳士はうろたえて瞬またたく。背後に倒たおれている牛頭の兵士を振り返り、ユリアンの顔と見比べて、泣きそうに言う。

「本当か？　じゃあ、あれは？　あれが、いきなりわたしを馬車から引きずり下ろして、こんなところまで連れてきたんだ！　あれは一体、なんなんだ……？」

「──おそらくは、人造悪魔だ」

　ユリアンは冷えた声でつぶやく。

　紳士はぽかんと口を開け、悪魔たちを連れて駆かけ寄ったジャスティンもつい聞き返した。

「人造？　人造悪魔、って言ったの？　ユリアン」

「まさか……人間が造った悪魔などいるわけがありません！　我々が造った《槍アルマ》の間違いでしょう！」

　ルーナエは真っ青になっていきり立つが、ユリアンは苦い顔で首を横に振る。

「いるんだ。作り方はもちろん《槍》と似ている。魔界の土を使うんだ。こいつが《槍》じゃないのは、お前たちにもわかるはずだ。しかし俺の魔ま甲こう弾だんが効く。魔界の土でできている証しよう拠こだ。退魔庁は……いや、退魔庁長官のベネットは、ずっと人造悪魔の研究をしてきた。奴はその研究のために貧民街の人間を何十人も殺し、死し刑けい宣告を受けたと聞いている」

「……そんな……！」

　恐おそろしい事実に、ジャスティンは息を吞んだ。

　ユリアンは苦しげに眉まゆ根ねを寄せ、座りこんだままの紳士を抱かかえ上げた。

「立てるか？　とりあえず安全なところへ移動しなくてはならん」

「ああ……あ、すまん、わたしは、最近身体が妙みようで……笑うなよ。ちょっとしたことで踊おどり出してしまうし、前にしか進めないんだ。しかもすぐつっかえるしな」

「俺と似てる！　ほんとにいっぱいいるんだ、勝手に踊り出しちゃう奴って」

　トビーが驚おどろいた顔で声をあげ、ジャスティンはユリアンに訊ねる。

「このひとも、呪のろいにかかってるの？　ユリアン、そもそも、呪いって一体何？」

「俺もくわしくは知らん。これもベネットの指示だ。呪いをかける相手の身体に特とく殊しゆな配合で魔界の土を混ぜた液体を注入すると、体内で魔法文字の形の人造悪魔に成長する。呪われた人間はその文字の作用で踊り出す。呪いはただそれだけのもので、悪魔が寄ってくるのは副作用のはずだが──きっと悪あく趣しゆ味みな裏がある。ベネットは異常だ。……実のところ、オルコット子し爵しやくの文字は、きみたちの退魔の後に俺が手助けのつもりで回収しておいたんだ。しかしベネットは気にくわなかったようだな。結局見せしめのように娘むすめが呪われ、殺された」

　ユリアンの声には、憎にくしみに近い感情が宿っている。

　ジャスティンは自分の中のベネット像が変わっていくのをひしひしと感じていた。

　学者然とした食えない青年から──邪じや悪あくで冷れい酷こくな天才へ。

（でも、そのほうがしっくりくる。あのひとには、私には理解できない何かがあるもの）

　空そら恐おそろしさを感じてジャスティンが小さく震ふるえたとき、どこかでまた誰だれかの悲鳴が響ひびいた。続いて何発ぶんかの銃じゆう声せいが鳴り響き、ジャスティンはぎょっとして声をあげる。

「まだ誰かいるの!?」

「山ほどいますよ。人間も、悪魔も」

　ルーナエが顔をしかめて言い、レクスはこともなげに告げた。

「全員助けなくてはなるまい」

「あーあー、レクス様ったらすっかりいい悪魔になっちゃって！　でもまー、敵がこんなにばらばらいるんじゃ、大技でいっぺんに片付けるわけにもいかないっスね。手分けします？」

「まずはどこにどれだけ敵がいるか確かめるのが先決だな。つかまれ、ジャスティン」

　レクスはそう言ってジャスティンを抱だき上げると、軽く地を蹴る。

　一息に四階建ての建物の屋根に上り、さらに風を切って聖堂の屋根まで飛び上がる。

　ジャスティンは恐ろしい高さに眩暈めまいを覚えながらも、懸けん命めいにレクスの首にしがみついて辺りを見み渡わたした。

　月に照らされた首都の旧市街は迷めい路ろのようで、そのところどころに青白い光が灯ともっている。

（あれが全部、悪魔……？）

　ジャスティンが目をこらしていると、銀の羽を出したルーナエと、狼おおかみの姿になったエルデンが傍かたわらに着地した。ルーナエは辺りを一いち瞥べつして告げる。

「──今のところ危険なのは、人間と人造悪魔とやら、それぞれ十五人ずつですね」

「とりあえず一番やばそーなのはあっちだな。俺、行ってきまーす！」

　エルデンは人間の悲鳴が聞こえた方角を確かめると、音もなく屋根を渡って行った。赤みがかった金の毛並みで月光を跳はね返し、ひらりと路上の敵悪魔の前へと降り立つ。

「ぐる、る、るるるるるぅううう……！」

　夜道でうなり声をあげているのは、二本脚あしで立つ馬と、トカゲの頭の兵士姿の悪魔だ。

　どちらも古い時代の鎧よろいを身につけ、剣けんを振るってエルデンに飛びかかってくる。

「いかにも人間が想像した悪魔の形って感じだねー。悪趣味だこと！　っ、と！」

　エルデンは憎にく々にくしげに囁ささやいて頭を低くし、猛もう然ぜんとトカゲの兵士に突つっこんだ。長い牙きばを金属のように光らせてトカゲののど笛に噛かみついたかと思うと、そのまま地へと叩たたきつける。トカゲの兵士は逆らう間もなく吹ふっ飛び、何度か跳ねて道に転がる。

　その隙すきに、二本脚の馬が凄すさまじい跳ちよう躍やく力で飛び上がり、エルデンの頭上から襲おそいかかった。すかさずエルデンは転がって避よけ、建物の石いし壁かべを蹴って体勢を立て直す。

「ちっ、こっちはひょこひょこ動きやがる！　ほんっとちまちました闘たたかいって苦手だぜ！」

　一方のルーナエも、他ほかの場所で悲鳴があがったのを聞いて屋根を蹴った。

「次はあちらか。行きます！」

　夜空を滑かつ空くうして敵のもとへ向かうルーナエを見送り、レクスはジャスティンに言う。

「助けた人間の保護はユリアンにでも任せて、我々も行くか」

「そう、だね」

「──どうした。何か、気になることでもあるのか？」

　レクスの鋭するどい問いに、ジャスティンは迷いを抱えたまま浅く頷うなずく。

「うん。なんだか、この闘いって変だな、と思って。すごく、変なルールがある気がするんだ。だって、全然まじめに攻せめてこないじゃない？　きっともっと、変てこなルールがある……」

　つぶやいているうちに、突とつ然ぜんジャスティンの脳にひらめきが降ってくる。

　はやる気持ちを抑おさえこんでもう一度辺りを見渡す。そうだ──きっと間ま違ちがいない！

「レクス。これ、ひょっとして──チェスなんじゃない!?」

「……なるほど。さっきの人間と悪魔を数にいれれば、敵味方それぞれ十六人ずつ。チェスの駒こまの数か」

　ほんの一いつ瞬しゆんで理解を終えて、レクスがつぶやく。ジャスティンは必死に考えながら続けた。

「そう。あの呪いで踊っちゃうのは、ただの目くらましだったんだ。呪いで制せい御ぎよされてたのは、歩き方なんだよ。さっき助けたひとが言ってたよね、歩くときすぐにつっかえるって。多分それは、彼が一歩ずつしか進めない《歩兵ポーン》だからなんだ！　そうして、エルデンと闘ってる馬みたいな悪魔。あの変てこな動き──四方にふたつ動いてから横へ行って、他の駒を飛び越こえられるのは、《ナイト》だよ！」

「なんのつもりかわからんが、くだらん仕し掛かけだな。本当にチェスならば、《キング》を追い詰つめれば終わりということか」

「わからないけど、相手がルールを守るつもりなら、駒をとられる前に悪魔を倒せばみんな助かるかもしれない！　行こう、レクス！」

　ジャスティンが叫さけぶと、すぐにレクスが彼女を腕うでに抱く。

「了りよう解かいした、我が主」

　ジャスティンはレクスに腕を回し、なおも懸命に考えた。

　チェスのルールは複雑だが、旅の間の暇ひまつぶしに父親の相手を随ずい分ぶんやった。きっと思い出せる。思い出さなくては駄だ目めだ。

　必死に記き憶おくを探さぐり、敵味方の動きを見つめて、ジャスティンは街の一角を指さす。

「次に危ないのは……あそこの《歩兵》！」

　レクスはジャスティンを抱いて軽かろやかに屋根を渡わたり、彼女が示した路地へと飛び降りる。

　真っ暗な路地には、薄うす青あおい人ひと影かげがぼんやり浮うかび上がっていた。

　よくよく見れば、その人影は鹿しかの頭を持ち、僧そう服ふくを着たあげく、背にはコウモリの羽根が生えている。多分、《僧正ビシヨツプ》になぞらえてあるのだろう。

《僧正》の悪魔はぐったりした若者の首に手をかけていたが、レクスとジャスティンの気配に気づいて振ふり向むいた。その瞬しゆん間かん、レクスの剣が軽やかに一いつ閃せんする。

　ただのひと薙なぎで《僧正》の手首と頭が断たち切られ、ずるずると地面に落ちた。

「こちらの駒への援えん護ごが間に合い、相手の駒を取った──ということにでもなるのか？」

　レクスはつぶやき、呆ぼう然ぜんと地面に座りこんでいる人間の若者を見やった。

　ぼんやりはしているようだが、見た目に怪け我がはない。ジャスティンは急いで呪いにかかった男に駆け寄り、ポケットの中の白はく墨ぼくを取り出して人間の足に魔法文字を書いた。

「いい？　これでしばらくは普ふ通つうに歩けるようになるから、このまま大通りだけを通って王宮のほうへ逃にげて！　その道ならもう誰も通らないし、きっと私の仲間に会えるから！」

「あ……ああ……」

「わかった？　大通りだよ。しっかりね！」

　若者の両りよう腕うでをつかんで言い聞かせてから、ジャスティンは再びレクスと共に夜の首都を駆ける。生者の気配のしない古い市街に現実感はなく、まるで廃はい墟きよのようにも見えた。

「《キング》は向こうだよ、レクス！」

　ジャスティンが指さしたのは、旧市街で一番大きな大聖堂の前だった。

　馬に乗った英えい雄ゆう像の向こうに広がる方形の広場、そこに何体もの悪魔がたたずんでいるのが見える。そして、人間もふたりいた。

「うわ、わ、わ……嫌いやだ、やだ、そっちに行きたくないんだ、助けて！」

　泣きわめきながら斜ななめに進んでいくひとりの男。彼は紳しん士し装束ではない。よく見れば黒っぽい見慣れない軍服姿で、手には拳けん銃じゆうも持っている。

　しかし銃じゆう弾だんは撃うち尽つくしたらしく、動きも何者かに操あやつられているかのようにぎこちなかった。やがて軍人が立ち止まると、ひときわ大きく、奇きっ怪かいなシルエットの悪魔が動き出す。

　広場の奥から動き出したその悪魔は、なんと三つの顔を持っていた。

　ひとつは無表情な人間のもの、その右に生えているのは馬、左に生えているのが猫ねこ。どれもガラスみたいな目をした三つの頭が、それぞれ小さな玩具おもちやのような王おう冠かんをかぶっている。

「なるほど、《キング》だな」

　レクスは薄うすい唇くちびるで笑って、広場へと駆かけこんだ。

　広場中の悪魔が新たな侵しん入にゆう者のほうを向く。だがレクスはまったく気にせず、《キング》に狙ねらわれていた軍人の襟えりをつかんだかと思うと、そのまま後ろへと引き倒たおした。

　ジャスティンが慌あわてて前に出て軍人を支えようとし、相手の重さによろめく。

「──ジャスティン。《歩兵》と代われ！」

「ええっ？　それってどういう……っ！」

　最後まで言う前に、レクスはもうひとりの人間──まだ幼い少女だった──をジャスティンのほうへ突き飛ばしてくる。

　ジャスティンは軍人から手を離し、夢中で前に出た。どうにか指が少女に触ふれる。ジャスティンは小さな身体からだを抱だきかかえ、自分の身でかばって顔を上げた。

　白々とした月光に照らされる広場の上には、いつの間にか何体もの悪魔が倒されて転がっている。レクスは真しん紅くの大剣を《キング》に突きつけ、優ゆう雅がに囁いた。

「敵てき陣じんまで踏ふみこんだ《歩兵》は《クイーン》への昇しよう格かくが可能、というのが最近のルールだそうだな。……チェック・メイトだ」

《キング》は三対の虚うつろな瞳ひとみでレクスを見つめ、喉のどの奥からごろごろと濁にごった声を出す。

　そして、いきなり凄まじい高温の炎ほのおを吐はき出した！

　レクスはすばやく剣を眼前に構える。三本の火柱は吸いこまれるように刀身の中へと消えていき、代わりにレクスの大剣が白い光を帯びた。

　辺りの大気がどんどん熱くなり、焦こげ臭くささが漂ただよい始める。ついに、ふっ、と《キング》の炎が途と切ぎれ、レクスは灼しやく熱ねつを帯びた大剣を《キング》に叩きつけた！

　ひどく硬かたいもの同士がぶつかったときの音が響き、《キング》は大きくよろめく。しかし、倒れなかった。《キング》はレクスの剣を王冠に食いこませ、まだもちこたえている。

「……硬さだけはなかなかのものだが」

　レクスがつぶやき、剣を持つ手にぐっと力を入れる。

　大剣に魔ま力りよくがめぐった途と端たん、刀身の温度が凄まじく上がって乾かわいた爆ばく発はつ音が響いた。

《キング》の王冠と人間の形をした顔が砕くだけ、直後、レクスの剣が《キング》をバターのように両断する。まっぷたつになった《キング》は、ぐしゃりと地に崩くずれ落ち、あとは粘ねん度どの高い赤黒い液体へと戻もどってしまった。

「自ら攻こう撃げきしてくるとは、実に品のない《キング》だな。ルール違い反はんにもほどがある」

　レクスは淡たん々たんとつぶやき、ジャスティンはほっと一息吐いた。

（これで、勝ち？……でも、本当になんなんだろう、これ。この、わけのわからないゲームみたいな闘い。ベネットさんはなんのためにこんなことするの？　どうして？）

　考えれば考えるほど、疑問と一いつ緒しよに悔くやしさが沸わき上がってくる。腕に抱いだいた少女を強く抱き直しながら、ジャスティンはつぶやいた。

「呪のろいって、こんな遊びのためのもの？　今まで、呪いで死んだひとたちは、一体なんのために殺されたわけ……？」

「──呪いにかかったのは誰だれもが退魔庁に反対する議員や、聖職者や、その家族たちだった」

「……ユリアン」

　背後からの声に振り向くと、そこにはユリアンだけではなく、エルデンやルーナエ、トビーもいる。戦せん闘とうは終わったのだ。

「さっき、突然敵がみんな赤黒いべしょべしょに還かえっちまったぜ。これってどういうこと？」

「……きみはちょっと黙だまっていなさい」

　のんきなエルデンをルーナエが低い声で𠮟しかり、ユリアンは暗い表情で続ける。

「先ほど冒ぼう険けん者クラブ跡あと地ちで言ったとおり、この呪いは退魔庁の存続に反対する勢力への脅きよう迫はくのためのものだ。きみたちをわざわざ賃仕事と言って呪われた人間のもとへ出向かせたのも、きみたちに罪を着せて警察のメンツを守るための取引材料だったんだろう」

「──そこまで考えてたんだ、ベネットさん」

　声に出してみると、ますます悔しさが募つのる。

　ひどい。人間ってなんて邪じや悪あくなんだろう。そして自分は、なんだってばかみたいに利用されてしまったんだろう。ひとを信じるのは大事だけれど、自分が愚おろかではなんにもならない。

　愚かさは、罪だ。

　ジャスティンは歯を食いしばってうつむいていたが、やがて顔を上げて叫んだ。

「私、本当にばかだった。どんな裏があっても、退魔庁は人間の味方だと思ってた。なのに悪魔を狩かるだなんて言って、自分たちで悪魔を造ったり、呪いをかけたり……退魔庁は何がしたいの？　こんなこと人間がしてるなんて……どっちが悪魔なのか、全然わからない！」

　ユリアンはわずかに顔を歪ゆがめてジャスティンの声を聞き、口をつぐんでしまう。

　悪魔たちが互たがいに視線を交かわす。そして指示を仰あおぐように、ジャスティンとレクスを見やる。重苦しい沈ちん黙もくの中、物もの憂うげに口を開いたのはレクスが先だった。

「実に悪魔的な人間だな、そのベネットとやらは。だが……これで終わりではないようだ」

　レクスのつぶやきに暗いものを感じて、ジャスティンははっとして顔を上げた。

　月の光を受けて、レクスの赤い目が静かに光っている。

　冷たい瞳からじわりとあふれてくるのは──殺気だ。

　いきなり嫌な予感がふくれあがり、ジャスティンは口を開きかけた。

　と、そこへ、いきなり教会の鐘かねの音が響ひびき渡る。

（どうして？　こんな時間に……！）

　ジャスティンがびくりとして見上げれば、大通り沿いに立つ大聖堂の鐘が鳴っていた。

　がらん、ごろん──と、時刻もかまわず鳴り続ける鐘に応じて、少し離はなれた聖堂でも同じように鐘が鳴り始める。さらに、天を突つく尖せん塔とうを持つ記き念ねん碑ひの鐘も。

「祝祭の鐘の音、か」

　レクスがそっと目を細めて、低くつぶやく。

　街中がうるさいほどの鐘の音に包まれ、広場にわだかまっていた《キング》の赤黒い液溜だまりもぶるぶる震ふるえた。それは次し第だいに沸き立って泡あわを吹ふいたかと思うと、勢いよく路上に広がる。まるで見えない刷は毛けでも振るわれたかのように、液体は魔法文字を描えがき出す。

（何、これ！　文字、文字の意味は……『血の供物は受け取った』……？）

　あまりに不ふ吉きつな文字をジャスティンが読み終えた途端、液体はするするとほどけ、今度は路上にひとつの魔法陣を描き出す。

　レクスの紋もん章しようによく似た魔法陣──いや、これも悪魔の紋章だ！

　紋章の中央にぼこり、と赤黒い液体が盛り上がる。

　液体は見る間によじれて、粘ねん土どをこねるかのような動きで長身の人物の形を取った。

　うるさいほどに鳴り続ける鐘の音の中、赤黒い人物が優雅に両手を広げる。長い指先からぼたぼたと赤黒い液体が落ちていき、代わりに真っ白い手て袋ぶくろをした手が現れた。次に同じく白く豪ごう奢しやな軍服をまとった男の身体が現れ、やせぎすだが美しい、目を伏ふせた顔が現れる。

　最後の一ひと滴しずくが石いし畳だたみに落ちたとき、ぬるい風が吹いて男の長い金きん髪ぱつをなびかせた。彼はどこか神こう々ごうしい雰ふん囲い気きを漂わせ、天使のように月光を跳はね返してたたずむ。

　しかし、ここにいる誰もが彼が天使ではないことを知っていた。

　うるさい鐘の音に混じって、街のあちこちできゃっきゃと笑うかん高い声が響き始める。

　ふっと辺りが明るくなった気がして、ジャスティンはどうにか少しだけ視線を空に向けた。真夜中のはずの空が、奇き妙みように赤い。どろりとした赤と黒の雲が上空で渦うず巻まいているのがわかる。見るからに不吉な光景に、ジャスティンの本能が悲鳴をあげている。

　──怖こわい。

　空の照り返しで、さっきまで青白い月に照らされていた街も真っ赤に見える。まるで火事にでもなったかのようだ。

　そして《彼》は、まるでレクスと対のような美び貌ぼうの男は、ゆっくりと目を開けた。

　薄い目ま蓋ぶたの下から魔界の血光が零こぼれ、薄い唇が歌うように告げる。

「ああ……ひりつく空気と、人間の臭しゆう気き──醜みにくく脆もろい石積みの街。人間界はいい……素す敵てきだ。そして人間もだよ。互いにいがみ合い、あっさりと考えを翻ひるがえし、このわたしにくだらなく愚かな血の供物を捧ささげる。もっとも本当は、もっと人間の血を流すべきだったのだがね。今回ばかりは大目に見よう。わたしは今、とてもとても機き嫌げんがいいから」

　甘い錆さびを含ふくんだ声が耳をくすぐると、レクスは実に不ふ愉ゆ快かいそうに微笑した。

「──やっとお前自身が出てきたか。それにしてもさんざんお前がばかにしていたひとの力を借りての復活とはな。わたしとやりあうには、いささかなまったのではないか？」

　聞くだけで凍こおりつきそうなレクスの声に、キュリオスは目を伏せてうっとりと微笑んだ。

「お前の声だ。血よりも優やさしく香かおるお前の声──わたしを待っていたのだね、レクス。長かった。お前のいない孤こ独どくの日々はあまりに長かったよ。間に合わないのではないかと危き惧ぐしたものだ。だが、わたしは来た。お前の死に、お前の葬そう儀ぎに、お前の処しよ刑けいに間に合った。間に合ったのだ……！　この手でお前を救ってあげるよ、レクス。わたしにしかできないことだ。お前に《王》として恥はずかしくない最さい期ごを与あたえてあげる。見るがいい、これがわたしの慈じ悲ひだ」

　それを聞いたレクスは、唇くちびるに凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべた。

　強い風が吹いて、レクスの漆しつ黒こくの髪かみを、漆黒の軍服の裾すそをあおった。

　赤黒い空の下、レクスから恐おそろしいまでの威い厳げんがにじみ出る。

　レクスはまっこうからキュリオスを見つめ、静かに制せい御ぎよされた力をこめて告げた。

「ここに慈悲などない。お前に理解できる慈悲など、いかなる世界にも存在すらしない。なぜか？　お前にはわからないのだろうな。お前の望むのは常に支配のみだからだ。……わたしはそれをあえて悪とは呼ぶまい。《王》たるお前の性さがゆえに。──しかし忘れるな、キュリオス。わたしもまた、《魔界の王》と呼ばれるものであることを」

　肌はだがびりびりするほどの殺気に、ジャスティンが生なま唾つばを吞のみこみ、エルデン、ルーナエ、ユリアン、クレイズ、トビー、全員がひどく緊きん張ちようしてレクスとキュリオスを見つめる。

　誰も声を出せなかった。おそらく、手を出すこともできないだろう。

　これは《王》同士の闘たたかいなのだ。
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「ベネット・ルイス・ベックフォード！　この、大罪人が！」

　いきなりの不作法な怒ど声せいを受けても、ベネットはまだ満足そうに盤ばん上じようを見つめていた。

　敵、味方の駒こまが数を減らしながら入り乱れるチェスの盤上には、いつの間にか真っ赤なインクで魔法陣が描かれている。

　魔法陣の要所要所に駒が配置された様子は、明らかに最初から仕組まれたものだった。

　──そう、これは黒と白、どちらが勝つかの勝負ではなかったのだ。

　ベネットはマホガニーの円えん卓たくに頬ほお杖づえをついて、うっとりと微笑む。

「いいね、なかなかに完かん璧ぺきだ。魔界の王を喚よぶにふさわしい舞ぶ台たい装置だよ。キュリオスも満足するだろう。彼はとっても悪魔らしくて、素す直なおだからね」

「おい、聞いているのか、ベネット！」

　さらにだみ声で呼ばれ、ベネットはちらりと鉄てつ格ごう子しの向こうを見やった。

　暗い地下通路には、骨張った瘦やせ方をした口ひげの紳しん士しと、彼の護衛を務める黒い軍服の兵士たちがずらりと並んでいる。誰だれもが完全武装しており、まるで戦争でもしようかという勢いだ。見慣れた白い軍服、退魔庁の退魔官はひとりも見えない。

　そんな異様な光景にもひるまず、ベネットはいつもどおりにっこり笑った。

「これはこれは、バーンズ首しゆ相しよう。こんなところにいらっしゃって大だい丈じよう夫ぶですか？　議会は開かい催さいされていない時期とはいえ、ここは女王陛下の私有財産の城ですよ。『退魔庁』なんてものは、表向きは存在しないんだし、旅行にしては護衛が多いですねえ」

「ふざけるな！　ベネット、貴様、このエルズバラで何をやらかした!?　議員が十三名、聖職者が七名、そして首都の警備をしていた陸軍の一個小隊が数時間前からエルズバラ旧市街で消息を絶った。……煙けむりのように消えたのだ！　姿を見た者すらいない。この、大都会でだぞ!?」

　首相は必死の形相で怒ど鳴なり散らし、食い入るようにベネットを見つめてくる。

　対するベネットは異様なほどの穏おだやかさで言った。

「へえ、不思議ですねえ。まあ、そういう不思議なことが起きるときは、大たい抵てい悪魔の仕し業わざですよ。魔界から大規模な攻こう撃げきがあったのかもしれないな。そういうときは、どうするんでしたっけ。まずは陸軍の聖騎き士し団だんと、神教会派聖職者のエクソシストが対処するんじゃなかったかなあ。どっちも基本的に、あなたがた議会の管かん轄かつですよねえ？　やってみました？　あ、ひょっとして、警備をしてた陸軍って聖騎士団のことだった、なんて言いませんよね？」

　聞いていた首相の顔色はますます悪くなり、すっかりどす黒く変わった。

　普ふ段だんの威厳はかなぐり捨て、首相は死人の顔色で叫さけぶ。

「やはり、すべての貴様の仕業か！　貴様が悪魔を使って自分たちにとって邪じや魔まな人間を脅おどしつけ、我々の聖騎士団を崩ほう壊かいさせたのだろう！　一体何がしたい？　我々と戦争を起こすつもりか？　ばかばかしい！　これ以上罪もない人々を苦しめるな。この城にいた退魔庁の退魔官たちは、すでに全員逮たい捕ほした。貴様も退魔庁も、もう終わりだ！　女王陛下に逆らってでも、わたしは貴様を止める！」

「あはははは！　全員逮捕？　そうですか、そりゃすごい！」

　地ち下か牢ろうにベネットの虚うつろな笑いが響き渡わたり、兵士たちが一いつ瞬しゆんぎょっとした顔になる。

　ベネットは気にせず、眼鏡めがねの下から涙なみだを拭ふきながら言う。

「本当にばっかだなあ。それで勝った気なんですか？　兵士は何人連れてきたんです？　まさか、ここにいるので全部とか言いませんよね？　外にもいるだろうけど、目立つほどは連れてこられなかったでしょうねえ。せいぜい三十人くらいですか？」

「そんなことを貴様に教えると思っているのか！　いいかげんにしろ！」

　強気に言い返しながらも、首相の眼球はかすかに震えている。恐きよう怖ふを感じている証しよう拠こだ。

　ベネットは首相をじっと見すえ、教師のような調子で静かに言う。

「兵隊、足りないですよ。退魔庁をつぶすためには、絶対に僕を殺さないといけません。僕だけ生き残れば、この組織は何度でも蘇よみがえっちゃいますから。でもね、僕を殺すためには、最低でもあと十倍は兵隊を連れてこないと。──あなた、間ま違ちがえましたねえ」

　恐怖など微み塵じんも感じていない、異様なまでに落ち着いた声だった。

　首相はがたがたと全身を震わせ、一歩下がって兵士たちを怒鳴りつける。

「撃うて、撃て！　責任はわたしが取る。奴やつを、撃ち殺せ！」

　命令を受けた兵士たちは、ためらうことなしに牢ろうの外からベネットに向けていっせいに発はつ砲ぽうする。乾かわいた音が響ひびき渡り、辺りが硝しよう煙えんで煙けむる。

　やがて銃じゆう声せいが止やみ、硝煙が薄うすれたとき、絨じゆう毯たんの上には血まみれの身体からだが転がっていた。

　兵士たちは退魔官から奪うばったであろう鍵かぎを使って牢を開け、死体を確かく認にんする。

「──！　ベネットではありません！」

　死体の横に膝ひざをついていた兵士が、顔色を変えて叫んだ。

　血を零して倒たおれていたのは、金髪の少年──小こ姓しようのアロワだったのだ。

「な……に……？　いつの間に……！」

　牢の外で首相が顔を歪ゆがめ、兵士たちがばっと銃じゆうを構える。

　ベネットの姿は、牢の奥の寝しん台だい近くにあった。彼は平然と眼鏡を押しあげて言う。

「ああ、ひどいな。可哀かわい想そうに。こんなことをしたら天てん罰ばつが下くだりますよ。ほら、きみ、後ろ」

　ベネットに指さされ、兵士のひとりがちらりと肩かた越ごしに背後を見る。

　と、そこには巨きよ大だいな獣けものが口を開けていた。

「う……うわ、わ、わああああ！」

　叫び声をあげた直後、兵士は獣に丸ごと吞みこまれてしまう。

　灰色の喉のどがふくらみ、獣が物もの憂うげに身をよじると、ふくらみは蛇へびのような胴どう体たいのほうへとずるずる移動していった。

「なんだ、これは、何……？」

　あまりに非現実的な光景に、兵士たちは一瞬恐怖を忘れて呆ぼう然ぜんと獣を見つめてしまう。

　その獣は一見すると身長二メートルほどの灰色の石像に見える。教会や大聖堂の壁かべに張りついているような、頭と前脚あしが巨大な狼おおかみに似た獣、下半身が蛇になっている怪かい物ぶつ像そっくりだ。

　よく見れば石の継つぎ目さえあちこちに見てとれるし、獣がみじろぐたびに継ぎ目から石の粉がさらさらと零れる。

　しかしそれは生きているように動くうえ、確かに人間を喰くらった。

　そして石の獣の後ろにはいつの間にか、さっき撃たれて死んだはずのアロワが立っていた。

「お前……！」

　兵士のひとりが正気を取り戻もどして叫んだとき、ベネットがあっさりと告げる。

「ここにいる全員、人造悪魔に食べさせちゃっていいよ、アロワ」

「はい。《神の淵源をホルトウス・閉ざす者コンクルスス》よ、喰らえ！」

　アロワが澄すんだ声で獣の名を呼ぶと、石の獣はすばやく兵士のひとりに飛びかかった。

　途と端たんに牢の中には悲鳴と銃声が響き渡る。

　兵士たちは必死に銃じゆう弾だんを獣に撃ちこむが、石の表面を少しばかり削けずるのがせいぜいだ。獣は着実にひとり、またひとりと兵士を吞みこんでいき、辺りはすぐに静かになった。

　牢の奥で様子を見ていたベネットは、全部終わったのを見計らって自分のシャツを払はらった。次に流ながれ弾だまで半欠けになった鏡をのぞきこみ、タイを直す。

「久しぶりの悪魔使し役えきにしてはよくできたね、アロワ。《神の淵源を閉ざす者》は、やっぱり僕の人造悪魔の中でも最高傑けつ作さくの類たぐいだよ。見た目も面おも白しろくできてるし。──さて、では僕は外出するとしよう」

「はい、ベックフォード様」

　アロワはすぐに答えて、ぱたぱたと奥の洋服入れに駆かけ寄った。ベネットは戻ってきたアロワに上着を着せかけてもらい、トップハットとステッキを受け取って、完璧な紳士装束を整える。彼は社交も外出も好きではないが、久しぶりだとそれなりに心が躍おどるものだ。

　ベネットは鼻歌交じりでステッキを振ふりながら、荒あれ果てた牢を横切る。

　浮かれるあまり下を確認しなかったため、つい血ち溜だまりを踏ふんでしまった。ベネットは嫌いやな感かん触しよくに顔をしかめ、軽く靴くつを振ってひとりごちる。

「汚きたないな。後で念入りに靴を磨みがかせないと」

　ベネットは牢を出ると、地下通路で座りこみ、がたがたと震ふるえ続けている首相は無視して階段へ向かった。後に続くアロワは、もうあの奇き妙みような人造悪魔を連れてはいない。

　いや──違ちがう。姿を消しているだけで、実際には悪魔はまだいたのだ。ふたりの後には蛇が這はったような血の痕あとが、いかにも忠義にずるずるとついてくる。

　やがて地下牢を出たベネットは、四角い石いし畳だたみの中庭へと歩み出た。

　強い風が吹ふいて、彼のダークブラウンの髪かみを揺ゆらす。ベネットは目を細めて囁ささやいた。

「ああ──久しぶりの、空だ」

　もう夜も遅おそいというのに、スタークレスト城の上空はなぜか赤黒かった。

　血を流したかのような空の下、どっしりとした石造りの城が四方を囲む。

　そして中庭には、真しん紅くの軍服姿の女王がいた。

　長い金きん髪ぱつと黒いマントがばたばたと翻ひるがえり、女王はまるで黒い羽根を持つ天使のようだ。

　女王の後ろには、白い軍服姿の退魔庁の面々がずらりと並ぶ。首相たちは退魔官を全員逮捕したと言っていたが、悪魔の力を使ってしまえば、彼らが捕とらえられたままでいるわけがない。退魔官たちは闘たたかい、勝ったのだ。

（──時が来たんだ、やっと）

　ベネットは微笑ほほえみ、トップハットをとってしあわせな気分で告げた。

「陛下」

「ベネット。来い」

　女王が目を細め、はっきりとした声で言う。十年以上ぶりに聞く女王の肉声だ。

　ベネットはゆっくりと女王に近づき、片かた膝ひざをついて深く頭を下げる。しあわせだった。

「三月六日、エルズバラにて悪魔の集団的侵しん攻こう事件が発生した。私、サウスランド、ノースランドおよびエールランド連合王国女王、アンドレア・ヴェロニカは、我が国の霊れい的てき防衛のため、退魔庁長官ベネット・ルイス・ベックフォードに特とく赦しやを与あたえ、霊的闘とう争そうの全権を委任することをここに宣言する」

　女王の声が頭上で朗々と響き、ベネットの釈しやく放ほうを宣言する。

　彼女はベネットが今回の事件を仕組んだことを知ったうえで、ベネットを表の世界に出し、『霊的闘争』──つまりは悪魔を使った戦争を始めようとしている。

　それこそ、十二年前にベネットが女王に提案した『新しい国』を作るための方法だった。

　ベネットは深く頭を下げたまま、ごく穏やかに告げる。

「ありがたくお受けいたします。この命に代えましても、陛下に勝利を捧ささげる所存です」

「ああ。それでよい」

　女王の声が少し震えた。彼女はロマンチストだ。きっと感かん極きわまってくれているのだろう。

（少し陳ちん腐ぷだが、素す敵てきだな）

　ベネットはうっすらと微笑みながら思った。

　女王の合図で退魔官がふたり歩み寄ってきて、ベネットの肩に白いマントをかける。

　退魔官の軍服と同じように、金の刺し繍しゆうや房ふさで飾かざられたマントだ。

「立て、ベネット」

「はい」

　女王の声に従って立ち上がり、ベネットは再び彼女と視線をあわせる。

　女王はじっとベネットを見つめ、唇くちびるの端はしでかすかに笑った。

　──綺き麗れいだ、とベネットは素す直なおに思う。

　随ずい分ぶん時間が経たったのに、女王は少しも衰おとろえていない。むしろどんどん美しくなる。

（もしも僕に魂たましいがあったなら、彼女を愛したり、触ふれたいと思ったかな？）

　ふとそんなことを思って、ベネットはくすりと笑った。

（ばかばかしい。『もしも』なんてなんの意味もない考えだ。僕は自分の中に、魂も善意も感じ取れたためしがない。最初っからそうなんだから、きっと最さい期ごまでそうなんだろう。欲しいと思ったのは陛下だけ──僕は何をしてでも、陛下が誰だれよりも僕を見つめ、僕を信じ、僕のやり方でしあわせになるようにしむけてみせる。これが僕のしあわせだ）

　たったひとりで立ち、自分のことだけを見つめてくる女王。

（僕のものだ）

　そう心の中で囁き、ベネットは無む邪じや気きな笑え顔がおで言う。

「綺麗な空ですね」

「──ああ」

　女王はじっと赤黒い空を見上げ、ふと少し悲しそうに笑って言った。

「まるで、戦争だな」
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　鐘かねの音が大気を震わせる中、レクスはキュリオスと対たい峙じする。

　レクスがそっと息を吸いこむと、途端に人間界の大気が体内に入って全身が痛みを感じた。

　人間界の大気は悪魔には猛もう毒どくだ。内臓が灼やけ、肌はだがびりびりする。

　しかし今は、その痛みがけして不快ではない。

　体中が闘いの予感に充みち満ちて、腹の底から興奮がせり上がってくる。

（──自由だ）

　不意にレクスはそんなことを感じた。

　何百年もの間、レクスの心にからみついていた虚きよ無むが、今は少しも感じられない。

　かつてないほど心が軽い。何を見ても心が動く。五感に直接触れてくる世界は、震えがくるほど美しかった。夜空に映はえる人間の街のシルエットも、巨大な月も、道に零こぼれた赤黒い悪魔の血でさえも美しい。

　そして視界の真ん中に立つキュリオスの姿は、目にするだけで全身の血が煮にえくりかえる。

（……自由だ。何を感じるのも、何をするのも）

　このキュリオスさえ殺せば、魔界のしがらみも消える。

　自分は闘いの本能を断たち切り、真の自由を手に入れることができるだろう。

　レクスはジャスティンにはけして見せない、血と闇やみだけが香かおる笑みで微笑んで、地を蹴ける。

　一気にキュリオスに肉にく薄はくし、全魔ま力りよくをこめて斬きりあげる。

　一いつ瞬しゆん早くキュリオスの手元に黄金の塵ちりが集まり、二匹ひきの竜りゆうを絡からませた槍やりとなった。

　槍と剣けんがかち合う。

　途端に爆ばく発はつのような力が生まれ、レクスは後方へ吹き飛ばされた！

（──何？　なんだ、この力は）

　すぐに違い和わ感かんを覚え、レクスは軽かろやかに一回転して地に降り立つ。

　レクスの足が石畳に触れるか触れないかの間で、凄すさまじい温度の火球が足あし下もとをえぐった。

　レクスは次々に打ち出される火球を避よけ、大聖堂の上へと飛び上がる。

（おかしい。奴やつはここまで力押しの技わざを使う悪魔だったか？　まるで、エルデンたち最上級の《槍アルマ》のような力だ）

「……考えこんでいる暇ひまはあるのか？」

　いきなり背後に肉薄していたキュリオスが囁き、レクスは振り向むきざまの一いつ閃せんを見み舞まう。

　キュリオスは自身も身を翻して紙かみ一ひと重えで避け、槍の柄えを跳はね上げる。

　レクスは身体からだを低くして、柄を避けて大きく後ろへ跳とびすさった。

　すかさずキュリオスがレクスを追い、邪じや魔まな天使像をなぎ払う。

　次々と天使像が崩くずれ、レクスとキュリオスは大聖堂の屋根で激しく打ち合った。

　がつん、と剣と槍がかみ合い、闘いの喜びに満ちていたキュリオスの顔がふっと無表情になる。キュリオスはぽつりとつぶやいた。

「……弱いな」

「ほざけ」

　レクスは好戦的に囁く。しかしどこかでは不安も感じていた。

　いつも以上に身体は動く。だが何かが足りない気がする。身体の芯しんから湧わき上がる、ひとが『魔力』と呼ぶ力。世界に働きかける力の放射が、いざ全力を出そうとするとどことなく頼たよりない。

（昔からこんなものだったか？　人間との直接契約なしで人間界にいるせいか。しかし、その条件ならキュリオスも同じはず）

　キュリオスとレクスの実力は昔から伯はく仲ちゆうしていた。

　魔力はほぼ同等、策を弄ろうせばレクスがわずかにキュリオスを上回り、辛しん抱ぼう強づよさ、執しゆう念ねん深ぶかさでキュリオスがレクスを上回る。ならば、今回も策を弄するのみだ。

（──力押しのふりで、剣に奴の力を取りこむか）

　レクスの持つ《虚きよ構こうの大剣》は、キュリオスの槍と同じく、自らの魔力を凝こごらせたものである。いかに強大な魔力を持とうと、エルデンのように魔力を炎ほのおとして吐はき出してしまうのでは、どうしても力が不安定になる。レクスたちは長く安定して戦えるよう、訓練によって自分たちの力を武器の印象で固定している。

　そしてレクスはその剣の中に、さらに幾いくつも魔法を潜ひそませているのだ。

「汝なんじが牙きばをむくことを許す。喰くらえ、《虚構の大剣》！」

　レクスが《虚構の大剣》の力を解放すると、かち合ったままのキュリオスの槍が金色の光に包まれ始める。槍自体が細かな金色の塵へと変わり、ほろほろと崩れてレクスの剣に吸いこまれていく！

　それを見つめたキュリオスは険しい顔で眉まゆ根ねを寄せ、実に苦々しく吐き捨てる。

「やはりお前は気づいていないのだ。自分がもはや滅ほろびかけていることに！　わたしが教えてやらねばなるまい。──救ってやろう、我が戦友とも、レクス……！」

　血を吐くような痛切な叫さけびと同時に、レクスの視界が真っ白に染まった。

（何……？）

　何が起こっているのか把は握あくする前に、ふっと自分の両手が軽くなる。

　一瞬遅おくれて、大気を裂さくような高い音が響ひびいた。

　レクスの真っ白な視界一面に、真しん紅くの欠片かけらが飛び散る。

　まるで赤いバラの花びらのような──それは、レクスの大剣の欠片だった！

（まさか、わたしの剣が砕くだけた……？）

　レクスがまだ充じゆう分ぶんに現実を受け入れられないうちに、空間自体がめきめきと音を立て始める。はっとして視線を上にやれば、赤黒い夜空が砕けたガラスのように見えている。

（今の衝しよう撃げきで、この辺りの結界が崩れかけている。このままでは人間どもがこの騒さわぎに気づいてしまう）

　今までは退魔庁が張った結界のおかげで、閉じこめられていた人間以外には被ひ害がいがなかった。しかし結界が崩れてしまえば、ここは大都会の中心部だ。

　建物の中で人々は目を覚まし、外の騒ぎに顔を出すだろう。異変を感じ、他ほかの区画からも集まってくるかもしれない。

（──街外れへキュリオスを誘ゆう導どうするしかない）

　レクスは判断し、とにかく聖堂の屋根を蹴る。

　一歩後ろで聖堂が音を立てて崩れる。きぃいいぃいい──と、ひどく高い金属的な鳴き声が辺りに響き渡わたる。キュリオスの槍の竜が鳴いているのだろうか？

　レクスはとにかく屋根伝いに街を抜ぬけ、見覚えのある高い記念塔とうの屋根に跳び乗る。

　無人の鐘しよう楼ろうでまだ鐘が鳴っているのが見える。強い風を感じながら見下ろせば、眼下には緑の丘おかが広がっていた。店じまいした屋台と、沈ちん黙もくした観覧車も見える。

（夜の移動遊園地か。ここなら被害は比ひ較かく的てき少なくてすむ）

　内心わずかにほっとした途と端たん、レクスの背を灼しやく熱ねつの痛みが走った。

　キュリオスの槍に薙なぎはらわれたのだ。

　大気にレクスの赤い血が舞まい散り、レクスは身体をひねって地上へ飛び降りようとする。

　わずかに早く、背中に重い衝撃が走る。

　足がもつれ、気づけばレクスは固い地面に叩たたきつけられていた。

　唇を割って血が零れるが、それを吐き出すのすら苦痛だった。だが血が喉のどにつまっては呼吸ができず、これも苦しい。

　レクスは仕方なく咳せきこむ。真っ赤な血が地面に零れる。

　身体をよじろうとして、やっと槍で地面に縫ぬい止められているのに気づいた。

（こんなもの、大した怪け我がのうちにも入らん）

　魔界の戦いくさでは、これくらいの傷なら気にせず動いた。今も動けるはずだ。

　レクスは槍を無視して起き上がろうとするが、できない。

　四し肢しに完全に感覚がなくなっている。指が動かない。

　なぜだ？　こんなことは初めてだ。何が起こっているのかわからない。

　レクスはやっと、鈍にぶい焦しよう燥そうを感じ始める。

「……まだわからないのか、レクス。けれど、それも仕方ないかもしれないね。お前はわたしよりは年若い。寿じゆ命みようで死ぬ悪魔を、直接は見たことがないのだろう？　教えてあげよう、レクス。寿命を迎むかえようとする悪魔は、自分でも知らないうちに少しずつおかしくなっていく。己おのれの魔力が弱まると同時に、人間じみていく。彼らは愛を知るのだ。同情を。慈じ悲ひを。ときに悪魔や人間相手に子をなし、死を嘆なげくようになる。何も殺せなくなる。お前のように。そして、あとは数十年もしないうちに滅びていく。……悲しいな。実に、醜みにくい」

　キュリオスの声が降ってくる。

　さっき聞こえた、鉄てつ扉ぴの軋きしみにも似た何かの鳴き声が混じって聞きにくかった。

　キュリオスの顔もよく見えない。視界はかすんでいる。だがそれでもいい。キュリオスの顔はいつでも思い出せる。彼とは長々一いつ緒しよに生きていたのだ。常に戦場でしか会うことがなかったとしても。悪魔同士というのは本来そんなものだ。

　──それにしてもキュリオスは妙みような話をしている、とレクスは思う。

　滅びかけているものが愛を知る？

　長い長い命の果てに、やっと子をなしたときには悪魔は死ぬ？

（ただの噂うわさだと思っていたが──それが本当ならば、悪魔はやはり滅びるべき種だ。いかに強かろうとも、長くはない。命を使い捨てる者は戦いくさには勝てん。同様に我々は、たとえ個々は弱くとも、互たがいに愛しあい、どこまでも増えていく人間には勝てない。……けして）

　ぼんやりと思い、レクスは重い目ま蓋ぶたを閉じた。

　目を開けていてもろくにものが見えないのに、頑がん張ばる必要はないだろう。

　──目を閉じると不思議に優やさしい気分になって、心が軽くなる。けだるさの中に安らぎが混じっているような気がする。このままこうしていられれば、どんなに楽だろう。

　そう思った後、わずかな間レクスは気を失っていたのかもしれない。

　真っ白な記き憶おくの空白の後、誰だれかが叫んだ。

「レクス！」

　泣きそうな声が耳に飛びこんできて、魔法文字を刻まれた場所がうずいた。

　五感がわずかに戻もどってきて、レクスはうっすらと目を開ける。ジャスティンだ。

　彼女の声は好きだった。声を聞くだけでも心がゆるやかに溶とけていくような気がする。

（しかし、この声ではきっと泣いているな）

　あの白い肌はだを透とう明めいな涙なみだが零こぼれていくのが見えるようで、胸の辺りがじんわりとしめつけられた。全身がひどく痛んでいるのに、胸の痛みは他の痛みにまぎれることがない。

　痛みはじわじわと指先まで広がって、レクスをせかす。

　──起きなくては。

　立ち上がって、あのひとの傍そばに行くのだ。

　抱だきしめて、何も問題ないと言ってやらなくては駄だ目めだ。

　彼女の身体からだも心も、守らなくてはならない。

　ジャスティンに自分が受け入れられようが、受け入れられまいが、彼女が安らかであればそれでいい。なんでこんな気持ちになったのかは、レクス本人にもよくわからない。

　ただ、ずっときらきら光るジャスティンの命を見つめているうちに、彼女の言葉を聞いているうちに、そんな心が芽生えた。

　あんなにもか弱いのに、レクスの力に屈くつしない彼女。




　──あなたにも、神の国はある




　無む邪じや気きで気高かった彼女の言葉。あんなことを言ったのはジャスティンが初めてだった。

　彼女はレクスを恐おそれるのでもない、偉えらそうに救おうとするのでもない、ただまっすぐに手を伸のべてきた。

　あんまりにも新しん鮮せんで、捕とらわれたのだ。

　あれからもジャスティンはレクスを何度も赦ゆるしてくれた。気づくと隣となりに座っていてくれた。震ふるえながらもちっぽけな愛情を忘れないで注いでいてくれた。彼女に赦され続けているうちに、レクスは少しだけ生きるのが楽しくなってきた。

　ひょっとしたら自分は赦されたかったのかもしれない、とさえ思った。

　殺して、殺して、殺しに飽あきて、絶望して、死ねなくて、何を望んだらいいのかわからずにぼんやりとしているだけだった日々はもう終わった。

　自分はこの温かく得え難がたい赦しを手放せない。彼女に換かえはない。失ってしまったら、もう同じような存在とは会えない。どれだけ生きても、きっと会えないような気がする。

　──失えない。そう思うと、ほんの少しだけ身体が動く。

（そうか。わたしの寿命があと数十年しかないというのなら、ちょうどいいではないか。彼女と、生きていける。共に生きて、死ねるかもしれない）

　そう考えるとほんのりと身体が温まる。これは、しあわせかもしれない。愛するひとと一緒に過ごす、ほんのわずかな数十年。いつかは必ず終わると約束された温かさ。

　それこそが、しあわせというものかもしれない。

　レクスは自分でもびっくりするほどぎこちなく石いし畳だたみに手をつき、のろのろと起き上がる。

　いつの間にか、キュリオスの槍やりは身体から抜けていた。ぼたぼたと石畳に血が零れる。

　レクスがよろめき立ったのを見ると、キュリオスは高らかに指を鳴らした。

　同時ににぎやかな音楽が湧わき上がり、ぱっと辺りが明るくなる。

　丘のガス灯が残らず灯ともり、回転木馬がぎりぎりと動き出す。赤黒い夜空に映はえる観覧車には、七色の鬼おに火びがまとわりつく。闇やみに浮かび上がる移動遊園地には客のひとりも見えないのに、木霊こだまのように子供の笑い声が響き渡っている。

　そして一面赤と黒の血の海と化した地面の上に、横たわるエルデンとルーナエの姿がある。




　──そしてジャスティンは、キュリオスの腕うでに抱かれていた。




　ジャスティンのスーツは切り裂さかれ、白いレースつきのブラウスには真っ赤な血がにじんでいる。彼女を抱いたキュリオスは、観覧車を背後に立っていた。

　キュリオスが明かりをつけたのはこのためだ。この光景をレクスに見せつけるためだ。

　青ざめた顔で必死に自分を見つめてくるジャスティンと視線が絡からんだとき、レクスは自分の喉から低いうなり声が零れたのに気づいた。

　少し不思議に思って、レクスは喉を押さえる。今のは、自分の声か。

　自覚した直後、全身が燃えたぎるほどに熱くなった。怒いかりだ。これは怒りだ。凄すさまじいまでの怒りに、レクスは自分の瞳ひとみから血色の光が零れるのを感じる。

　ゆっくりとキュリオスへ視線を移す。

　キュリオスは甘く、誘さそうように笑った。

　途端にレクスの怒りが爆ばく発はつ的てきに身体を満たす。

　殺す。滅ほろぼす。たたきつぶす。ただそれだけで頭がいっぱいになる。怒りが強すぎて、自分の心も体もむしばまれてしまいそうだ。こんな怒りは一体何百年ぶりだろう？

　ひょっとしたら生まれてから初めてだったかもしれない。

　魔界の戦では、ただ楽しい気持ちで悪魔を屠ほふり、浮かれてキュリオスと闘たたかったものだ。

　だが、今は違ちがう。全力でこの相手をたたきつぶさなくてはならない。




　身体のひとかけらも、言葉のひとつも、最後の塵ちりのひとつまでも、この世に残してやるものか！




　　　　[image: くぎり]




　ジャスティンは震えていた。

　激しく震えながら、キュリオスの腕に抱かれていた。

　今すぐにも逃のがれたいと思うが、そんな力はジャスティンにはない。
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　うるさいほどににぎやかな音楽が辺りを満たしているせいで、ひどく頭が痛い。

「ほら、ご覧。お前の騎き士しが起き上がったよ」

　耳元でキュリオスの邪じや悪あくな声がする。

　耳からおぞましいものが入ってくるようで、ジャスティンは小さくあえいで身じろいだ。

「やめて……お願い！　レクス、来ないで！　死んじゃう、レクス！」

「無む駄だだ。奴やつには聞こえていない。見ろ、立っているだけで精せい一いつ杯ぱいではないか。いかにもか弱く、醜いな。だが、お前のためだけに起き上がったのだから、お前は見ていてやれ。愛しているのだろう？」

　あざ笑うキュリオスの声に、ジャスティンは涙をにじませて歯を食いしばった。

　ジャスティンの視線の先にはレクスがいる。

　剣けんを失い、胸の大きな傷から血を滴したたらせながら、ようやっと立っている。

　白い顔から表情は消え、赤い瞳だけが不ふ吉きつな色に燃えている。

（駄目……動いちゃ駄目！　勝てるわけない。なんだか今日のキュリオスは、変だ！）

　魔ま力りよくなどまったくないジャスティンから見ても、今日の闘いは妙みようだった。

　あまりにもあっさりとレクスが負け、トビーや人間たちの保護をユリアンに任せてレクスの後を追ってきたエルデンたちも、すぐさまキュリオスに退けられてしまった。

　確かにキュリオスは強大な力を持つ悪魔だが、以前レクスと闘ったときはここまで圧あつ倒とう的てきではなかったはずだ。

　そしてレクスの傷つきかたも、普ふ通つうではない。

　剣を砕くだかれてからのレクスは、魔力をほとんど失ってしまったかのようだった。キュリオスにろくに抵てい抗こうもできず、今もただ気力だけで立っているように見える。

　黒い軍服をべったりと血で濡ぬらしたレクスの姿を見るだけで心が削けずられて、ジャスティンは必死に涙をこらえる。

　キュリオスはそんなジャスティンの顎あごを取り、強ごう引いんに耳元に囁ささやいた。

「いい眺ながめだな？　すべてはお前が引き起こしたことだ。弱りかけた美しい悪魔を籠ろう絡らくするのは楽しかったか？　奴はお前を愛したために滅びに身をゆだねようとしている。なんたる献けん身しんだ……どんな人間にも真似まねできんぞ！」

「そんな、の、違う……！」

　ジャスティンがどうにか言うと、キュリオスはジャスティンの顎を取った指に力をこめる。華きや奢しやな顎が軋きしんで、ジャスティンは悲鳴をかみ殺す。キュリオスは激しく続ける。

「何が違う。愛など我々には猛もう毒どくにすぎん！　お前は親切ぶって愛いとしい者に毒を盛った！　罪は償つぐなわなくてはならん。──それがお前たち、善良なる人間とやらの流りゆう儀ぎなのだろう？」

　不意にキュリオスの声が優やさしげになったかと思うと、彼は赤い瞳を細め、ジャスティンに口づけた。

「──！」

　一いつ瞬しゆん頭が真っ白になる。

　頭がものを考えるのを拒きよ否ひして、何が起こったのかわからなくなる。

　ただ、頭のどこかで誰だれかが叫さけんでいる。泣いている。あれは、誰？

　──私？

「や……だ……！」

　キュリオスから解放された唇くちびるから悲鳴が零こぼれると、抑えつけていた涙なみだが一気に堰せきを切って零れた。

　寒気がひどくて気が遠くなってしまいそうだ。キュリオスに少しでも触ふれられたくなくて、身をよじる。視線を引き剥はがす。どうにかレクスを見ようとする。

　たたずんだレクスは呆ぼう然ぜんと血を滴らせてこちらを見ている。

　助けて、とやみくもに叫びたくなって、どうにか言葉を吞のみこむ。

（駄だ目め……だ、レクスも、危ないんだから。こんなの──こんなの、レクスの痛みに比べたら大したことじゃない！）

　何も言えずに、震えながら血がにじむほど唇を噛かんだ。

　不吉な音楽と笑い声をぬって、レクスの血を吐はくような声が響ひびく。

「キュリオス、貴様……！」

　猛烈な怒りがレクスの中で燃えている。しかし、何かを求めるように伸のべたレクスの手にいつもの剣はない。魔力が湧き上がってくる様子すらない。

　キュリオスはそんなレクスに向かい、何もない空から取り出した鋭するどい剣を投げつけた。

　レクスは絶ぜつ妙みようの間で、剣の腹を拳こぶしで弾はじく。

　剣は弾かれて横へとそれる──はずだったが、魔法に操あやつられた剣は回転しながら異常な軌き跡せきを描えがいた。レクスの背後で急に軌跡をねじまげ、後ろからレクスの足を切り裂いたのだ！

「──っ……！」

　レクスは滅めつ多たに見せない苦痛の表情を浮うかべ、立っていることができずに石畳に崩くずれ落ちる。

　新たな血がびしゃりと辺りにまき散らされる。

　その血がまるで自分のもののように感じられて、ジャスティンは喉のどが嗄かれるのもかまわず叫んだ。

「レクス！　やだ、やめて！　私はいい、大だい丈じよう夫ぶだから、もうやめて！」

「はははははは！　レクス、お前はたかがこれだけのことでそうまで傷つくことができるのか。いっそ羨うらやましいぞ！　さあ、地に這はいつくばって、目を開け！　これからが本番だ。この女が跡あと形かたもなくなるまで目を開いていられたら、助けてあげよう。お前に人間の作った悪魔を埋うめこんでやる。そうすればお前も死ななくてすむ。わたしと、おそろいだ」

　キュリオスはさも楽しそうに笑い、己おのれの右手を前方へと伸べた。

　途と端たんにその右手は金色のもやに包まれ、きぃいいいいいぃ、と不吉な鳴き声をあげる。あっという間にキュリオスの半身はほどけ、金属の鱗うろこを連ねた二匹ひきの金色の竜りゆうと化した。

　その顔すらも半分金色の仮面に覆おおわれたかのように変化させながらも、キュリオスは至し極ごく満足そうに笑う。

　互たがいに絡み合った二匹の竜も笑うように金属の目を細め、片方がきりりと音を立ててジャスティンのほうを振ふり向むく。そしてその白い肩かたに噛みついた。

　途端に肩から灼しやく熱ねつの激痛が走り、嫌いやな臭においのする白はく煙えんが上がる。

「いや、や、ああああああ！」

　痛みで一瞬視力が吹ふっ飛び、何も見えなくなる。痛い、と、ただそれだけしか考えられなくなる。

　痛い。痛い。助けて。助けて。助けて──

　声など出ないのに、叫び続けて喉がつぶれていく感覚。

「キュリオス！」

　レクスが叫ぶのが聞こえる。

　キュリオスがジャスティンを地面に転がし、代わりに竜の首を伸ばしてレクスを捕とらえようとする。ぼやけたジャスティンの視界の中で、レクスは拾い上げた剣を竜の首に叩たたきつけた。

　ただの金属の剣は、それでも竜の首の半ばまで食いこむ。

　しかし間を置かず、もう一本の首が鞭むちのようにしなってレクスをなぎ払はらい、その身体からだは吹っ飛んだ。

　レクスは観覧車の鉄柱に叩きつけられ、金属が激しく軋む。

　キュリオスはその様子をいかにも楽しげに眺め、竜と化していた半身を一呼吸で元に戻もどすと、鼻歌を歌いながらレクスに歩み寄る。

（──レクス。逃にげて）

　ジャスティンはひどい痛みと恐きよう怖ふの中で、祈いのるようにレクスの名を念じた。すると、不思議なことに痛みが少しだけましになる。

　少しだけ、ほんの少しだけものが考えられるようになる。

（私──まだ、生きてる。まだ、何か考えられてる。何か……何か、しなきゃ）

　ジャスティンは、気力だけに頼たよって懸けん命めいに目をこらした。

　視線はレクスのほうに吸い寄せられるが、必死に抵抗して少しでも役に立つものを探そうとした。きらびやかで禍まが々まがしい、血に汚よごれた遊園地。視界の端はしにある赤いものは何だろう。

　あれは……そう、見慣れたジャスティンの魔法書だ。

　魔法書の赤がじんわりと光を帯びたように感じ、ジャスティンはかすかな希望を感じる。今にも途と切ぎれそうな希望に向けて、じわじわと手を伸ばす。

　魔法書を手にして、十四行詩ソネツトを口にしよう。少しはレクスの力の足しになるかもしれない。彼を救えるかもしれない。もうすぐ、もうすぐあの本に手が届く。あと少し。──今！

　ジャスティンが思った瞬しゆん間かん、いきなりひとりでに魔法書の表紙が開いた！

　装そう飾しよく的に書かれた魔法文字がジャスティンの目に飛びこんでくる。

　見慣れた十四行詩。だが、いつもと何かが違ちがう気がする。

（あれ……？　最後から二行目が……読めなかったところが、読めそう、なの!?）

　ジャスティンは驚おどろきのあまり目を瞠みはった。もっと集中しようと全身の力を振り絞しぼる。

　直後、耳の奥で確かに聞き覚えのある声が囁いた。

『──それは、真まこと名なだよ。ジャスティン──そこに書いてある言葉は、白金の……』

　途切れ途切れに響く声を聞き取り終わった瞬間、ジャスティンはほとんど操られるようにして叫ぶ。




「だが、それでもお前は極悪の罪を犯おかすだろう、万ばん象しようの王よ。忘れるな、お前の獣けものが解き放たれるとき、お前の真名、《白金の雷らい霆てい》によって……！　この本は灰と化し、太陽は静止するのが運命なのだ！」




　欠けた一節を読み上げた途端、魔法書は清せい冽れつな白い光を発した。

　神こう々ごうしいまでの光がジャスティンの目を灼やいたのはほんの一瞬のことだ。

　瞬またたく間に光は消え、魔法書の輪りん郭かくがぼやける。

　そして魔法書はジャスティンの眼前で塵ちりレベルにまで分解され、辺りへ散った！

「何!?　魔法書ごと契けい約やくを破は棄きしただと!?　なぜ今、そんなことを！」

　驚きよう愕がくに満ちたキュリオスの声がする。

　キュリオスの言葉の意味を理解したジャスティンは、息を吞んで無理矢理身体を起こした。

（そんな、魔法書が消えちゃったら……レクスとの契約がなくなっちゃう！）

「レクス……!?」

　懸命に名を呼ぶ。視線で探す。

　レクスはキュリオスの足あし下もとにいた。彼もまた、身体を起こしてこちらを見ていた。

「ジャスティン！」

　レクスの声が必死にジャスティンを呼び、血に濡ぬれた腕うでが伸べられる。

　ジャスティンには優やさしかったあの腕、そっと抱だきしめてくれた腕がぼやける。

　さっき消えた魔法書と同じように！

「待って……待って、レクス！」

　ジャスティンは死にものぐるいで立ち上がろうとするが、どうしても足がもつれる。

　キュリオスは何かに気づいて忌いま々いましげに舌打ちをした。

「──！　なるほど、謀はかったな、人間！　小細工を……！」

　青ざめた顔で吐き捨てたキュリオスはレクスに歩み寄り、乱暴に彼を引き立たせる。

　険しい顔でキュリオスがレクスの血まみれの身体を抱き上げた瞬間、ふたりの姿は魔法書と同じく、塵と化して四散した。

「レクス……？」

　ジャスティンは目を見開いたままつぶやき、その場にへたりこんだ。

　全身から力が抜ぬけていき、気まで遠くなっていく。

　なんだか悪い冗じよう談だんをしかけられているみたいで、ジャスティンは最後の力でのろのろと辺りを見み渡わたした。

　レクスはいない。どこにも、いない。

　当たり前だ、目の前で消えたのだから。

　さっきまで聞こえていたまやかしの音楽も消え、辺りはまたゆっくりと暗くなってくる。

　空の赤みも、星の光も段々と薄うすれてきた。

　朝が近いのかもしれない。でも、なぜだろう。ジャスティンはちっとも嬉うれしくなかった。

　妙みように虚うつろになってしまった世界で、誰だれかが後ろからジャスティンの肩をそっと抱き、囁ささやいた。

「──彼はまだ、生きているよ」

「…………！」

　これは、さっき頭の中で響ひびいた声だ。あの声が、今は背後から聞こえてくる。

　声の主はジャスティンの肩についた傷に触ふれないように、彼女を抱きしめて言う。

「きみは、わたしが作った魔法文字で書かれたレクスの真名を呼んで、魔法書の契約を解除した。レクスはすっかり魔力を失っていたから、魔法書の契約なしでは人間界にとどまれなかったんだ。そのせいで、魔界へ強制送そう還かんされただけだよ。……もちろんまったく魔力がないのでは、それだけでも命が危なくなることはある。でも、キュリオスが守ったからね。大丈夫だ。キュリオスは本当にレクスのことが大事なんだろう。もちろん闘たたかう相手として、だけれど」

　聞き間ま違ちがいようもない声が続き、慣れ親しんだ手を肩に感じて、ジャスティンはぎこちなく振り向いた。

　そこには、悲しそうな目をした金きん髪ぱつの紳しん士しがいる。

　穏おだやかで広大な、ノースランドの空の色の瞳ひとみがジャスティンの姿を映している。

「父、様……！」

　ジャスティンにはそれしか言うことができなかった。

　あとは喉のどがつまって、胸がいっぱいになってしまって、何も言えなかった。

　そこにいたのは父だった。長くジャスティンと旅をしてきた、最愛の父親。

　ジャスティンは痛みも忘れ、無我夢中で父親にすがりつく。

　シェルズバーン伯はく爵しやくは傷ついたジャスティンをしっかりと抱きしめ、苦しげに囁いた。

「長い間留守にしてすまなかったね、ジャスティン。ただいま」

「父様、父様！　今まで……今まで、どこに、いた、の？　私、私……！」

　緊きん張ちようが半分ほどけてしまうと、すっかり頭が混乱してしまった。ジャスティンはもう自分が何を言っているかもよくわからない。

　伯爵はそんなジャスティンの額に自分の額をあわせ、絞り出すように言う。

「本当にごめん、ジャスティン。きみを守るにはこれしかない、と思った方法をとったのだけど、結果的にひどくきみを傷つけた。……ごめん。生きていてくれてありがとう、わたしの天使。わたしはずっと、魔界にいたんだよ」

「魔界!?　なんで、そんなところに……？」

　まるで夢物語みたいな話が続いている。

　それも、あまり嬉しくないほうの夢だ。呆ぼう然ぜんとするジャスティンに、伯爵は続ける。

「悪魔たちと交こう渉しようするためだ。魔界を狙ねらう人間たちに対たい抗こうするためにね」

「魔界を狙う、人間？」

　人間界を狙う悪魔、というのならわかる。なのに父が言うのはまったく逆の話だった。

　伯爵はあくまで辛しん抱ぼう強づよく、静かにジャスティンに言い聞かせた。

「今、きみにこのことを説明するべきかどうかはわからない。……でも、簡単に言っておこう。わたしの敵は退魔庁だ。あれは、悪魔退治の機関なんかじゃない。《アヴァロン計画》を遂すい行こうするための秘密機関なんだよ」

　──アヴァロン。

　それはこの国の人間なら誰でも知っている、古い海上の楽園の名だった。

　しかし、伯爵が目を伏ふせて告げた事実はあまりに現実的で禍々しく、楽園の印象とはほど遠い。伯爵はジャスティンが初めて見る暗い表情で続ける。

「おそらく、《楽園侵しん攻こう計画》というほうが正しいだろうね。ベネットは強大な人造悪魔を造り出し、最終的には魔界を植民地化しようとしている」

「魔界の、植民地化……？　ひとが、魔界に攻せめこむの？　そんな……どうして？　なんで、そんなこと……」

　あまりにも突とつ飛ぴな発想に、ジャスティンの思考はうまく追いついていかなかった。

　伯爵はジャスティンを落ち着かせるように背中をなで、じっと目を見つめて言う。

「おかしな話なんだ、ジャスティン。本当におかしい。気が狂くるっているとしか思えない計画だ。でも、もうすべては始まってしまった。わたしの力不足だ──この後、きっと世界はおかしな方向へ進んでいく。この国は今までにない大規模な戦争に巻きこまれる。ひょっとしたら、世界中が戦火に沈しずむかもしれない。わかっているのに、もう希望はないんだ。……だから逃げよう、わたしの天使。今度こそ、ふたりでどこまでも。わたしはきみだけは守ってみせる」

　昔、子供部屋で聞いたのとよく似た台詞せりふに、ジャスティンは懐なつかしさと悲しさとやるせなさで息をつまらせる。

　昔聞いた父の台詞せりふは、ジャスティンにとってなんて希望に満ちたものだったのだろう。

　子供部屋から出ること、世界を旅することはジャスティンの喜びだった。

　でも、今は逆だ。父は自分に逃にげようという。

　たったふたりで手に手をとって、戦火を逃のがれ、どこまでも逃げていこうという。

　誰も救えず、ただ自分たちが生き残るためだけの──それはまるで、地じ獄ごくの螺ら旋せんを降りていくような旅。




　そんなのは、嫌いやだった。




　ジャスティンはどうにか息を吸いこんで、伯爵の顔を見上げた。

　久しぶりに見る父親の顔は、明らかに以前とは違ちがって見えた。少しやつれているというのもある。でも伯爵の変化以上に、ジャスティンが変わったのだ。

　父は天使なんかではない。完全な人間でもない。

　ジャスティンは震ふるえる歯の根をどうにかあわせ、囁いた。

「父様……私、もう、逃げない」

「ジャスティン？　どういうことだい」

　伯爵の声は困こん惑わくと悲しみをにじませる。ジャスティンがまだ混乱していると思っているのだろうか？

　淡あわい罪悪感がジャスティンの胸に湧わき上がる。大好きな父を困らせたくはない。

　でも、もうジャスティンの世界は広がってしまった。

　父親だけが人生だった昔とは違う。ジャスティンには、守りたいものがある。

　失えないものがある。

　ジャスティンは父の空色の瞳を見上げて囁く。

「レクスは、まだ、生きてるの？」

「……ああ。しかし、おそらくはキュリオスが好きなように造つくり替かえてしまうよ。退魔庁は、人造悪魔を造る技術を餌えさに、キュリオスを人間側に引き入れたんだ」

　伯爵は悲しげに言う。ジャスティンもひどく悲しかった。

　もう痛みに麻ま痺ひしたかと思えた心が、またずきずきと痛みだした。

　苦しい。でも、この苦しみから逃げるなんて考えられない。ジャスティンは言う。

「それでも、まだレクスが生きている可能性があるなら、私、また、彼に会わないと」

　言ってしまうと、少しだけほっとした。

　覚かく悟ごが決まったのかもしれない。

　ジャスティンはこの道を行く。

　この道が自分に一番あっていて、後こう悔かいしない道だと思うから。




「私、レクスに会いに行く。彼がどこにいても、どんな姿でも、どんなに傷ついていても……きっと、見つけるよ」








あとがき









『悪魔のソネット』シリーズ第四巻、今回は首都で心しん霊れい探たん偵てい編をお送りします！

　探偵にディテクティブとふりがなをふりたい年とし頃ごろの栗原ちひろです。皆みなさんお元気でしょうか？　ジャスティンと悪あく魔またちは今回も元気そうです。

　今回は学校のお話は一回お休みさせていただいて、ドタバタ退魔ものっぽくもありつつ、事態はあらぬ方向へ──向かっているといいな、と思います。もちろんレクスとジャスティンの関係も変わってきておりますよ。どうぞ楽しんでいただけますように。

　思い起こせばこのシリーズ、一番最初は割合単純な退魔ものとして考えたお話でした。紆う余よ曲折あってこの形になったんですが、初期設定のまま進んでいたらどうなったんでしょう。やっぱり首都に事務所を構えて、ゴシックな雰ふん囲い気きの悪魔関係事件に関かかわっていく話になったんじゃないかなあ……などと、そんなことをぼんやり妄もう想そうしつつ書いた今巻でしたよ。




　はてさて、シリーズも四冊目になりまして、今回スポットが当たるキャラクターはまじめ軍人ユリアンです。彼はジャスティンとは対照的に、悪魔を憎にくみつつも生きるために契けい約やくを結んだひとですね。「普ふ通つうの悪魔契約者」代表みたいな立場です。

　レクスは悪魔の中でも変わり者というか、厭えん世せい的てきになりすぎたときにジャスティンと会ったのであんな感じなんですが、そうじゃない、まだまだやる気の悪魔と人間が契約を結ぶのは大変なことなんじゃないでしょうか。ユリアン、しんどいこともいっぱいあったと思うんですが、今巻でそのへんがちょこっとわかるような感じかもしれません。担当氏には「ギリギリのところを突ついて来られましたね！」というご感想をいただきました。はい、ギリギリです。でも大丈夫、オーバーしなければセーフです（謎）。頑がん張ばれユリアン。割と胃に穴が開きそうなポジションと性格な気がするけどすごく頑張れ。

　そして本ほん性しようだだもれになってきているあのひととか、駄だ目めっ子キュリオスとかも頑張れ！




　脇わきキャラのことばかり書いている感じですが、レクスとジャスティン、エルデンとルーナエにももちろん頑張ってもらいます。『悪魔のソネット』は次巻が最終巻になります。お名残なごり惜おしいような気もしつつ、がつんと盛り上げていけるよう私も頑張りますね。

　いつもお世話になっております、担当編集者Ｓ氏。そして本当にお忙いそがしい中、色気たっぷりの画を仕上げていただきました新條まゆ先生。本当にありがとうございます！　そして読んでくださったあなたにも心からの感謝を捧ささげつつ。

　お気が向きましたら、どうぞ最後までおつきあいくださいませ。
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